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十三　ちりちり、と蠟燭の燃える音が









　ちりちり、と蠟燭の燃える音がしている。灯る火は青く、魔法によって灯っているのだという事が分かる。

　そこは小部屋のようだ。四人も入ればすぐにいっぱいになってしまうだろう。石造りの壁があり、そこに燭台が掛けられている。窓はない。木の扉が一つあるが、頑丈に閉じられている。空気は重く、まるで罪人の幽閉所のような陰鬱な雰囲気が漂っていた。

　ものは殆どない。部屋の中心に木造りのテーブルが一つ、それに同じく木造りの椅子が一つあるだけだ。

　椅子には白いローブを来た男が腰かけており、テーブルの上には水晶玉が置かれている。そこには何者かの人影が映っていた。尤も、影ばかりで表情も顔立ちも分からない。

　主な連絡手段が殆ど手紙しかない中で、水晶通信というものがある。魔水晶を球状に精製し、そこに魔力を込める事で、遠方にある別の魔水晶球と即座に連絡が取れるという代物だ。

　しかし、魔水晶を精製する事が難しい上に、通信するだけで膨大な魔力を食う。その為、普通水晶通信は数十秒で金貨が数枚飛ぶし、話せる時間も短い。

　しかし、ローブの男は随分前から水晶球の向こうの人影と何か話している。

「……それは確かにこちらの失態だ。しかし貴様の予測が外れたという事でもある」

『デコイをもっと撒くべきだったね。しかしバアルを倒す奴がいるとは、些いささか驚いたよ。たとえ見つかったところであれを下せる奴がいるとは思わなかった。グラハムの奴がエルフ領に籠ってるから安心だと思ってたんだけどな』

「フン……どちらにせよ、あれを完全に滅する事などできん。力はかなり失われたが、回復させればまだ使いようはある。貴様こそ〝鍵〟はどうした」

『全然駄目。ガセネタ摑まされたんじゃないかってくらいだよ』

「チッ……思うようには進まんか……奴と同じ轍は踏めんぞ」

『けど気を付けてよ。今回の事でヴィエナ教の連中が』

「待て。お出ましだ」

　男が椅子から立ち上がるのと同時に、扉を蹴破って誰かが飛び込んで来た。きらめく白刃がローブの男を狙う。男は素早く魔水晶球を懐にしまい込み、飛び上がって刃をかわした。

　襲撃者は人数にして五人。全員仮面をつけ、同じ服を着ている。

　二人が部屋に入り、残りが入り口を固める。狭い部屋でローブの男はたちまち追い込まれたかのように見えた。

「一人に対して大仰なものだ……」

　男が指を鳴らすと、不意に蠟燭が消えた。突如として暗闇に包み込まれ、襲撃者たちは一瞬動きを止める。暗闇の中で、男の白いローブがひらめいた。青白い閃光が迸ほとばしり、一番前にいた襲撃者が血を噴いて倒れる。

　しかし襲撃者たちもそれに躊躇しない。瞬く間に陣形を組み直して一人減った穴を埋めると、男に襲い掛かった。男は軽く体を引いて剣をかわす。

「貴様ら如きにまともに構ってやるほどの慈悲は俺にはないぞ……！」

　男は早口で詠唱を始めた。両手に青白く光が灯る。

　その時、襲撃者の一人が剣を放った。咄嗟の事にローブの男は泡を食って体をひねってかわすが、剣はローブを掠めて、破った。破れた所から黒い宝石が転がり落ちる。

「しまった……！　狙いはこっちか！」

　男は両手を前に突き出し魔法を放とうとする。だが、それよりも早く襲撃者の一人が剣を振るい、宝石を叩き割った。黒煙が舞い上がり、部屋の中に立ち込めた。一部は部屋の外に溢れる。まるで意識があるかのように、部屋の外の黒煙は一塊になって飛んで行った。

　同時に、男の魔法が迸った。青白い光が刃のような鋭さで部屋中を駆け巡った。

　光が止んだ時には、ローブの男以外立っている者はいなかった。蠟燭に火が灯る。恐ろしく静かだ。冷たい死の沈黙が今までの喧騒を押しやっていた。

「ぬかったか、俺とした事が……」

　男はイライラした様子で足元の死体を蹴り飛ばした。それから手を上げ、ぶつぶつと何か詠唱する。部屋に満ちた黒煙は少しずつ男の手元に集まり、再び黒い宝石になった。男は指先でそれをつまんで、まじまじと見る。やや輝きが鈍くなっているように見えた。

「少し逃がしたか……まさか既にここまで情報を摑んでいるとは……少し別の動きを考えねばなるまい」

　男は宝石を懐にしまい、ローブをはためかせて足早に部屋を出て行った。





○






　荷車に積まれた土産物に子供たちが群がっている。トルネラでは中々味わえない砂糖菓子に夢中だ。その傍らでアンジェリンが荷物を漁っては一つずつベルグリフの前に並べる。

「こっちはね……わたしの好きなホットワイン！　このワインにこっちのスパイスと蜂蜜を入れてね、それであっためて飲む……おいしいよ」

「ふむ……アンジェもお酒が飲めるようになったのか」

「うん！」

　ベルグリフは成長した娘を前に、嬉しいような寂しような、曖昧な顔で笑った。

　目の前で土産物を自慢げに見せてくれる娘は、確かにアンジェリンだ。しかし、村を出る時は自分の腰くらいしかなかった背丈が、もう自分の胸くらいにまで伸びていて、短かった髪の毛もすっかり長くなり、まだ幼さこそ残るけれど、顔立ちも大人のそれである。

　指先の黄金のプレートを裏に表にして眺める。手の平に納まるくらいのそれは、Ｓランク冒険者である事を証明するものだ。

「……やっぱり親心ってのは難しい」

「どうしたの、お父さん……？」

「いや、独り言だよ」

　物思いに耽っていたベルグリフに、アンジェリンは不満そうに頰を膨らました。そしてやにわにベルグリフの胸の中に飛び込む。そうして胸元に顔をうずめてぐりぐりと押し付けた。

「たき火と藁の匂い……やっぱりお父さんは良い匂い……」

「はは、何言ってるんだか……大きくなっても甘えん坊なのは変わらないなあ」

「わたしは幾つになってもお父さんの娘だもん……」

「まったく……」

　ベルグリフは困ったように笑いながら、アンジェリンの頭を撫でてやる。多少癖があるけれど、艶があって綺麗な髪の毛だ。自分の赤髪とはまるで違う。実の娘ではないから当たり前なのだが。

　ベルグリフは呆然と立っているアネッサとミリアムの方を見た。

「一緒に来てくれてありがとうね。遠いから疲れただろう？」

　ハッと我に返った二人は、あわあわと手を振る。

「い、いえいえ、久しぶりにのんびりと旅ができて、とても良かったです」

「でも、アンジェがこんなにでれでれになってるのって初めて見たー……ホントにお父さん大好きなんですねー」

　ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「こんなだったか俺もちょっと疑ってるんだけど……長く会えなかったからなあ」

「五年！　五年だぞ！　いや……もうすぐ六年になってしまうではないか！　よく頑張ったわたし……！　ぱちぱち拍手喝采！」

　アンジェリンはぐるりとベルグリフの後ろに回り、おぶさるように背中に飛びつく。そうしてベルグリフの頭に顎を置き、髪の毛をわしゃわしゃと揉んだ。まったく子供そのままの振る舞いである。これは本当にあのアンジェリンなんだろうか、とアネッサの顔には乾いた笑みが浮かんだ。ミリアムはにやにやしている。

　小さい頃も、おぶってやる度にこうやってちょっかいをかけて来たっけ、とベルグリフは苦笑しながらしばらくされるがままになっていたが、やがて腕を上げてアンジェリンの頭を鷲摑みにした。そうしてぐいぐいと押すとアンジェリンは「きゃー」と嬉しそうに悲鳴を上げる。

「アンジェ、お土産もいいけど、自分たちの荷物をちゃんと家に運びなさい」

「あ、そうだった……はーい。アーネ、ミリィ、荷物をお家に入れるのだ……」

「あ、うん」

「りょーかーい」

　少女たちは荷車に積んだままだった自分たちの荷物を抱えて家に入れる。

　突然来るとは予想していなかったから、家の中が散らかってるなあ、とベルグリフは思った。しかし止むを得ない。

　子供たちに砂糖菓子をやって家に帰す。もう今日は剣の練習などしてはいられない。

　荷車に山盛りの土産を見て、どうしようかと思う。今夜は街道整備の事で村民会議がある。そこで皆に分けてやろうか。

　アンジェリンの方がやたらに興奮しているから相対的に冷静に見えるベルグリフだが、内心は結構混乱してあれこれ考えている。

　せっかく帰って来たのだ、夕飯は少し豪華にしてやりたい。いや、しかし今夜は村民会議がある。料理をする暇があるだろうか。風呂はないから沸かせないが、長旅の後だ、せめて体を拭く為にお湯くらいはたっぷり沸かしてあげなくては。しかも友達も一緒とは思わなかったから、寝床を作らなくてはいけない。納屋から藁を運んで……自宅には余分の毛布がないから、ケリーから借りようか。

　などと考えていると、ケリーがバーンズと一緒に駆け足でやって来た。腹を揺らしてふうふうと息を切らしている。

「おおいベル！　アンジェが帰って来たってのは本当か！」

「ああ……本当だよ。都で冒険者やってる友達も一緒だ」

「ははは、良かったなあベル！　こいつはめでたいや！」

　ケリーは自分の事のように喜んでくれる。良い友人だ。ベルグリフは笑った。

　アンジェリンが家から出て来た。

「お父さん、アーネとミリィは……あ、ケリーさんだ！」

　成長したアンジェリンの姿を見て、ケリーは目を丸くする。

「おお……アンジェか！　すっかり大きくなりやがっておい！　元気だったか？」

「うん、わたしはいつでも元気……！　ケリーさん、太った？」

「わっははは！　まあな！　幸せの証ってやつだよ！」

　ケリーは笑いながら自分の太鼓腹を手の平で叩く。バーンズは口をぱくぱくさせてアンジェリンを上から下まで見た。信じられないという顔をしている。

「お、お前ホントにチンチクリンのアンジェかよ……」

「……？　誰だお前は？」

　首を傾げるアンジェリンの言葉にバーンズは眉を吊り上げた。

「覚えてないのかよ！　バーンズだよ、ケリーの息子の！」

　憤慨するバーンズを見て、アンジェリンはくすくすといたずら気に笑う。

「冗談……ちゃんと覚えてる。年上の癖にわたしにいっつもチャンバラで負けてたバーンズ……ぷぷっ」

「こ、コノヤロウ…………ははっ、確かにアンジェだ、こいつは」

　バーンズは眉根をひそめながらも、降参したように笑っている。

　ベルグリフはアンジェリンに声をかけた。

「アーネちゃんとミリィちゃんがどうしたって？」

「あ、そうそう……寝床をどうすればいいかな。藁を中に入れる？」

「ん、そうだな。お父さんも今それを考えてた。なあケリー。お前の所は毛布が少し余ってないか？　あれば三人分貸して欲しいんだが……」

「おお、構わんぞ。毛布なんざいくらでもあらぁね。バーンズ、お前毛布持って来い。女の子が寒い思いしないくらい、沢山持って来いよ」

　バーンズは頷いて駆けて行った。アンジェリンはいそいそと紙袋を差し出す。

「ケリーさん、これお土産……」

「おっ、ありがとうよアンジェ！」

「ふふふ、これは珍しいスパイスなのだ……あとこっちは野菜の種。これは砂糖菓子」

　アンジェリンはごそごそと袋から土産物を出してケリーに手渡し、自慢話を始めた。ケリーは嬉しそうにそれを聞いて一々大仰に反応する。

　ベルグリフはくつくつと笑いながら納屋から麦藁を抱え出し、家の中に入った。

　家はさほど広くはない。部屋は分かれておらず、一つの大部屋に棚やタンスで仕切りがしてあるといった風だ。奥に大きな暖炉があり、燃えさしの炭がくすぶって煙を上げている。暖炉に向かって右の方に麦藁を盛った所があって、その上に毛布を敷いて寝床にする。

　アネッサとミリアムは座るでもなく突っ立って、物珍し気に家の中を見回していた。オルフェンで生まれて育った彼女たちには、こういった農村の家が珍しいようだった。

「散らかっていてすまないね、来ると分かっていなかったものだから」

　ベルグリフが話しかけると、二人は彼の方を向いた。

「いえいえ……こちらこそ突然押しかけて……だけど、ものは多いけど、正直わたしたちの家よりも整頓されてて……逆に恥ずかしいというか何というか……」

「ねー……うちはアーネが服とか脱ぎ散らかすから」

「ばっ、あれはミリィだろ！」

「違いますー、わたしはそんな事しないですー」

　ぐたぐたと揉み合いを始めた二人を見て、ベルグリフは笑い、手近なスペースに麦藁を置いて平らに整える。

「……二人は仲が良いんだねえ」

　アネッサがハッとしたように赤くなる。

「す、すみません、お見苦しい所を……」

「いやいや……ふふ、確かにアーネちゃんは真面目な子だなあ」

「ふえっ!?」

「アンジェの手紙に書いてあったよ。ミリィちゃんはちょっと抜けてて面白いとか」

「ええー、抜けてないのにー。アンジェだって結構抜けてるんですよー？」

「はは、それはそうかもな……二人とも、あの子の友達になってくれてありがとう。おかげであの子もオルフェンで寂しい思いをしなくて済んだんだと思う。感謝しているよ」

　ベルグリフはにっこりと笑った。あんまり真っ直ぐだから、アネッサもミリアムもつい照れ臭くなってもじもじした。

　ベルグリフはがたがたと椅子を引き出した。ずっと一人暮らしだが、一応椅子は四脚ある。来客もないわけでない。こういう事があるから、下手に処分しなくて良かった、とベルグリフは思った。

　引き出した椅子に二人を促す。アンジェリンとケリーの話は盛り上がっている。邪魔をしないでもいいだろう。

「どうぞ、座っててくれ。お茶でも淹れるよ」

「て、手伝いますよ！」

「いいよいいよ、長旅の後なんだから今日はゆっくりしてくれ」

「そ、そうですか……」

「じゃあ遠慮なくー」

「お前は少し遠慮しろよ……」

　二人は並んで腰かけ、暖炉の方でお茶を淹れるベルグリフの後ろ姿を眺めていた。

　彼はゆっくりと、しかし手際よく動く。

　どちらかといえば、冒険者や元冒険者などというものは、生活感のない者が多い。食事は大抵外で済ますし、家で作るにしても非常に簡素なものばかりだ。アネッサとミリアムは孤児院での経験があるから家事全般やれるが、ベルグリフは冒険者上がりとは思えないほど動きが滑らかだ。しかし動く度に床をこつこつと叩くような音がする。

　アネッサが言った。

「その……アンジェのお父さんは冒険者だったんですよね？」

「ん、まあね。だけど若い時にこの有様でね」

　そう言ってベルグリフは右足を見せた。膝から下が棒状の簡素な義足になっている。樫の木を削って作った丈夫なものだ。油で磨いているらしく艶があって、年季が入っていて所々細かな傷があるが、大事に使われているらしい事がうかがえた。見ればもちろん一目で義足と分かるのだが、ベルグリフの動きは両足を持つ者と遜色ない。まる棒状の義足の方が目の錯覚かと思うくらいである。

　ベルグリフはお盆にお茶をのせてやって来て、向かいに腰を下ろした。

「冒険者なんてやってたのは二年……三年かそこらかな。ランクもＥ止まりでね。だから二人の方が余程先輩だな、はは……」

　ベルグリフは照れ臭そうに笑いながら、二人にお茶を勧める。

「ここいらで採れるレントの葉のお茶だよ。口に合えばいいが……」

　爽やかな香りの湯気が木のコップから立ち上る。二人はふうふうと冷ましながらゆっくりと飲んだ。舌に熱いが、きつ過ぎない渋みと、その奥に微かな甘みがある。まるで若草をそのまま湯に溶かしたかのようだ。

「あ、おいしい……」

「初めて飲んだー。渋いけど、ちょっと甘いんですねえ」

「はは、良かった。時季が時季だからお茶請けがあまりないけど……」

「あ、いえいえ、お構いなく……」

「けど、アンジェのお父さんってホントに優しいですねー。〝赤鬼〟なんていうから、てっきりすっごい強こわ面もての人だと思ってましたよお」

　ミリアムの言葉にベルグリフは眉をひそめた。

　また赤鬼である。ここのところよく聞くが、自分には何の事かさっぱり分からない。サーシャやヘルベチカまでそう言うから、村でもからかい混じりに呼ばれる始末だ。

「ええと……その赤鬼っていうのは、誰から聞いたの？」

「へ？　アンジェがそう言ってましたけど……」

「……はっ？」

　その時アンジェリンが入って来た。

「こら、二人ともわたしに無断でお父さんといちゃいちゃしない……！」

「アンジェ……ちょっと」

　ベルグリフは手招きした。アンジェリンは嬉しそうに駆け寄り、ベルグリフの横の椅子に腰を下ろす。

「なあに、お父さん」

「お前……赤鬼って何だい……？」

　アンジェリンは自慢げに笑みを浮かべた。

「わたしが考えたお父さんの異名！　カッコいいでしょ？」

「えっ……いや、だってアンジェお前…………それ、広めてるの？」

　ベルグリフは愕然とした表情でアネッサとミリアムの方を見る。アネッサが苦笑しながら頷いた。

「アンジェが方々で言いふらしてるから……アンジェのお父さん、知らなかったんですか？」

　ベルグリフは口をぱくぱくさせながら頷く。ミリアムがくすくす笑った。

「もうオルフェンのギルドじゃ知らない人はいないですよお？　〝黒髪の戦乙女〟の父親で、すっごく強い元冒険者の〝赤鬼〟ベルグリフさん、って。ねえ、アーネ？」

「うん……復帰した元Ｓランクの人たちもギルドマスターも一目置いてますよ」

「……アンジェ？」

「うん！」

　褒めてもらえると思っているのだろう、アンジェリンは満面の笑みを浮かべて真っ直ぐにこちらを見ている。

「…………どうしよう」

　ベルグリフは思わず頭を抱えた。








[image: ]













十四　もちろん、ベルグリフとて冒険者









　もちろん、ベルグリフとて冒険者として大成し、高位ランクの実力者としての名声を得たいという気持ちがなかったわけではない。

　かつて若き冒険者だった頃は、日々の生活の糧を得る為に小さな依頼をこなすばかりであったが、当然そういう思いは心の何処かにあった。いつかきっと、俺だって、と。

　そして、もう四十二になった今も、その気持ちがまったくなくなったわけではない。

　右足の膝から下を失って、冒険者を諦めたつもりでトルネラに帰って来てからも、冒険者のするように毎日の鍛錬を欠かさなかった。足が一本義足だからとて何するものぞと、リハビリというレベルをとうに超えた常人の数倍の努力をしたという自負はある。

　そのおかげで一見して義足と思えないくらいの動きができるようになっていたし、Ｅランク冒険者で終わっていた筈の自分が、ＣやＢといった上のランクの魔獣を相手に戦えるようになったのだ。その原動力は、何処かでまだ冒険者としての自分を諦めきれなかったからだ、と今になって分かる。動機に村を守ろうという純粋な気持ちだけではなく、まだ冒険者を続けているであろうかつてのパーティメンバーたちに張り合おうという、暗い足搔きもあったにせよだ。

　だから、評価されるのはまんざらでもない。それは自信にもなるし、一時は気落ちして自らに価値を見出せなかった自分を再び立ち上がらせる事にもなった。

「……けど、これは違うだろう……」

「……？　どうしたのお父さん？　頭痛いの……？」

　アンジェリンは慌てた様子でベルグリフの頭を撫でる。とても優し気で、父親を気遣っている事がよく分かる手つきだ。

　アンジェリンに悪気がまったくないのが、ベルグリフを余計に困らせていた。

　知らない所で分不相応な評価をされている事に対する憤りはもちろんある。しかし、それはアンジェリンが自分を思うがゆえの善意でやっている事だ。頭ごなしに怒鳴り付けても仕様がない気がする。そもそもベルグリフは娘に対しては甘いのだ。怒鳴り付けるなど思いもよらない。

　と、そこに入り口から顔を出したケリーが言った。

「おいベル。お前は今夜の会議には来なくていいからな」

　頭を抱えていたベルグリフはハッと顔を上げる。

「……えっ？　なんで？」

「そりゃだってお前、アンジェが帰って来たんだから落ち着いて話し合いなんかできねえだろ？」

「む……」

　確かにそうだ。もし参加しても頭の中が散らかっていて、上の空になってしまうだろう。アンジェリンが帰って来て嬉しいから、というのもあったが、今はまた別の問題が持ち上がって来ている。

　ベルグリフはバツが悪そうに頭を搔いた。

「すまんなケリー」

「なあに、良いって事よ。たまにはお前に頼らずに済ませんとな！　わっははは！　おいバーンズ！　もたもたしてねえで早く運べ！」

　バーンズは父親にせっつかれてムスッとしながら、毛布を抱えて家に入って来た。

「ベルさん、コレどこに置けば……」

「ああ、ここの藁の所に……どうした？」

　バーンズは、ぼうっとしてアネッサとミリアムを見ていたが、立ち上がったベルグリフに声をかけられてハッとして毛布を運んだ。そうして変な顔をして立っているベルグリフに、そっと囁く。

「……やっぱ都の女の子って美人だなあ……」

「おいおい……リタちゃんが聞いたら泣くぞ……」

「ばっ、なんでリタの名前が出んだよ！　あいつは別に関係ないって！」

　バーンズはあたふたと藁の上に毛布を置くと、顔を真っ赤にして家を出て行った。ケリーが呆れた顔をしている。

「ったく、情けねえ……アンジェの方が余程立派だなオイ」

「はは、いいじゃないか。お前だってああいう時くらいあったぞ？」

「似た者親子ってか？　参ったな……まあいいけどよ。じゃあ、娘とゆっくりな。〝赤鬼〟のベルグリフさん」

　ケリーはからかうような口調でそう言って、愉快そうに去って行った。ベルグリフは困ったように頭を搔く。

　異名というのは人が勝手に言い出す事だから、今回の事もアンジェリンが勝手に言い出したのだから、異名として間違った話ではない。だが、別に冒険者でも軍人でもない、田舎に暮らしているだけの中年男に異名が付くというのは、何だか可笑しい。自分がそれだけの活躍をしたという自負があるならばまだしも、ベルグリフ自身にそういった記憶はないのである。名前負けというか異名負けというか、非常にむず痒い。評価は正当なものでなければ受けた方もすっきりするものではない。

　曖昧な顔をしたままのベルグリフを見て、アンジェリンはおずおずと言った。

「あの……わたし何かしちゃった？　お父さん、何か嫌だったの……？」

　泣きそうに目が潤んでいる。こんな顔をされては怒るに怒れない。ベルグリフは苦笑しながら肩をすくめた。

「いや、まあ、なんだ……アンジェがお父さんの事を思ってくれてるのは分かってるけど、お父さんそんなに皆に褒められるような事、何もしてないから……」

　何せ自覚している成果など、せいぜいＣランクかＢランク程度の魔獣を退治したくらいだ。アンジェリンの育ての親などと持て囃されているが、冒険者となってからのアンジェリンの活躍は彼女自身の功績である。嬉しくはあれど、それを自分が誇るなぞ思いもよらなかった。

　ベルグリフの様子を見て、アネッサとミリアムは首を傾げる。

「えっと……じゃあ、アンジェのお父さんはアンジェが言う程凄くないって事……？」

「アンジェが暴走してるだけなのかなー？」

「そんな事はない……！」

　アンジェリンが憤懣やるかたなしといった様子で立ち上がる。二人は思わずビクリと体を震わせた。

「お父さんはめっちゃ強い……言っただろう、わたしは一太刀も当てた事がないって」

「いやアンジェ、それ五年前の話……」

「五年経とうが十年経とうが関係ない……関係ないのだ！」

　アンジェリンはベルグリフの言葉を遮って、高々と宣言した。

　流石さすがに五年経てばかなり関係はあるのじゃないか、とベルグリフは思った。アンジェリンはムスッとした顔のままこつこつとテーブルを叩く。

「不満なら証拠を見せてやるぞ……！　お父さん！」

「は、はい」

「わたしと手合わせして！」

「あ、うん…………え？　い、いや、アンジェ、お前旅の後だから疲れて……」

「大丈夫だから……来て！」

　そう言ってアンジェリンは剣を携えて家を出る。

「わあ、ついに噂の剣技が見られるんだねー。楽しみー」

　ミリアムが嬉しそうにはしゃぐ。アネッサも頷いた。

「アンジェもサーシャさんも絶賛してるからな。勉強になりそうだ」

　そう言って少女たちは連れ立って家の外に出てしまう。

　ベルグリフは何だかよく分からないままに壁に立てかけた剣を手に取り、首を傾げた。

「……俺の知らない所でいったい何が起こってるんだ？」





○






「お父さん……本気で来て！」

　さっきまで晴れていた空には薄雲がかかって白く濁っていた。灰色というほどではないが、陽射しで影ができるほどでもない。雪解けの地面は足の下で少しぬかるむ。気を付けなければ転んでしまうだろう。

　庭先で父娘は向き合った。未だ困惑から抜けないベルグリフと、何だか怒った様子のアンジェリンである。

　アンジェリンの怒りの矛先はベルグリフに向いているわけではないが、いつも自分にとって頼もしい存在だったベルグリフが、自信なく苦笑いする様は少し気に障った。大好きな父には、大好きなままでいて欲しいのだ。それが理不尽な我儘だと心の何処かで分かってはいても。

　一方のベルグリフは困惑してはいたものの、こうして剣を持って立つと不思議と冷静になっている自分がいる事に気付いた。長年の癖か、と苦笑しつつも、今回はそれに助けられるような気がした。

　確かに自分は弱い。現役のＳランク冒険者であるアンジェリンとは比べられもしないだろう。そもそも冒険者ですらないのだから。

　茶番かも知れないし、アンジェリンに失望されるかも知れない。そうすれば、もうお父さんお父さんと慕ってはくれないかも知れない。

　しかし子供はいずれ親を超えていくものだ。村のかつての子供たちも、今では立派に親の跡を継いで、あるいは親以上に仕事をしている者たちも少なくない。

「……まあ、これも親の通る道、か？」

　ぽつりと呟くベルグリフの前で、アンジェリンは鞘に入れたままの剣を構えた。その構えの流麗さにベルグリフは思わず嘆声を漏らす。立派になったものだ、と嬉しくなる。

　幼い頃からアンジェリンはその才能の片鱗を見せ続けていた。まだ十歳そこそこの少女に危うく一撃当てられかけた事も数度ではない。

　その度にベルグリフは自らも更なる鍛錬を繰り返した。幼い娘に負けてなるものかという、若い自分の意地もあったのだろうと思う。その為だろうか、こんなものだと諦めかけていた剣の腕が、自分の思う以上に高まったような気がしていた。

　だが、今度は違う。アンジェリンはオルフェンの都で多くの冒険者や高位ランクの魔獣たちと対峙して来た。おそらく自分の想像の遥か上を行く腕になっているだろう。

　負けて悔いなし。しかし、無様な姿は見せられない。

　ベルグリフも構えた。一見して仁王立ちのように見える無防備な構え方だ。しかし剣を持った右腕が油断なくアンジェリンのわずかな動きに反応し、小刻みに揺れる。アンジェリンの動きを誘うかのようだ。

　そんなベルグリフを見て、アンジェリンも嬉しくなった。少しも鈍っていない。やっぱりお父さんはわたしの大好きなお父さんだ、と。

　不思議な緊張感が庭先に立ち込めた。まるで今にも切れんばかりに糸が張りつめ、細かく揺れているようである。隅の方で見ているだけのアネッサとミリアムですら、呼吸するのすら憚られるような気がするくらいだ。彼女たちも高位ランクの冒険者だからこそ分かる、強者同士の共鳴である。

　心臓の音が嫌に大きく、ゆっくりと聞こえた。ほんの一秒が無限にも感ぜられるようだ。

　ぽつん、と屋根に残った雪から水滴が落ちた。ベルグリフがピクリと反応し、微かに眉を動かす。

　と同時にアンジェリンが動いた。速い。右足を強く踏み込んだと思ったら、ほんの数瞬に地面を数度蹴り、瞬く間にベルグリフに肉薄する。そして低い体勢から逆袈裟に剣を振った。凄まじい勢いだ。

「……んっ？」

　しかし、ベルグリフは拍子抜けしたような表情で事もなげにそれをかわすと、アンジェリンの頭をぽかりと殴った。アンジェリンは「きゃいん！」と言ってうずくまった。

　ベルグリフはやや困惑しながら、うずくまるアンジェリンを見下ろした。

「アンジェ……見え見えの隙につられるなと何度も言っただろう……直ってないぞ。それに初動だ。右足から踏み出して逆袈裟に来る癖がまだ……」

「うう……お父さんが本気でぶった……」

「えっ？　い、いや、だってお前が本気でやってくれって……」

　アンジェリンはムスッと口を尖らせたまま、両腕を突き出した。

「……抱っこ」

「えー……お前、もう十七なんだから……」

「抱っこ！」

　不機嫌そうに眉根に皺を寄せ、しかし泣き出しそうに潤んだ目をした娘に、ベルグリフはやれやれと首を振った。そうして屈み込んで、アンジェリンの腰に腕を回してよいしょと抱え上げる。アンジェリンはベルグリフの肩に腰かけるような恰好だ。どうしたって自分は娘には甘い。なんだか昔もこんなやり取りをしたような気がする。

　アンジェリンはしばらく黙ったままベルグリフの頭を抱き、髪の毛に顔をうずめていたが、やがて顔を上げて地面に降りた。

「もう一回！　もう一回手合わせして！」

「それは構わんが……」

　何だか緊張感がなくなったな、とベルグリフは首を傾げた。

　二人は距離を取って再び向き合う。

　今度はアンジェリンがすぐに動いた。ベルグリフは驚いた顔をしながらも初撃を受け止め、義足を軸に回転して反撃した。アンジェリンは即座に跳び退くが、ベルグリフは左足で地面を蹴って距離を詰める。アンジェリンは素早く反応し、右に跳ぼうとするが、

「行く方向を目で確認しない！」

　跳ぶ前にベルグリフにまたぽかりと殴られた。跳ぶ方向が分かっているかのように剣が振られるのだから避けようがない。アンジェリンは「にゃっ！」と悲鳴を上げてうずくまる。

　ベルグリフは呆れたように頰を搔いた。

「アンジェ……直せと言っておいた癖がちっとも直ってないじゃないか……」

「うう……」

　と涙目で呻くアンジェリンだが、何故か嬉しそうにベルグリフの方を見た。

「……えへへ、やっぱりお父さんはめっちゃ強い！」

「え……いや、だってお前……」

　ベルグリフは少し拍子抜けしていた。確かに、ここを出て行く時よりも動きは格段に速いし、鋭く洗練されている。だが、いくら加速しようと、いくら鋭くなろうと、その動きは自分の知っているアンジェリンの動きでしかない。

　おかしい。こんな筈ではないのだが。

　ベルグリフは訳が分からず、色々考えながら視線を泳がした。

　アンジェリンは才能の塊だが、理論的な天才ではなく、感覚的な天才である。理屈は分からなくても何となくできてしまう。そして、その何となくの質が恐ろしく高い、そういうタイプだ。

　だから、剣を振るうのも基礎こそある程度はベルグリフの影響下にあるが、冒険者として実戦で身に着けた剣は完全に我流である。

　オルフェンに出てからは、ベルグリフという一種の枷がなくなった事で、アンジェリンは元々の自分の癖を持つ剣技をひたすらに伸ばした。その剣は苛烈かつ迅速で、初めて見る者、また実際に相対する者は驚愕し、畏怖し、土を舐める羽目になった。

　一方、元々アンジェリンの持つ癖を矯正しようとしていたベルグリフは、彼女の癖や動きを熟知している。足さばきや目線などから、この動きの後にこう動くという事まで分かってしまう。それはもちろん一朝一夕で見破れるものではないが、長く共に暮らして剣を合わせ、観察し続けて来た父親だからこそ、それを理解しているのである。

　そして、幼いながら恐るべき才能の片鱗を見せ続けるアンジェリンに後れを取らぬよう、自らも今まで以上に鍛錬に打ち込んだ。しかもトルネラでまともに相対する相手がアンジェリンしかいなかった為、自分でも無意識にアンジェリンの動きを意識し、それに対応できるように鍛えていたのである。

　また、アンジェリンの動きの苛烈さは、相対する相手に対する敵意や戦意に比例する。魔獣を始めとした嫌いな相手であるほどにその力は増すのである。

　逆に、好意を持っている相手に対しては減少する。相手がこの世で一番大好きな父親であるならば尚更だ。魔獣や盗賊に対して発するような修羅の如き闘気を纏い、幽鬼の如き足取りで動く事なぞできる筈がない。感覚的な天才であるが故の弊害である。もしもそれができていればベルグリフなど数合も交える前に斬り伏せられるであろう。

　要するに、ベルグリフは他の高位ランク冒険者ならばいざ知らず、現在のアンジェリン相手であればまず負けないと言ってよい。対アンジェリン専用最終兵器である。

　だが、そんな事はどちらも分かっていない。アンジェリンは本気を出したつもりであるから益々父親を尊敬し、ベルグリフはより困惑を深めた。

　そして、啞然としたのがアンジェリンのパーティメンバーの二人である。

「うそー……アンジェが手も足も出ないなんて……」

「し、信じられない……」

　二人はアンジェリンが最前線で凶悪な魔獣を屠り続ける姿を見て来た。その実力はパーティメンバーとして熟知しているつもりであった。〝黒髪の戦乙女〟はまさしくオルフェンの都では最強だったし、エストガル公国でも並ぶ者はそういない筈だった。

　そのアンジェリンが本当に一太刀も当てる事ができぬまま、難なくいなされてしまった。親子の間ではある種の駆け引きがあったこの戦いも、二人から見ていると一瞬であった。何が起こったのかすら理解するのにやや時間を要したくらいだ。

　これは現実の出来事なんだろうか、とアネッサは頭を抱え、ミリアムは自分の頰をつねった。そしてベルグリフの実力はどうやら〝赤鬼〟の異名に足るものらしいと認識を確かにした。

　何やら満足した表情のアンジェリンはベルグリフの背中におぶさってにまにまと笑っている。ベルグリフは未だ片付かない表情で何か考えているらしい。

　アンジェリンが自慢げに言った。

「どうだアーネ……お父さんはめっちゃ強いだろう」

「う、うん……凄い。ビックリした……けど、アンジェ、手ぇ抜いたりしてないよな？」

「そんなわけないだろ……抜いてるように見えた……？」

　アンジェリンの問いかけに、ミリアムがふるふると首を振った。

「ううん、いつものアンジェだったー。気迫はあんましなかった気がしたけど、動きが遅いとかそんな事はなかったし。ね、アーネ？」

「そう、だな。別に動きが鈍ってる感じはしなかった……アンジェのお父さん、凄いな」

「そうだろ……？　むふふ、お父さんはやっぱりお父さん」

　アンジェリンは嬉しそうにベルグリフの髪の毛にまふまふと口元をうずめる。ベルグリフは眉をひそめたまま口を開いた。

「……アンジェ」

「なあに、お父さん？」

「その……お前がお父さんを慕ってくれるのは嬉しいんだが……あまり強いとかどうとか人に喧伝するのは勘弁してくれないか……」

「えー……でもお父さんは実際強い。わたしより強い」

「いや、それはだってお前……ともかく頼むよ。あまりそうされてもお父さんは嬉しくないんだ」

　アンジェリンは納得できないような顔をしていたが、突然思い当たったかのようにぽんと手を打った。晴れ晴れとした表情である。

「……そっか！　能ある鷹は爪を隠すって奴だね、お父さん……！　分かった！　秘密にしておく……知られざる達人……それもまたカッコいい」

「……そうじゃない……そうじゃないけど……はあ……」

　ベルグリフは何か言いたいようにしばらく口をもぐもぐさせていたが、ため息を一つついただけで何も言わなかった。色々な事を諦めたらしい。











十五　薄雲が晴れたと思ったら陽は









　薄雲が晴れたと思ったら陽は傾き出し、次第に宵闇が下り始め、冷たい風が吹くようになって来た。トルネラは西側に山があるため日暮れが早く、夜は寒い。雪解けを迎えたとはいえ、暦の上ではまだ冬だ。寒さはそこいらにいくらでも残っている。

　ベルグリフは干し肉や乾燥豆、貯蔵してあった芋や野菜などを使って手早くシチューをこしらえた。冬の間、一人暮らしの時は塩も節制して具も少なかったが、今日は特別だ。具もたっぷり、塩も多めにして味をしっかり付けてある。土産物のスパイスも使った。

　アンジェリンは手伝う手伝うとうろちょろしたが、それよりも霜が降りる前にお土産を家に入れろと言われて、アネッサやミリアムと一緒に渋々そちらをやった。山と積まれた土産物を見て、アンジェリンは誰がこんなにお土産を持って来たんだと憤ったが、自分だったので終始口をへの字に曲げていた。

　ベルグリフは作り終えたシチューの鍋を暖炉の隅にかけると、パン生地をこねて暖炉のそばに置き、納屋から大鍋を引っ張り出して来てお湯を沸かした。

「トルネラには風呂がなくてね。こうやってお湯を含ませた布で体を拭くくらいなんだ」

　そう言って、ベルグリフは手桶に汲み出したお湯に水を足して温度を調節すると、手ぬぐいを浸して絞った。そうして大鍋のそばに蠟燭を一本灯す。

「温まるのは無理かも知れないけど、まあ、ゆっくり汚れを落としてくれ。俺はしばらく外を回って来るから」

　剣を携え、外套を羽織って出て行こうとするベルグリフに、アンジェリンが抱き付く。

「お父さん、背中拭いてあげる……だからわたしの背中も拭いて」

「こらこら、年頃の女の子がそういうはしたない事を言わない」

「親子だから問題なし……それともお父さんは娘に欲情する変態……？」

「こら、口が悪くなって。そういう小賢しい挑発をしてもダメだよ」

　ベルグリフは苦笑しながら、こつんとアンジェリンの頭を優しく小突くと、家を出て扉を閉めた。アンジェリンは口を尖らした。

「小さい時はよく体の拭きっこしたのに……」

「いやいや、流石にもう無理だろ……あんまりお父さんを困らせるなよ」

　アネッサは呆れたように笑い、上着を脱ぐ。暖炉で火が赤々と燃えていて、家の中は思ったよりも暖かい。肌着姿になったアネッサは、ちょっとためらうように呟いた。

「これは……全部脱いだ方がいいのかな」

「え？　なんか言った？」

　ミリアムは既に帽子を取り、厚手のローブを脱ぎ、肌着も脱いで白い柔肌を晒していた。たわわな胸の双丘がたゆたゆと揺れる。そうして絞った手ぬぐいで体を拭いた。尻尾が気持ちよさげに左右に揺れ、猫耳もピンと立つ。

「うひゃー、きもちー。あ、ほら、見て見て、拭いたらもうこんなに汚れちゃった」

　垢か埃だろうか、手ぬぐいはすぐに汚れる。アネッサは呆れたように言った。

「お前なあ、仮にも乙女がそんな簡単に裸に……」

「いいからアーネも脱げ……」

「きゃーっ!?」

　いつの間にか後ろから近づいていたアンジェリンが、アネッサの肌着をひん剝いた。思わず悲鳴を上げたアネッサに、アンジェリンとミリアムはくすくす笑う。

「きゃー、だって……ふふ」

「アーネったら、おっとめー」

「う、うるさい！　ばか！」

　アネッサは真っ赤になって胸を隠しながら怒鳴った。二人はけらけら笑った。

　ともあれ、それで踏ん切りがついたのか、裸の娘三人は互いに拭いたり拭かれたりして、次第に楽しくなって来たらしい、ふざけ合ってくすぐり合いに発展した。

「ちょ、押すな！　ここで転んだら洒落になんないって！」

「ふふーん、アーネお肌すべすべー」

「ミリィはもちもち……うまそう」

「だあ、言ったなー！　気にしてんのにさあ！」

「お菓子の食べ過ぎじゃないのか？　何か前よりももちゃっとしてるぞ」

「うるさーい！　そういうアーネこそ足が太くなってるじゃん！　三角形！　安産型！」

「ぐ……こ、これは鍛錬の結果だからいいの！　丈夫な下半身は大事なんだからな！」

「……わたしは一向に肉が付かない。なにゆえ……」

「んー……アンジェの場合は動き回ってるからじゃないのー？」

「そうだな。一番駆け回ってるのはアンジェだし、痩せてるっていうか引き締まってるって感じだぞ」

「そうだ！　そのスレンダー羨ましいー！」

「おっぱいお化けが何を言う……嫌みかこんにゃろう」

　隙間風だろうか、不意にひゅうと吹き付ける風があった。段々と外気が室内に忍び込んで来たらしい、暖かかった室内が肌寒くなって来た。じゃれ合っていた三人はぶるるっと震えて、慌てて旅行鞄から綺麗な服を出して着た。暗い。もう外はすっかり日が暮れているらしい。

　アネッサは外套を着込み、ミリアムは帽子を目深にかぶる。二人はオルフェンの町中で生まれ育っているから、こういったしんしんと刺すような寒さは慣れていないらしい。

「ふう……日が暮れると結構寒いんだなあ……」

「そう、トルネラは夜がひんやり……油断すると風邪こんこん」

　アンジェリンはそう言いながらランプを手に取って火を灯し、梁から下がっている紐にぶら下げた。たき火と蠟燭の小さな明かりだけだった室内がぼんやりと明るくなる。それから熾きになってしまった暖炉を見て眉をひそめる。

「薪を足さねば……」

　そう言って傍らに積んであった薪を幾本か熾火の上に積んだ。ふうと息を吹きかけると、蘇ったかのように炎がめらめらと立ち上った。

「これでよし……」

「ふあー、たき火あったかーい」

　三人は寄り添ってたき火に当たった。アンジェリンは毛布を引っ張って来て三人でまとまってそれにくるまる。何だか子供時代に戻ったようだ、と少女たちはくすくす笑った。

「こうやってさ、こっそり夜に毛布にくるまって怖い話とかしたよな」

「そうそう、墓場の幽霊の話とかねー。シスターに見つかって怒られたっけ」

「小さい子が泣き出しちゃってな！　慌てて泣き止まそうとしたけどシスターがすっ飛んで来て……」

「懐かしいなー……えへへ」

　ミリアムは真ん中に挟まるアンジェリンにもそもそと体を寄せた。

「アンジェはお父さんとこうやってたのー？」

「わたしは膝に乗せてもらってた……お父さんは肩から毛布を羽織って、それでわたしもくるんでくれた……」

　三人がそれぞれに思い出に浸っていると、どんどんと扉を叩く音がした。

「もう済んだかい？」

　それに答えるよりも早くアンジェリンが扉のところにすっ飛んで行って開けた。向こう側に立っていたベルグリフに飛び付き、首に腕を回してぶら下がる。

「お帰りなさいお父さん！　体拭く？」

「はいはい、後でな。ぼつぼつ夕飯にしよう」

　ベルグリフはアンジェリンを持ち上げたまま白い息を吐きながら家の中に入った。手には首を落としたシラギ鳥の肉がぶら下げられている。さっき仕留めたのか、まだ柔らかそうだ。

　鳥を作業台の上に置き、ベルグリフはアンジェリンを下に降ろした。

「アンジェ、パンは焼けるな？」

「うん！　鉄板？」

「ああ」

　ベルグリフに頼まれて嬉しくて仕方がないといった様子のアンジェリンは、膨らんだパン生地を千切って成形し、スキレットパンに並べる。立って来たアネッサとミリアムも珍しげにそれを覗き込んだ。

「へえ、こんなやり方があるんだ……」

「おもしろーい。パン窯で焼くだけがパンじゃないんだねー」

「あんましふかふかにはならないけど、これはこれでうまい……やってみる？」

「う、うん。やってみよう、かな」

「よーし、ミリィちゃんの腕前を見せちゃうよぉー」

　娘三人、きゃあきゃあ言いながらパンを丸めている。ベルグリフは満足げに笑いながら、熱湯にさっと浸けた鳥の羽をむしり、内臓を取り分けて、残った羽の芯をたき火で焼いて取った。

「丁度良く捕れて良かった……」

　先ほどの見回りの最中に、畑の中を歩き回っていた一羽を投石で仕留めた。暗くなりかけていたのが幸いしたらしい、普段は機敏な動きを見せるこの鳥も反応が遅かった。冬の後であまり肉が充実しているわけではないが、脂はかなり乗っている。食卓の彩りには十分だろう。

　丸ごと串に刺した肉を、脂を落とすようにして焼く。内臓のうち肝や心臓など食べられる部分も串に刺して炙った。脂が落ちる度に、ぼっぼっと熾火に小さく火が灯り、燻るように煙が上がった。香ばしい匂いがする。

　やがてパンが焼け、鳥肉が焼け、食卓に皿がいくつも並んだ。お土産のホットワインも湯気を立てている。

「オルフェンの食事には及ばないと思うけど、沢山食べてくれ」

「五年ぶりの我が家の夕餉……！　御馳走だ……！　嬉しい！」

　アンジェリンは無邪気に喜びながら鍋のシチューの匂いを嗅ぐ。オルフェンの洗練された豪華な食事よりも、彼女には故郷の味が余程嬉しいらしかった。

「むふふ、クリョウの実の匂い……お父さんはこれが好き！　わたしも好き！」

「オルフェンにはあまりないかも知れないな。口に合えばいいが……」

　ベルグリフはシチューをよそってそれぞれの前に置いた。不思議な、しかし決して嫌ではない匂いが湯気に混じって立ち上る。

「よし……食べよう！」

　アンジェリンはそう言って「いただきます」と手を合わせる。

　ベルグリフは無神論者でこそないが、特別信仰の篤い方ではない。習慣として主神ヴィエナに食前の祈りを捧げる事はしなかったが、日々の狩猟や食事作りの大変さを知っているので、自分以外のもの、特に恵みを与えてくれる自然に対する感謝は捧げるようにしていた。その姿を見ていたアンジェリンも、自然にそれを真似るようになる。一方、アネッサとミリアムは小さくお祈りをしてから木の匙を手に取る。教会孤児院出だけあって、食事前のお祈りは癖になっているようだ。

　暖炉の脇でゆっくりと煮込まれたシチューは、根菜も溶けるように柔らかくなっていて、干し肉の出汁やスパイスなどが効いていて、うまい。アンジェリンは満面の笑みを浮かべてぱくつく。アネッサとミリアムもうまそうに食べている。

「これホントおいしー。食べた事ない味だなー。このちょっとツンと鼻の奥に抜けるような香りがクリョウの実ですかー？」

「ああ、そうだね。どうかな？　ちょっと癖があるかも知れないが」

「うん、でもわたし好きだな……おいしいです、アンジェのお父さん」

「わたしも好きー」

「そうか、それはよかった……」

　ベルグリフはホッと安心して微笑み、ホットワインを一口含む。懐かしい味だ。まだ冒険者をやっていた頃に飲んだ記憶が蘇って来た。今はこれをアンジェリンが好んで飲んでいると思うと、何だか時間の流れを感じずにはいられない。

「お父さん、もう灯火草は採りに行った？」

「いや、まだだよ。今度一緒に行こうか」

「うん！　えへへ、やった」

　アネッサが首を傾げた。

「灯火草？」

「そう。丸いランプみたいな花でね、蒸留酒を雄しべにかけると色が変わるの……それを川に流す」

「トルネラの風習でね。今は紙が手に入りやすいから皆紙灯籠になってるけど、昔はずっと灯火草を使ってたんだよ」

「へえ……面白いですね」

「群生地は夜だととっても綺麗なんだぞ……ね、お父さん。アーネとミリィも連れて行っていいよね？」

「ああ、もちろん」

　ベルグリフは微笑んでワインを舐めた。

　焼いたシラギ鳥をのせた皿には脂がたっぷりと溜まっている。これにパンを浸して食べるようだ。

「これをこうして……垂れないように手を添えて、お皿にちょっと口を近づける……」

　アンジェエリンが食べ方を二人に教えてやる。

「へえ、こうして……口を……あ」

　ミリアムが顔をテーブルに近づけた拍子に、かぶったままの帽子のつばが鳥肉の大皿に触れ、脂が付く。ベルグリフは顎鬚を撫でた。

「ミリィちゃん、帽子をかぶったままじゃ食べづらいんじゃないかい？　取った方が……」

「──ッ！　えっと……あの……」

　ミリアムはさっきまでの元気の良い態度とは真逆に、急におどおどとうろたえた。アネッサもハッとしたようにミリアムとベルグリフを交互に見る。

「ミリィ」

　アンジェリンが言った。真剣な目をしてミリアムを見据えている。

「お父さんはそんな人じゃない」

「……分かってる、けど……」

　ミリアムは俯いた。ベルグリフは少し困惑したが、何だか自分は余計な事を言ってしまったらしい事を理解し、慌てて言った。

「や、ごめんよ。深い意味はないんだ。取りたくなければもちろん取らなくていい」

　ミリアムはしばらく俯いていたが、やにわに顔を上げて帽子を取った。猫耳がふわふわと揺れる。ベルグリフはぽかんと口を開けてそれを見た。

　ミリアムは獣人である。元々数がそれほど多くない獣人は、かつては純粋な人間よりも下の存在として扱われ、多くの獣人たちは奴隷の祖先を持つ。既にローデシア帝国では奴隷制は廃止され、露骨な差別も禁止されてはいるものの、人は自分よりも弱いものを見つけて叩きたくなるものだ。そして弱い立場の人間ほどそれが顕著だ。

　孤児として都の貧民街で幼少時を過ごしたミリアムは、孤児院に匿われるまでそういった差別を受け続けて来た。

　そういった経験から、ＡＡＡランクの冒険者となった今でも、その耳に向けられる好奇の視線に恐怖を感じるようになっていた。軽蔑や排他の視線はもちろん、不必要な憐憫の情が怖かった。それは却って見下され、嘲笑されているような気分になってしまうのだ。そして怒ってしまう。「あなたなんかに同情されるいわれはない」と。

　仲間として信頼しているアンジェリンや、姉妹のような存在のアネッサには耳を見られようとも何も感じない。その事でいじられても好意的に捉える事すらできる。しかし、まだ会ったばかりの人間に耳を晒すのは、彼女には恐怖だった。それがアンジェリンの父親だったとしても。

　ベルグリフはしばらく黙っていたが、やがてバツが悪そうに頭を搔いた。

「そうか……そういう事か」

　ミリアムは悲し気に目を伏せる。やっぱり、初めて耳を見た人は変に自分を憐れむのか、と悲しくなった。アンジェのお父さんも、それは同じなんだ、と。

　しかし、ベルグリフが次に発した言葉は、ミリアムの予想と外れていた。

「耳が寒かったんだね……トルネラはオルフェンと比べて冷えるからなあ……」

　ぽかんと呆けるミリアムをよそに、ベルグリフは立ち上がってきょろきょろと辺りを見回しながら、暖炉のそばに行って薪を多めにくべ、息を吹きかけた。火が勢いよく立ち上る。

「よし……ちょっと待っててくれ、確か羊毛のニット帽があった筈なんだ……それならつばも邪魔にならないし、耳も温まる……確かこの辺に……」

　そう言いながら、部屋の隅でごそごそとニット帽を探している。

　呆けたままのミリアムを、アンジェリンはニヤニヤしながら見た。

「ね？　お父さんはそんな人じゃない」

「耳が寒い……ッ。くくっ……」

　アネッサまで笑いを堪えて震えている。

　ミリアムは不意に異様な可笑しさに襲われ、思わず笑い出した。腹がよじれる。

　獣人としての生まれや育ちに変に同情される事は何度もあったが、耳が寒いのだろうなどと言われるとは！　この耳は温かな毛に覆われてちっとも寒くなどないのに！

「あはははははっ！　あー……そうだねえ！　アンジェのお父さんはアンジェのお父さんだもんね！　ふふっ……ふっ、あっははははは！　ひいー、可笑しいー！」

　ニット帽を見つけ出して来たらしいベルグリフは、腹を抱えて笑っているミリアムを見て面食らった。

「ど、どうしたんだい？」

「あはっ。なんでもないです！　えへへ、ありがとうございます、ベルさん！」

「……んん？　あの、ニット帽……」

「いいの。ほら、お父さん、座って……ふふ」

「けど、あの……ミリィちゃん、耳……」

「ベルさんベルさん、アンジェの子供の頃の話聞かせてくださいよお」

「は、はあ……」

　困惑したままのベルグリフをよそに、少女たちは楽し気にシチューを頰張る。

　ベルグリフは首を傾げたまま、木の匙を手に取った。











十六　まだ夜明け前だ。しかし空は微かに白み、地上と









　まだ夜明け前だ。しかし空は微かに白み、地上と空の境界が黒と白とにくっきりと分かれている。空気は冷たく透き通って肌に刺さるようである。

　ベルグリフはくっ付いて眠っているアンジェリンを起こさないようにそっと起き出すと、灰に埋まって燻っている熾火を掘り出し、上に細割の薪をくべて、さらに上に太い木をのせた。そうして息を吹きかけ火を蘇らせる。それでも家の中はしんしんと冷えていて、息をすると白く残った。

　暖炉の近くではアネッサとミリアムが眠っている。寒いのだろう、重ね掛けした同じ毛布の中で仲良く抱き合ってすうすうと寝息を立てている。きちんと眠れたようでよかった、とベルグリフはほうとため息を漏らした。

　ごそごそと朝の散歩兼見回りの支度をしていると、アンジェリンが目を擦り擦り起き出して来た。

「お父さん……わたしも行く」

「起こしちゃったか……まだ寝ていていいんだぞ？」

「平気……寝るよりも一緒に行きたい」

　アンジェリンは手早く上着を着て、外套も引き出す。

　父娘は連れ立って外に出た。家の中も冷えていたが、外の空気の冷たさはひとしおだ。

　久々のトルネラの朝の冷気を、アンジェリンは胸いっぱいに吸い込んだ。吸い込んだ分だけ深く吐き出すと、息は白く残ってゆっくりと散らばって行く。

「……すーってする」

「はは、寒いか？」

「ううん……いい気持ち」

　遠くの空がますます白んで、しかし天頂の方にはまだ星々がちらちらと光っている。空が明るい分だけ、地上は闇が濃いような気がする。風はない。空気が下の方に溜まってじっとしているようだ。遠くで鶏が鳴いている。

　地面には大小の霜柱が立ち上がっていた。歩く度にそれが足の下でざくざくと音を立てる。アンジェリンはその感触を楽しむようにわざと大きく足を上げて歩いた。小さい時もこうやって霜柱を踏んで歩き回ったものだ。

　二人は村の周囲を回るようにして、ゆっくりと歩いた。家々の庭の隅や道の脇に寄せられた残雪が、夜の冷気で再び凍り付いて固くなっている。小川の水には氷が張っていた。

　前を行くアンジェリンは跳ねるように歩きながら、霜柱が潰れる感触を楽しんでいるらしい。体は大きくなったが、やはり自分の娘だ、とベルグリフは妙に安心した気分になった。

「懐かしい……昔もこうやってた」

「そうだなあ……寒いのに頑張って毎朝起きてたもんなあ」

「ふふ……」

　アンジェリンはまた跳ねるように戻って来て、ひょいとベルグリフに飛び付いた。そうして顎鬚にぐりぐりと頰ずりする。

「じょりじょり気持ちいい……」

「なにやってるんだか……」

　ベルグリフは苦笑しながらアンジェリンを撫でてやった。

　二人は村を見下ろす小さな高台に上った。大小の石がごろごろと転がっている。冬の間も消えない枯れた草が辺りを覆っていて、その間から新しい芽を出し始めている。

　見下ろすトルネラの村は静かだ。しかし、何軒かの家はもう起き出しているらしい、朝餉の煙が煙突から立ち上るのが見え、羊や山羊の鳴き声、牧羊犬の吠える声が聞こえる。

　ぴょんぴょんと二、三歩跳んで、アンジェリンはくるりと振り返った。

「わたし、ここ好き。村が全部見える……」

「そうだなあ……ほらアンジェ、足元に気を付けなさい」

　次第に太陽が昇って来るらしい、東の遠い稜線が眩しく光り出し、光の塊が顔を出したと思ったら、暗く、のっぺりとしていたそこいらの風景に瞬く間に影ができ、立体感が生まれた。方々で鳥が鳴き出し、急に世界が目を覚ましたようだ。石に降りていた霜が陽を受けてきらきらと輝く。

　二人は並んで立ち、ゆっくりと昇って来る太陽を眺めていた。

「はー……きれい」

　息を吐くと、しばらく形を変えながら漂って、やがて上へと昇り、消えて行く。アンジェリンはすんすんと鼻をすすりながら、むき出しの両耳を手で持って、温めるように指先でこしこしと擦った。

「トルネラは全然変わってない……」

「ああ、変わらないさ……多分、お父さんが生まれる前から変わってないだろうね」

「うん……安心する。オルフェンは賑やかだけど、目まぐるしい」

「ふむ……オルフェンの方が楽しくはないかい？」

「……ううん、それとこれとは別。わたしはトルネラが好き」

「はは、そうか……でもこれからは道が整備されるからな。どう変わるやら……」

「道？」

「ボルドー伯がね、トルネラまでの街道を整備したいんだとさ。そうなったらお前も、もう少し気軽に帰って来られるかもな」

「セレンとサーシャの実家か……」

「ああ、そうそう。サーシャ殿からセレン殿を助けた礼だと金貨を百枚預かってるんだ」

「そう……」

「オルフェンに戻る時に持って行きなさい」

「ううん……お父さんが持ってて。わたし、お金には困ってない」

「む……そうか……なら預かっておこう。必要なら言うんだよ」

「うん…………ねえ、お父さん」

「なんだい？」

「サーシャを弟子にしたの？」

　ベルグリフは困ったように頰を搔いた。

「お父さんはそういうつもりじゃないんだけど……まあ、二回ばかり手合わせはしたよ。師匠なんてのは勝手に呼ばれてるだけさ」

「そっかあ……」

　アンジェリンはどこか嬉しそうにベルグリフの腕を取ってぎゅうと抱き付いた。

「……強い？」

「うん？」

「サーシャ」

「ああ、強いよ。次に手合わせしたら負けるんじゃないかな」

「……負けちゃ駄目。わたしが勝つまで他の人に負けないで」

「無茶な事言わないでくれよ……それにアンジェ、お前もう少し剣の癖を直さないといけないよ？　お父さんに負けてるようじゃ、Ｓランクや魔王なんてのを相手にするのは心配でいけない……」

　ベルグリフがそう言うと、アンジェリンはむうと口を尖らした。

「魔王はお父さんほど強くなかったもん……」

「おいおい、そんなわけないだろう……」ベルグリフは苦笑いしながら顎鬚を撫でた。「魔王ってどんな魔獣だったんだい？」

「えっとね……こう、黒い影法師が動いてる感じ」

　その言葉にベルグリフは顎鬚を撫でる手を止めた。そして怪訝そうに目を細めてアンジェリンの方を見る。

「影法師……形はどんなだった？」

「ん……一応人型。けどちいさくて、わたしの腰くらいの背丈しかなかった」

　ベルグリフはじんじんと痛み出した幻肢痛に顔をしかめながら考えた。

　似ている。

　しかし、あれは影法師のようではあったが、四足の獣の恰好をしていた。

「……別物だろうな……あれが魔王なら、俺たちは今頃……」

「……？　どうしたのお父さん」

「ん……ああ、なんでもないよ。大丈夫」

　心配そうに見上げるアンジェリンを、ベルグリフは笑って撫でてやる。幻肢痛はいつの間にか消えた。

　陽が昇ってそこらはすっかり明るい。アンジェリンの頰が寒さで赤くなっているのがよく分かった。手の平でそっと触るとひんやりと冷たい。

「冷えたな……一回りして早く戻ろうか」

「うん……おりゃ」

　アンジェリンはぴょんとベルグリフの背中に飛び付いた。そして嬉しそうに髪の毛に口元をうずめる。髪越しの吐息がくすぐったい。

「お父さんはわたしがいなくて寂しかった……？」

「そりゃもちろん。帰って来てくれて嬉しいよ」

「むふふ……わたしも帰って来れて嬉しい……」

　アンジェリンは満足そうにベルグリフの髪の毛をわしゃわしゃと揉む。

「やれやれ……本当に変わらん……」

　ベルグリフは苦笑しながらそのまま娘をおぶい、ゆっくりと道を下って行った。





○






　陽が昇った森の中で、鳥たちが地面から顔を出している虫をついばもうと歩き回っている。春先で様々な生き物が目を覚まし、木々は柔らかな新芽を枝先に生やしていた。

　倒木の陰に、小さな黒い塊があった。手の平に乗るくらいの大きさで、寒さに震えるように揺れている。

　一羽の鳥が獲物を求めて倒木の下や石の陰を覗き込み、嘴で地面を突っついている。鳥は黒い塊を見つけ、嘴の先で突っついた。不意に、その嘴に黒いものが張り付いた。鳥は驚いて羽をバタつかせるが、黒い塊はそのまま鳥にまとわりつき、溶かすようにして飲み込んでしまった。黒い塊は鳥を飲み込んだ分だけ大きくなり、柔らかく形を変えながら揺れていた。生き物であるらしいが、手足はなく、頭と胴体の境目も分からない。丸い。

　太陽の光を嫌うように、黒い塊はもそもそと倒木の奥の方に潜り込んだ。口らしいものは見えないが、何か小さく呟いている。


『どこ……？　ぼく……なんで……ここ、に？　ぼく……だれ？　あるじ……ある、じ……？　あるじって……だれ、だっけ……』



　ゆらゆらと、陽炎かげろうのようにそれは揺れた。

　やがて野兎が一羽やって来て、倒木の陰を覗き込む。黒い塊は打ち出されるように跳ね、野兎に飛びかかって張り付いた。野兎は驚いて暴れたが、黒い塊は口を塞ぎ、目を塞ぎ、やがて体全部を飲み込んでしまった。

　また一回り大きくなった黒い塊は、しばらく小さく震えていたが、やがて一部が次第に膨れて、まるで鳥の羽のような形になって来た。


『ぼく……とり……？　ちが、う……』



　羽らしきものはゆっくりと形を変える。腕になり、その先は指が分かれて手になった。


『て……にん、げん……？　ぼく……』



　やがてそれは人間の形になった。首があり、手があり、足がある。しかし大きさは赤ん坊くらいだ。立つのにも慣れていないらしい、立ち上がる事もせず、四つん這いにうずくまって、それは静かに倒木の陰で震えている。


『さみ、しい……』







○






「藁とたき火と……あとなんだろー？　羊毛とか？　乾燥豆かな？」

「うん、そうだな。オルフェンじゃあんまり馴染みのない匂い……でもなんか落ち着く」

　ミリアムとアネッサは、毛布を肩にかけたまま寄り添って暖炉の前に座っていた。

　もう陽は昇り、閉められた戸や窓の隙間から光が差し込んで明るい。夜のうちに凍っていた屋根や壁が温められて軋むのだろうか、時折ぴしぴしと音がする。

　父娘はまだ帰って来ていない。残された二人は起き出したはいいものの、何をして良いのか分からないし、寒いしで、とりあえず暖炉の前から離れられないでいる。

　田舎の家というのは沢山の匂いがする。彼女たちはオルフェンの都で生まれ育ってはいたが、不思議と懐かしいものを感じていた。体に流れる祖先の血に刻まれた記憶なのかも知れない。

　寒さからか、ミリアムはきゅっと猫耳を後ろに伏せて、もそもそとアネッサの方にすり寄った。アネッサはいたずら気に笑った。

「ふふ、耳が寒いのか？　ニット帽要るか？」

「もーっ！　思い出したら笑っちゃうじゃない！」

　そう言いながらくすくす笑う。

　ベルグリフの実直な、しかしどこか世間知らずな性格に二人は好感を抱いていた。アンジェリンに向ける父親としての優し気な視線も好ましく映った。確かに、これはアンジェリンも慕って会いたがるわけだと納得できる。

　ミリアムはにやにや笑いながらアネッサの顔を覗き込む。

「お父さんって、いいねー。アンジェが羨ましくなっちゃったなあ」

「そう、だな……うん、確かに」

　彼女たちの親代わりは教会孤児院のシスターであった。シスターは厳しくはあったが、実の母と変わらぬほどの愛情を子供たちに注いだ。アネッサもミリアムもその事には感謝しているし、今でもシスターの事は大好きだ。だが、それはあくまで母性の話で、彼女たちは父性というものを感じた事はない。男の親がいる、という感覚がイマイチ分からなかった。

　時折、孤児を里子にという篤志家たちが訪れる事はあった。二人は、女親はともかく、金持ちの男というのに好意を抱いた事はなかった。それは父性というよりも、愛玩の道具を探しているように感じたからだ。もちろん、そういった連中の申し出にはシスターは頑として首を縦に振らなかったが。

　だが、まだたった一日しか顔を合わせていないベルグリフには、確かに父性というものを感じていた。男手一つで育てていた事もあって、ベルグリフには母性的な側面ももちろん存在するが、やはり男は男、特にアンジェリンと手合わせし、彼女の癖を叱責しつつも成長を喜ぶ様子は、まさしく父親であった。母性から来る抱擁感とはまた違う。

　未だ知る事のなかった感覚に、アネッサもミリアムも多少困惑したが、決して嫌なものではない。もしも父親がいたら、という考えは大分促進される事になったが。

「あーあ、ベルさんがお父さんだったらなあ……アンジェみたいに甘やかしてもらいたいよう」

「何言ってんだ……」

「ふふーん、アーネだってそうでしょー？　わたし知ってるんだから」

「そ、そんなわけないだろ！　別に肩車して欲しいとか思ってないし……」

　と言いかけて、アネッサはハッと顔を上げた。ミリアムがニヤニヤしている。

「ほーらね」

「う、うるさい！」

　アネッサは真っ赤になって頰を膨らまし、平手でミリアムの頭をぺしっと叩いた。その時扉が開いて、アンジェリンが戻って来た。両腕に薪を抱えている。

「ただいま……二人とも、起きてる？」

　アンジェリンはほうほうと白い息を吐きながら暖炉までやって来る。頰は寒さのせいか赤く染まり、元々少し幼げな顔が余計に幼く見えた。

「ん、起きてるよ。早いんだな」

「日課……トルネラにいる時は毎朝お父さんと見回りしてた」

「ベルさんはー？」

「素振りしてる。これも日課……」アンジェリンは持って来た薪を幾つか火の上にのせると、外套を脱いで剣を持ち、二人の方を見た。「来る？」

　二人は顔を見合わせたが、すぐに立ち上がった。

　庭先では霜がきらきらしている。地面から立ち上る朝もやが陽の光を白く照り返して遠くまでは見通せない。

　ベルグリフが剣を振っていた。外套も上着も脱いで薄着である。体には大小の古傷が沢山付いていた。左足を少し引いて立ち、両手で剣を持って上段から振り下ろす。構えている時は自然体のようなのに、振り下ろす瞬間は恐ろしく気迫がある。腕だけではない、腰や背中から来る全身のしなりを十全に使った力強い一撃だ。

　構え、振り、戻す。ベルグリフはそれをひとつひとつ確かめるように丁寧に行った。だが、無骨に二十年以上行っているその速度は熟練の域に達しており、傍から見ればただ連続して振り続けているようにしか見えない。

　アンジェリンは上着を脱ぎながらててっと駆けて行って、ベルグリフの隣に並んで同じように素振りを始めた。その動きは同じだ。速度はベルグリフよりも勝るかも知れない。成る程、確かにアンジェリンの師はベルグリフなのだ、と納得できる光景である。

　アネッサもミリアムも感心してこれを見た。アンジェリンの苛烈にして迅速な剣撃は、ここに端を発したものであったのか、と思った。

　ミリアムがアネッサに囁く。

「ベルさんて右足義足なんだよねー？　凄いなあ……」

「ああ、凄い。早くに引退してなければＳランク冒険者なんだろうな……なんか勿体ない」

　やがて素振りを終えたベルグリフは大きく息を吐いた。体からは湯気が立ち上っている。うっすらと汗もかいているようだ。ベルグリフは二人に気付くとにこやかに手を上げた。

「やあ、おはよう」

「おはようございます」

「おはよーございまーす、ベルさん」

　ベルグリフは手ぬぐいで額を拭いながら歩いて来た。

「寒かったろう？　ちゃんと眠れたかい？」

「はい、思ったよりあったかくて……」

「でも朝は結構寒かったですよー。流石北部ですねえ」

「はは、そうだろうね。でもちゃんと眠れたんなら良かった……ミリィちゃん、本当に帽子なしで耳は寒くないのかい？」

「ぶふっ──ふっ、ふふっ、大丈夫です！　くくっ」

　あくまで真面目な顔で言うベルグリフにミリアムもアネッサも笑いを堪えた。

　ベルグリフは、はてと首を傾げながら上着を羽織り、野菜を貯蔵してある戸板を持ち上げて中を物色しながら、同じように素振りを終えたアンジェリンに声をかけた。

「アンジェ、芋を茹でるから鍋にお湯を沸かして……それから昨日のシチューの残りに大麦を入れて煮ておいてくれ」

「はーい」

　アンジェリンは上着を肩にかけて家の中に入って行った。ベルグリフは芋を幾つか取り出して傍らに置いてある籠に入れた。そんな様子を見ながら、アネッサが声をかけた。

「あの、アンジェのお父さんは冒険者に戻ろうって思った事はないんですか？」

「ん？　そうだなあ……ここに帰って来たばかりの頃はまったく思わなかったわけじゃないけど、アンジェが来てからは思った事はないかな。子育てでいっぱいいっぱいでね」

「今は？　ベルさんすっごく強いじゃないですか！　きっと復帰したら高位ランク冒険者として活躍できますよお？」

　ミリアムの言葉にベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「そんな事ないさ、俺なんてまだまだ……それに、もうここでの暮らしに慣れちゃったからね。その日暮らしの冒険者生活には戻れそうもないかな。あれはあれで楽しかったけどね。仲間がいて、夢があって……丁度君たちみたいにね」そう言ってベルグリフはおどけるように肩をすくめた。「信じられないかも知れないけど、俺だって昔は十代だったんだよ」

　二人は笑った。

　芋の籠を持って、ベルグリフは家に入ろうと立ち上がる。ふと、ミリアムが思いついたように言った。

「あのー……ベルさん」

「ん？　なんだいミリィちゃん」

「あのですねえ、ちょっとわたしの頭を撫でてみてくれませんかー？」

「はあ……いいけど……」

　ベルグリフは不思議そうな顔をして、籠を持っていない方の手を伸ばし、ミリアムの頭に置いた。そうして優しい手つきで撫でてやる。手の平はごつごつしているが、包み込まれるように大きく、温かくて、ミリアムはちょっと感動したような面持ちで嘆声を漏らした。服の下で尻尾がくねくねと動く。

「ふおぉ……これは……」

「……何か意味でもあるのかい？」

「はい！　ありがとうございます！　ふふ……これがお父さんかあ……」

　ベルグリフはミリアムを撫でながら、怪訝な顔をしてアネッサの方を見た。アネッサは苦笑いして言った。

「はは……こいつ、ちょっと変わった所あるんで……」

　アネッサの言葉にミリアムはムッとした様子で目を細めた。それからすぐにいたずら気な表情を浮かべ、ベルグリフの方を見た。

「ベルさんベルさん、もう一つお願いしてもいいですかー？」

「構わないけど……」

「ふふっ、あのですねえ、アーネを肩車してあげてください！」

「肩車……アーネちゃんを？」

　ベルグリフはやっぱり不思議そうな顔をしてアネッサの方を見る。アネッサはぽかんと呆けていたが、やにわに真っ赤に頰を染めてわたわたと手を振った。

「いやいやいやいや！　いいです！　しなくて！　結構です！」

「……しないでいいらしいけど」

「ふふーん、照れてるだけですよー。ほら、ぐぐいっと肩車しちゃってください！」

「ええと……どうすればいいの？」

「ホントに！　ホントに結構ですから！」

　ベルグリフが困惑して棒立ちになっていると、家の中からアンジェリンが音もなく現れ、後ろからアネッサの肩を摑んだ。

「……わたしを差し置いて何をやっている」

「うえっ!?　ちょ、違う！　わたしじゃなくてミリィが！」

「何言ってんのよー、肩車して欲しいって言ってたのはアーネじゃん」

「ち、違っ！　それはちょっと思っただけで」

「……お父さんに肩車して欲しくば、まずはわたしを倒すがよい……」

「だから違うってばーっ！」

　きゃあきゃあと騒ぐ少女たちを見て、ベルグリフは訳も分からずに頭を搔いた。

「……若い子の考える事は分からんなあ」











十七　下町は大概人が多く、いつもざわざわ









　下町は大概人が多く、いつもざわざわとごった返している。文字通り屋上屋を重ねたような無暗に高い建物に挟まれた往来には、今にも壊れそうな露店が幾つも立ち並び、怪しげな品物や食えば腹痛を起こしそうな食品が売られている。

　オルフェンは大きな都だが、大きければ無論目の届かない所も出る。貧乏人の住処、ならず者の巣窟、ストリートチルドレン、家のない物乞いの群れ……そんな連中は自然と寄り集まってスラム街を形成した。

　そんな雑踏の中をライオネルとチェボルグとが連れ立って歩いていた。大柄で気迫のあるチェボルグのせいか、時折肩がぶつかって睨み付けて来るチンピラたちも、ギョッとしたように何も言わずに去って行った。

　ライオネルは相変わらずやつれてくたびれた様子である。中央ギルドからの予算が殆ど下りなくなってしまったため、オルフェンに住む貴族たちに融資を頼みに回っているのだが、どの貴族連中も一筋縄では行かず、元々そういった腹芸が得意でないライオネルは心が休まる暇がなかった。今日の交渉だってチェボルグ老が隣で睨みを利かせていたから成立したようなものだ。

　尤も、ライオネルの心労は癒されてはいないものの、ギルドの運営自体はそこそこ上手く回っている。冒険者たちが戻って来た事もあり、魔獣の討伐、素材の収集依頼、ダンジョンの探索などは以前と同じように行われるようになった。

　現在は商人たちと提携して素材の仲卸の業務を以前よりも強化し、それでなんとか予算も確保しようと躍起になっている。復帰した老人組やライオネルの元パーティメンバーたちの活躍もあって、それも何とか軌道に乗って来た。

　それでもまだまだ課題は多い。何せ百年以上の歴史を誇る形骸化したシステムに喧嘩を売っているのだ。楽しんでいる者も多いが、全責任を負っているライオネルはここのところ胃痛が止まなかった。腹をさすりながら顔をしかめる。

「まさかこんな事になるなんてなあ……中央と地方の間を取り持つ中間管理職で終われてればどんなに良かったか……ストレスで禿げそう……」

「えっ!?　何!?　ライオネル、何か言ったかよ!?」

「独り言ですよチェボルグさん……あと声めっちゃでかい」

「がっはっはっは!!　なぁに落ち込んでんだよ!!　折よく融資の約束させられたじゃねえの！　もっと元気出せっつーの!!」

「融資してもらってからが大変なんですよ……」

　ライオネルは嘆息した。融資したからとあれこれ方針に口を出されるに相違ない。その無茶振りを冒険者の実績と舌先三寸で上手くかわし続けなければならないのだ。それを思うとライオネルは憂鬱になった。

「はあ……ま、アンジェさんが戻って来てくれれば実績は十分だけどな……アンジェさんは無事にお父さんに会えましたかねえ？」

「あいつが途中でくたばるわけねえだろうがよ!!　今頃親父と仲良くやってるに決まってるじゃないの!!」

「だといいですけどね……しっかしアンジェさんが実力を絶賛するようなお父さんが辺境の村に籠ってるなんてなあ……どうせなら一緒に帰って来て復帰して欲しい……」

「がはははは!!　そいつはいいじゃないの!!　アンジェが一太刀も当てられねえってのは気になって仕様がねえ!!　〝赤鬼〟ベルグリフ!!　一度手合わせしてみてえもんだなオイ!!」

「もし実現したら町の外でやってくださいね？　……けどなあ、〝赤鬼〟ってのもベルグリフって名前も聞いた事ないんだよなあ……外国で名をあげた人なのかなあ」

　ライオネルはぼりぼりと頭を搔き、遅い昼食を取ろうかと店を探して辺りを見回す。

　ふと、少し先の広い所に人ごみができていて、何やらざわめいていた。誰かが何か演説しているらしく、聴衆がその言葉に一々大騒ぎする。二人は首を傾げて近くに行ってみた。

　人ごみの中心に箱を逆さにした台があって、その上に黒い僧服のようなものを着た少女が立っている。年の頃はまだ十歳そこそこといったところだ。黒い衣服と対照的に、さらさらと長い髪の毛は真っ白である。その頭にこれまた黒いファー帽子をかぶっている。非常に整った目鼻立ちをしているが、アルビノなのだろうか、肌は病的に白く、瞳の色は赤黒い。

　その傍らにはフード付きのマントを目深にかぶった少年が一人、旗竿を持って控えていた。フードに隠れて顔は分からないが、背恰好からして十五、六歳くらいだろう。少し陰気な雰囲気のある少年だ。

　少女は大仰な身振りをしながら、何やら大きな声でまくし立てていた。小さい体なのに、その声は朗々と澄んでよく響く。
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「皆さんッ！　これだけの多くの人が貧しく苦しんでいるというのに！　果たして救済はあり得るのでしょうかッ？　ヴィエナ教の司祭たちは言います！　主神の慈愛は天に広がり地に満つると！　しかし！　それならばなぜこのスラムでは貧しく苦しんでいる人が一向に救済されないのか！」

　聴衆がそうだそうだと大声で同調する。少女は得意げな顔でなおも続ける。

「最早ヴィエナ教、そしてそれに帰依するローデシア帝国の時代は終わるのです！　人を救うのは神ではない！　人自身なのです！　神ならざる身ながら、その境地へと達した導師ソロモンの説いた道こそ唯一の救済の道！　彼の御方の帰還を待ち望みましょう！　魔王を配下に従え、魔獣すら支配した彼の御方を！　導師ソロモンによって統治されれば、魔獣におびえる事もなく！　神の名の下に不当に富を得、権力をみだりに振りかざす者たちは滅ぼされ、貧しき者は救われるでしょう！」

　聴衆は歓声を上げた。

　傍らに控える少年の持つ旗には、大きな目を象った魔法陣が描かれている。異端の大魔導ソロモンの紋章である。

　少女は満足げに笑いながら、肩から下げた鞄から妙な札を取り出した。ソロモンの紋章が描かれている。少女はそれを高々と掲げて言った。

「さあ！　これは導師ソロモンのお札です！　これを持ってさえいれば、彼の御方が帰還なされた際にも滅びを恐れる事はありません！　本来ならば門外不出のこのお札！　金貨を積まれても売る事などできませんが、わたしは皆さんを救いたいッ！　特別に銅貨二十枚でお譲りしましょう！　さー、買った買った！」

　聴衆たちはおくれおくれと手を伸ばす。札は飛ぶように売れて行く。

　これが噂の邪教とやらか、とライオネルは嘆息した。とんだ与太話だ。大陸を手中に納めた末、狂気にとらわれて時空の彼方に消え去ったという男が、良い統治者になる筈がない。第一、あんな魔力も感じない札など何の役に立つというのか。単なる宗教詐欺ではないか。

　それでも、現状に不満を抱く多くの者たちはこういった言説にも共鳴してしまうのだ、とライオネルは何ともやるせない気分になった。チェボルグはにやにやしている。

「随分混沌とした世の中になって来たじゃねえの!!　だらしねえな!!」

「また揉め事とか勘弁ですよお……」

　そこに、何やらけたたましく警笛を鳴らしながら兵士の一隊が駆けて来た。隊長格らしいのが怒鳴った。

「何をやっている！　怪しげな言説で蒙昧な大衆を惑わせよってからに！」

　演説していた少女はふんと鼻を鳴らした。

「真実を語っているだけです。皆さん！　皆さんを蒙昧などと揶揄するのがこの国のやり方ですよ！　我々民衆は無知で愚かでいなくてはならないと権力者たちは思っているのです！　それが果たして正しいのでしょうか!?」

　少女の言葉に同調して、聴衆がぶうぶうと兵隊たちに文句を言う。ものを投げつける者もある。兵士たちはうろたえたが、隊長格がサーベルを抜いて大きな声を出した。

「黙れ黙れ、秩序を乱す無法者めが！　こいつをひっ捕らえろ！」

　兵士たちは手に手に武器を構えて少女の方に殺到する。聴衆が悲鳴を上げて逃げ惑った。しかし少女はその幼い見た目に反して泰然としたものである。やれやれといった様子で首を振った。

「愚か者に付ける薬はありませんね……」

　そうしてさっと手を上げて、何かぶつぶつと唱えた。途端、兵士たちの動きが止まった。体を動かそうにも動かせないといった様子である。啞然とする聴衆たちの前で、兵士たちはもがきながら空中に浮かび上がった。息ができないのか、ひどく苦しげである。少女は冷ややかな目でそれを眺めている。

「導師ソロモンに逆らう愚か者よ、後悔するがいい」

　ライオネルは咄嗟に腰に手を伸ばした。しかし貴族の所に行くだけだったから得物はない。眉をひそめ、即座にチェボルグに目線をやった。

「止めましょう」

「がっはっはっは!!　兵隊どもはだらしねえな!!」

　二人は跳躍し、人ごみを飛び越え、少女の前に着地した。チェボルグが手を伸ばして少女の腕を摑み、強引に引き下ろした。兵士たちがどさどさと地面に落ち、ぜえぜえと呼吸を整える。少女の目が驚きに見開かれた。

「ひっ……！　な、なに!?」

「ちーとばかしおいたが過ぎるじゃねえの!!　お子様は家に帰って大人しくしてろっつーの!!」

　チェボルグは手刀を振り上げる。当て身で気絶させるつもりだ。少女は恐怖に引きつった顔で傍らに立つ少年の方を見やり、叫んだ。

「ビャク！　助けて！」

　途端に、チェボルグの振り上げた腕が見えない力に弾かれた。チェボルグは驚いて眉をひそめる。少女の傍らに立っている少年がチェボルグに指を向けていた。同時に体中を弾丸が叩くような猛烈な衝撃が襲った。事実、目には見えない小さな魔力の塊が次々とぶち当たっているようで、チェボルグの肌は凹凸に揺れた。

「うおおおおおおッ!?」

　予想外の猛攻に、流石のチェボルグも少女から手を離した。体を後ろに引き、両腕を体の前で組んで防御の姿勢を取る。それを見るや、少年は後ろに振りかぶった両手を一気に前に突き出した。さらに大きな見えない魔力の塊がチェボルグを遠くに吹き飛ばす。

　吹っ飛ばされながらもチェボルグは大声で笑った。

「どわーッ!!　はっはっは!!　やるじゃねえの!!」

「魔弾……？　それにしては……」

　ライオネルは怪訝そうに目を細めた。

　魔弾という魔法は通常色の付いた魔力の塊を撃ち出すものだ。しかしこれはまったくの透明である。拳を振った時の衝撃波を魔力と腕の術式刺青で増幅させているチェボルグの技とも違う。こんな魔法は聞いた事がない。

　ライオネルは考えながらも素早く少年の背後に回り込んだ。そうして押さえつけようと飛びかかる。しかしその手は少年に届く前に阻まれた。手の止まった所に半透明の幾何学模様が明滅している。驚きに目を見開いた。

「魔術式自動障壁か!?」

　動きの止まったライオネルに向けて掌底を撃ち出すように少年が手の平を突き出す。透明な魔力の塊が放たれたのか、ライオネルは弾かれたように吹き飛んだ。驚いたが、威力が強いわけではない、ダメージは殆どなく、数度空中で回転してから、落ち着いて上手く着地する。しかし距離がかなり空いてしまった。ライオネルは即座に距離を詰めようと地面を蹴る。チェボルグも駆けて来た。

　少年は地面にへたり込んだ少女に近づき、ぼつりと呟いた。

「……おい、大丈夫か聖女様」

「馬鹿！　この馬鹿ッ！　ビャク！　お前は何のためにいるの！　わたしにあんな連中を近づけないでッ！」

「フン……どっちにしても引き上げだ。元Ｓランク二人相手とか冗談じゃねえ……」

　少年はうんざりしたように、喚き散らす少女を抱き寄せると、素早く何かを詠唱して手を振った。瞬間、二人の姿が陽炎のように揺らめき、元から誰もいなかったかのように消え失せた。

　目前まで迫っていたライオネルは呆気に取られた。

「て……転移魔法、だと？　帝国でも数えるほどの魔法師にしか使えない超高等魔法……その上、見えない魔弾に魔術式自動障壁……な、何者なんだあ……？」

「がっはっはっは!!　面おも白しれえガキどもじゃねえの!!　逃げられるとは俺もだらしねえな!!　次は油断しねえぞ!!」

　チェボルグは愉快そうに笑っている。ライオネルはまた何か面倒な事が起ころうとしている気配をひしひしと感じ、ますます胃が痛くなるような気がした。





○






　畑の土起こしがすっかり済み、あちこちで野菜の種まきが始まった。麦踏みも一段落し、もうじき春告祭がやって来る。

　春告祭は秋祭りと違って外から大勢人の来る祭りではない。厳しい冬をつつがなく越す事ができた感謝を主神である女神ヴィエナに捧げ、冬の間家に帰って来ていた祖先の霊を灯籠の火に乗せて送る。そして暖かな春の到来を飲み食いして祝うのである。冬の後だから食材が豊富にあるわけではないが、それでも酒樽を開け、肉や麦粥、山菜などのうまい食事を取る事ができる。

　そんな春告祭を明日に控えた暖かなある日、アンジェリンが頭を押さえて庭先でうずくまっていた。またベルグリフにぽかりとやられたのである。ベルグリフは眉をひそめて嘆息した。

「アンジェ……何度言ったら分かるんだ？　動く前に目線をやるな。今のお前なら十分にできる筈だろう？」

「うう……けど、お父さん以外で避けた人いないもん……」

「これから先避ける人や魔獣が出て来ないと言い切れるか？　そうなった時にどうする。言い訳をしたって相手は待ってくれないぞ？　慢心はいけない、冒険者は命あっての物種だと何度も言っただろう？」

「だって……」

　アンジェリンはいじけたように頰を膨らました。そして不機嫌そうにぷいっと視線を逸らす。まるで駄々っ子だ。

　アンジェリンが帰郷してから二週間ばかり、日に日に春の陽気を増すトルネラ村で、彼女は村の周りの森や山を歩き回って遊び、畑仕事や家事を手伝い、毎日ベルグリフと稽古をした。まるで童心に戻ったようで、自分の実力を高めたいというよりは稽古そのものが楽しくなっていて、一向に一太刀当てられないのも、ベルグリフの実力の高さを歓迎する姿勢のアンジェリンとしては気にならなくなっていた。むしろ負け慣れしてしまっていて、勝とうという姿勢すら希薄になって来たようだ。

　一方のベルグリフは稽古の度に苦い顔をしていた。アンジェリンはけらけら笑っているが、父親としては釈然としない。

　成る程、アンジェリンは強いかも知れない。魔王を倒したというのだって本当に違いないだろう。しかし事実今、自分程度に負けているようでは、かならずいずれ勝てない相手が出て来るに相違ない。

　しかし、何度もそう言ってもアンジェリンは真面目に取らない。十七歳という年頃から来る根拠のない自信と、事実、これまで冒険者として打ち立てて来た実績とが彼女に慢心を抱かせているのは確かなようだ。

　ベルグリフは目を伏せて顎鬚を撫でた。甘やかしすぎた自分も悪いと思っているだけに、どうにも強く言う事ができない。しかし、ここで癖を直しておかなければ親として、師匠として、再び冒険者として死線に立たせるのはあまりにも不安に思えた。独りよがりの不安かも知れないが、一人の親としては子供というのはいつまでも心配の種なのである。

「お二人さーん、ご飯できたよお」

　ミリアムが家の中から顔を出して呼ぶ。アネッサもひょいと顔を覗かせた。

「野兎の肉に麦粥だけど、いいですよね？」

「ん、ああ、ありがとう。ごめんね、二人に任せてしまって……」

「いえいえ、こっちも楽しんでやってますんで……」

　二人ともトルネラでの田舎暮らしがすっかり楽しくなっているらしく、今では畑仕事や家事、朝の散歩や鍛錬まで一緒にやっている。アネッサなどは本職の弓の腕を活かしてベルグリフよりもよほど上手に狩りをする。こうやって食事の支度をする事も増えた。

　今日こそはアンジェリンの動きを直そうと思ったベルグリフは二人に家事を任せたのだが、任せただけの成果は未だ出ていない。ベルグリフはバツが悪そうにぼりぼりと頭を搔き、アンジェリンに立つように促した。

　アンジェリンはさっきまでの不機嫌さが噓のように立ち上がり、軽い足取りで玄関に向かう。そうして振り向いていたずら気に笑った。

「お父さん、ご飯！」

「……アンジェ」

「なあに？」

「お前は……まだ冒険者を続けるつもりなのかい？」

「うん！　だって、楽しいもん……きっとわたしに一番合ってる……」

　アンジェリンは無邪気に言った。ベルグリフは額に手を当てて大きくため息をついた。このままではいけない。どうにかしなくては。

　テーブルにはもう食事の支度がしてあった。野兎の焼肉と麦粥が湯気を立て、乾燥させた山羊のチーズが添えてある。アネッサもミリアムも孤児院での経験があり、また自分たちで自炊もしないわけではないから、料理も中々うまい。麦粥にもオルフェンから持って来たスパイスが入っていて、香りが違っていて新鮮である。

　ベルグリフは野兎の焼肉を食い、麦粥をすすった。少女三人もうまそうに食べている。

　平和な光景だ。昨晩も四人で山に入り、春告祭で川に流す灯火草を採りに行った。青白く輝く灯火草が地面を覆っていて、少女たちはその中に分け入って飽きもせずに行ったり来たりしていた。

　そんな生活をこれからずっと続けるならば、別に剣の癖など直さなくたって構わない。しかし、アンジェリンはまだ冒険者を続けるつもりだ。自分の力をまだまだ振るいたいと思っているようだし、冒険者が天職だと思っている節もある。やめようとしてもやめられないだろう。

　なればこそ、可能な限り弱点をなくしておかなくてはなるまい。一瞬の違いが生死を分ける事も多い。それができなかったから自分は右足を失ったのだ。

　右足ならばまだいい。しかし命を失ってはおしまいだ。こうやって家族や親しい友人と食卓を囲む事も、談笑する事も、夏の暑さや冬の寒さを感じる事も、喜んだり悲しんだりする事も、何もかもできなくなってしまう。

　娘が魔獣に殺される事を喜ぶ親などある筈がない。今この瞬間だけの甘やかしが何の意味を持つだろう。

　こうなっては、自分は本当に鬼になる他あるまい。ベルグリフは大きく息を吸った。

　ずっと顔をしかめているベルグリフを見て、肉を取り分けたり、お茶を淹れたりと甲斐甲斐しく世話を焼いていたアンジェリンも流石に不安になって来たらしい、おずおずとした口調で話しかけた。

「お父さん……どうしたの？　怒ってるの……？」

　ベルグリフは黙ったまま立ち上がり、剣を手に取った。そうして顎で外に出るようにアンジェリンを促す。アンジェリンはびくびくした様子で立ち上がり、剣を持ってベルグリフに続いて外に出る。アネッサとミリアムも不安そうに顔を見合わせ、そっと二人の後を追った。

　庭に出たベルグリフはしばらく義足で地面をこつこつと蹴っていたが、やがてアンジェリンの方を向いた。普段の優し気な雰囲気は消え去り、その表情からは何の感情も読み取れない。冷ややかな視線だ。

「アンジェ」

「は、はい、お父さん……」

「お前が冒険者を続けたいのなら、この立ち合いでお父さんを倒しなさい」

「えっ……で、でも……」

「生半可な覚悟と腕前で冒険者を続けさせるわけにはいかない。もし、お父さんに勝てないのに冒険者を続けると言うのなら……」

　ベルグリフはぎろりとアンジェリンを睨んだ。

「もうお前の事は娘と思わない」

　アンジェリンは凍り付いた。持っていた剣を取り落し、この世の終わりが来たかのような顔をして、呆然と立ち尽くしている。ぽろぽろと目から涙がこぼれた。

「噓……だよね、お父さん？　そんな事……言う筈、ないよね……？」

　ズキリ、とベルグリフの胸は痛んだ。しかし、こうでもしなければアンジェリンはいつまでも成長できまい。子供はいずれ巣立って行くものだ。今すぐにでも撤回して抱きしめてやりたい気持ちを無理矢理抑え込み、鋭い目つきでアンジェリンを見据える。

「構えなさい」

「……やだ」アンジェリンは服の裾をぎゅうと握りしめて、涙を湛えた目でベルグリフをジッと見た。「やだやだやだ！　こんなのやだよう……」

「魔獣に嫌だと言って聞いてくれるのか！　甘ったれるのもいい加減にしなさい！」

　自らの感情を誤魔化す為か、つい語気が荒くなった。アンジェリンはびくりと体を震わせると、虚ろな目のまま剣を拾い上げた。しかし構えらしい構えは取らない。ゆらゆらと小さく左右に揺れながら、何かぶつぶつと呟いている。

「噓だ……こんなの……お父さんがそんな事言う筈ない……」

　心ここにあらず、といった様相である。ベルグリフはカッと目を見開き、怒鳴った。

「アンジェリンッ!!」

「──ッ！」

　同時に、ベルグリフは義足とは思えぬ凄まじい速度でアンジェリンに肉薄した。今まで後の先を取る戦法ばかり取っていたベルグリフのこの先制に、アンジェリンも目を剝いて反応する。

　振り下ろされた剣を受け止めた。

　今までにない恐ろしい剣気だ。鞘に納められている筈なのに、触れれば斬り裂かれそうである。こんなベルグリフは見た事がない。否、一度だけ、まだ自分が幼い時、冬の雪の中でこんな父親を見た。

　かつて自分を守ろうと振るってくれた剣が、今自分に向けられている。

　何故？　どうして？

　次から次へと襲い来る重い剣撃を何とかさばきながら、アンジェリンは考える。わたしがお父さんを怒らせてしまったんだろうか。お父さんはわたしの事を嫌いになったんだろうか。

　違う。

　ベルグリフの剣は苛烈だ。だが、何処か悲しい。

　お父さんは怒ってるんじゃなくて、悲しんでるんだ。わたしが情けないから。

　どん、と強烈な一撃が剣ごとアンジェリンを後方へと弾き飛ばした。

　凄まじい勢いで剣を振るい続けていたベルグリフは少し動きを止めた。慣れない動きをしたせいで息も上がったようだ。大きく息を吐いて呼吸を整え、姿勢を正す。

　弾き飛ばされたアンジェリンは、ゆっくりと顔を上げると、まるで全身の力を抜いたようにだらりと腕を下ろした。

　ベルグリフは目を細める。一見隙だらけなのに、一歩踏み込むと瞬く間に切り伏せられそうな、そんな闘気を発している。

　ぞくり、とベルグリフは震えた。武者震いであったのか、恐怖から来るものであったのか、それは定かではない。

　だが、その震えが来ると同時にアンジェリンが動いていた。まるで幽鬼の如き足さばきで、滑るように近づいて来る。動きがまるで読めない。

　それでも、剛！　と剣を振った。足の踏み込みを十全に使った勢いのある一撃である。

　だがアンジェリンはそれを難なくかわした。かわした、というよりは、まるで元からアンジェリンのいない所に剣が振られたかのようだ。

　やられた。

　ベルグリフはそう思った。自分はもう剣を振り下ろして隙だらけだ。対してアンジェリンはとうに懐に入っている。こんな動きができるとは知らなかった。これならば安心できる。師としては本望だ。

　しかし、強烈な一撃を予想して、固く体を強張らせていたベルグリフの胸元に、柔らかなものが勢いよく飛び込んで来た。あんまり予想外だから、ベルグリフもその勢いのまま背中から地面に倒れ込んだ。

「……アンジェ？」

　剣を放り出してベルグリフの胸に顔をうずめるアンジェリンは、黙ったまま小さく震えていた。その姿を見て、ベルグリフは全身を包んでいた緊張が抜けるように感じた。一撃こそ受けていないが、自分が負けた事は理解できる。

　ベルグリフはアンジェリンの頭に手をやって、優しく撫でてやった。

「……よくやった。流石はお父さんの娘だ」

　だが、アンジェリンは怒ったような真っ赤な顔を上げて、ベルグリフを睨み付けた。目は涙で潤んでいる。

「……謝って」

「……はっ？」

「ひどい事言ったの謝って！　娘だと思わないだなんて言わないで！　そんなの絶対やだ！　わたしは何があっても！　ずっとずっとお父さんの娘だもん!!」

　そうまくし立てて、アンジェリンはベルグリフの胸に顔を押し付けてぎゃんぎゃんと泣きじゃくった。ベルグリフは慌ててアンジェリンを撫でてやった。

「悪かった悪かった。お父さん、お前に本気になってもらおうと思って……」

「やだ！　許さない！　許して欲しかったら抱っこして！　ぎゅってして！」

　アンジェリンは怒ったままの様子でベルグリフの背中に腕を回してぎゅうと抱き付いた。

　これは娘の何かを悪化させただけなのではあるまいか、とベルグリフは思ったが、先ほどの立ち合いでの動きは見事だった。あれができるならば、多少甘えたところで仕方がないか、と思い直し、抱き返して撫でてやった。結局のところ、やっぱりベルグリフも親馬鹿なのである。

　泣きじゃくるアンジェリンをあやすように抱いて撫でてやるベルグリフを見て、アネッサとミリアムはホッと胸を撫で下ろした。

「良かった……一時はどうなる事かと……」

「ねー……けどやっぱあの二人は仲良しが似合うねー」

　ミリアムはくすくす笑った。アネッサも頷く。それから二人はベルグリフの凄まじい気迫を思い出して身震いし、確かにベルグリフは〝赤鬼〟なのだとすっかり納得してしまった。











十八　せっかくの春告祭だというのに









　せっかくの春告祭だというのに、ベルグリフは全身の痛みに顔をしかめていた。昨日のアンジェリンとの立ち合いで、普段しないような動きをしたのもあるし、全力を超えたような無理な力の出し方をしてしまった。体が動かす度にぎいぎいと軋みを立てるようだ。筋肉痛のようでもあり、関節の痛みのようでもあった。

　けれど、それだけの事をした意味はあった。アンジェリンが自分の知る以上の動きができるという事が分かったのは僥倖だ。自分如きに勝てたからといって絶対安全とも言い切れないが、少なくとも見破られる癖のある動きばかりしているわけではないらしい、という事はベルグリフを安心させた。

　だが、親子の縁を切るぞ作戦はその反動も凄かったらしく、昨日の立ち合い以来アンジェリンがべったりくっ付いて離れない。頰を膨らまし、終始不機嫌そうにベルグリフに抱き付いている。いい加減で引き離そうとすると「がるるる」と唸って威嚇するので手が付けられない。

「……アンジェ」

「……なに」

「その……お父さんが悪かったから、もう離れてくれないか？」

「だめ……まだ許さない」

　結局、アンジェリンを背中にくっ付けたまま春告祭に出かけ、村人たちはそれを見て大笑いした。

　ケリーが笑いながらベルグリフの肩をつつく。

「わっはっはっは、おいベル！　随分でっかい赤ん坊だな！」

「はは、ちょっとな……アンジェ、笑われてるよ。もう降りたらどうだい？」

「やだ！」

　より一層力を込めて抱き付くアンジェリンに、ベルグリフは諦めたように苦笑した。

　秋祭りと違って村人ばかりの祭りだから、礼拝は教会で行う。モーリス神父が祈りの言葉を捧げ、村人たちは目を閉じて手を合わせる。

　自然の厳しさを知っている人々は不思議と敬虔である。トルネラの人々もその例に漏れないが、この辺りは帝都や公都などと違って、自然に対する土着の精霊信仰のようなものと、ヴィエナ教とが混ざり合ったような信仰を持っている人が殆どだ。主神ヴィエナも敬い、自然の精霊にも感謝を捧げる。ベルグリフもそうだ。

　さて、礼拝が終わると広場に出て飲めや歌えの大騒ぎだ。流浪の民ほどの上手さはないが、村の演奏上手が楽器を持ち出して賑やかに演奏し、若い娘たちがくるくると舞い踊る。大鍋でシチューと粥が煮られ、干した山葡萄や岩コケモモを練り込んだ甘いパンや、たき火で炙られた肉や魚が並び、林檎酒の樽が開けられる。

　アンジェリンがオルフェンから持って来た数々のお土産も、この際だからここで振る舞ってしまう事にした。トルネラではそう頻繁に味わえない砂糖菓子や蒸留酒に村人たちは喜んだ。ようやく家の中が片付いて来て、ベルグリフもホッとしている。

　ベルグリフは広場の隅の方に腰を下ろして、演奏や踊りを眺めて林檎酒を舐めた。アンジェリンも抱き付くのは止めたが、ベルグリフの脇にぴったりと寄り添って、同じように林檎酒を飲んでいる。その光景を見て、アネッサとミリアムは何だか可笑しくなってくすくす笑った。アンジェリンが怪訝な顔をして見る。

「……なに？」

「いやあ……親子だなあ、って思って。なあミリィ？」

「うん。仲良しー」

「そうだろう……ふふ」

　アンジェリンはにんまりと笑い、ベルグリフにぐいぐいと体重をかけた。体の痛みに拍車がかかり、ベルグリフは顔をしかめた。

「……アンジェ、あんまりのしかかられると痛いんだが」

「だめ。大人しくしてて」

「むう……」

　ベルグリフは諦めたような曖昧な顔で顎鬚を撫でた。

　あちこちで談笑があり、陽気だが調子っぱずれな歌声に笑い声が上がる。村の若い男たちがもじもじしながらアネッサやミリアムに料理を取り分けたり花を贈ったりして、それで村娘たちに小突かれている。

　もうじきアンジェリンたちもオルフェンに戻る。彼女たちはオルフェンでも必要とされているのだ。戻らなくてはならない。それを思うとベルグリフは少し寂しかったが、娘が評価され、頼りにされているのは嬉しい。素直に気持ちよく送り出してやらねば。

　そんな事を考えているうちに、自分でも気づかないうちに林檎酒を何杯か空けていたらしい、ベルグリフは少しふわふわした良い気分になって来た。体が鈍感になったのか、痛みもさほど辛くは感じない。

　不機嫌そうにしていたアンジェリンもすっかり表情が和らいで、ぽわんとした目つきで何処ともなく遠くを見ている。

　そこにホフマンが上機嫌な様子でやって来た。

「おうベル！　飲んでるかあ？」

「ああ、いただいてるよ。今年も春告祭は良い天気だな」

「ははっ、精霊と主神ヴィエナのお恵みだ！」そう言ってホフマンはベルグリフの隣にどっかりと腰を下ろした。「でよ、街道の整備の件なんだが」

「ふむ……どうなってる？」

　ベルグリフは前のめりになって膝に肘を突いた。

　アンジェリンが帰って来てから、ベルグリフは村の会議には時折顔を出すくらいで、参加らしい参加はしていない。見る度に侃々諤々だか喧々囂々だか、ともかく大騒ぎになっているからどういう話になっているのかも知らない。

　ホフマンはにやりと笑って手にした林檎酒を一口飲んだ。

「爺さま連中は難色を示していたがね、昨日でようやく皆折れてくれた。大手を振ってボルドー伯に返事ができる」

「そいつはよかった。トルネラも世間に取り残されずに済むな」

　ホフマンは声を上げて笑った。そして懐から手紙を取り出す。

「ついてはだ、ベル。この返事をボルドー伯に届けたいんだが……頼まれてくれるか？」

「俺がか？」

　ベルグリフは怪訝な顔をして林檎酒を含んだ。ホフマンは頷く。

「大事な手紙だからな。確かな奴に任せたいんだ。お前は腕も立つし、何よりボルドー伯からの信頼がある。手紙を届けて、詳しい話があれば聞いて来て欲しいんだ」

「……それは村長の仕事だと思うんだがなあ？」

　ベルグリフがいたずら気に笑うと、ホフマンは口をへの字に曲げた。

「俺の礼儀が変だと言うから、お前に頼んでるんじゃないか」

「拗ねるな拗ねるな。分かったよ」

　笑いながら林檎酒を飲むと、横に座って聞いていたらしいアンジェリンがひょいと身を乗り出した。

「……いつ行くの？」

「ん？　ああ……いつだ？」

「そうだなあ、早い方が助かるなあ……」

　それを聞いて、アンジェリンは目を輝かせてベルグリフの腕に抱き付いた。

「それなら……わたしたちがオルフェンに行く時に一緒に行こう、お父さん！」

「む……そう、だな。そういう手があったか」

　確かに、アンジェリンたちも間もなくオルフェンに戻る。その時に馬車を駆って一緒に行けば時間も短縮できるだろう。何より一緒にいられる時間が増える。アンジェリンからすれば、ベルグリフと一緒に旅ができるなんて最高の体験だ。

　ベルグリフは杯に残った林檎酒を干し、頷いた。

「そうしようか。アンジェたちに守ってもらおう」

「やった……！　いつにする!?」

「早い方がいいなら明日でもいいんだが……アンジェ、お前はもう少しトルネラにいたいんじゃないのか？」

「ううん、お父さんと旅ができるなら平気……明日ね！」

　アンジェリンは嬉しそうに立ち上がり、村の若者たちをあしらっているアネッサとミリアムに声をかけた。

「明日オルフェンに戻るぞ！　お父さんも一緒！」

「えっ！　ベルさんも？」

「わあ、ベルさん復帰するんですかあ!?」

　二人は興奮した様子で駆け寄って来た。ベルグリフは慌てて手を振る。

「違う違う、別の用事だよ。俺が行くのはボルドーまで」

「え……そっか、残念……」

「ぶー、ベルさんと冒険できると思ったのにー」

　アネッサは残念そうに頰を搔き、ミリアムは不満そうに頰を膨らます。いつの間にか随分慕われていた事を知り、ベルグリフは苦笑して顎鬚を撫でた。照れ臭いが、まんざらでもない。

　ともあれ、そうと決まれば準備をしなくてはならない。まだ春告祭の盛り上がりはあるが、ベルグリフたちは家に戻り、荷物をまとめる。今のうちに準備を済ませ、夜の灯籠流しには間に合うようにしたい。

　ボルドーまで行って戻って来るならば一週間近くは家を空ける事になるので、掃除もしておく。留守の最中に鼠にあれこれかじられなければいいが、とベルグリフは大事なものは丈夫な箱にしまい込んだ。

　しかし、体の痛みのせいか、いつものように滑らかに動けず、準備にやたらと時間がかかってしまった。そんな風に手こずりながらも、何とか準備を終えた頃には陽が傾き、すっかり暗くなって来た。ベルグリフたちが広場に戻ると、集まっている村人たちはかがり火を焚き、家々から紙灯籠を持ち出していた。

「おう、来たな！」

　ケリーが笑ってベルグリフたちを出迎えた。

「間に合ったな。丁度出るところだ」

「はは、よかった」

　ぞろぞろと連れ立って川へと向かう。燃えて揺れるかがり火で、そこいらに不規則な影が伸びたり縮んだりして揺れている。陽が落ちたばかりで白々とした西の空に、無暗にくっきりとした山の稜線が浮かび上がっており、しかし空は天頂に向かうにつれて暗くなり、そこに星がきらめき始めていた。
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　雪解けの水が流れているから川の水量は多い。ざあざあと音を立てて、勢いよく流れて行く。川岸にはまだ氷が残っていて、気を付けないと滑りそうだった。

　神父が祝詞を唱え、灯籠が流される。幾つもの朱色の光が川の流れに乗って、やがて水に飲まれて消えてしまう。そんな中、灯火草の明かりだけが水の中でもしばらくぼんやりと光っていた。

　アネッサがほうと白い息を吐いた。

「……何だか、不思議な気分だな」

「なにがー？」

「静かでさ。オルフェンってお祭りっていうと騒ぎだろ？　こういう静かなお祭りは馴染みがないというか何というか……」

「あー、そうかもね。教会の礼拝とも違うもんね」

　ベルグリフがくつくつと笑った。

「広場に戻ったらまた宴会だよ。静かに祖先の霊を流れに乗せたら、あとは明るく騒いで見送るのさ」

「えー、面白ーい。いいなあ、トルネラ」

「はは、そう言ってもらえると嬉しいね。まあ、俺たちは明日は出かけるからこのまま切り上げよう。アンジェ、行くよ」

「ん！」

　流れて行く明かりを眺めていたアンジェリンは、ベルグリフに呼ばれて振り向いた。

　四人は家に戻り、うずめておいた暖炉の火を起こした。それからベルグリフはホフマンに確認する事があると出かけて行った。一緒に旅に出られるという事で機嫌を直したらしいアンジェリンは付いて行くとは言わず、家に残った少女たち三人は体を拭いた後、暖炉の前でぼんやりと座っていた。昼間の宴会で、ずっとだらだらと色々なものを食べていたから、お腹はちっとも空いていない。

　ミリアムがぽつりと呟いた。

「はー……なんかあっという間だったなー……」

「うん。二週間はいた筈なのに、なんだか凄く早い感じ」そう言って、アネッサは抱いた膝にぽんと顎を乗せて嘆息した。「どうしよ……ゆっくりし過ぎて元の生活に戻れるか不安……」

「うわー、そうだ。勘が戻るかにゃー……アンジェとベルさんの鍛錬には付き合ってたけどねー」

「わたしらは前衛じゃないからな……うん、でも大丈夫だ。多分」

「そうそう、リフレッシュした分パワーアップできる筈だー。アンジェもビシッとやられたし、オルフェンに戻ったらパワーアップかなー？」

　寝床に仰向けに転がるアンジェリンの脇腹を、ミリアムは指先でつついた。アンジェリンは「むう」と言って身をよじった。

「……わたしは元々油断したりしない。お父さんが特別なだけ」

「おいおい、そんな事言ってたらまたベルさんに怒られるぞ」

「ふふーん、親子の縁切られちゃうかなー？　そしたらわたしベルさんにお父さんになってもらおーっと」

「何だと……！　許さんぞミリィ！」

「きゃー」

　アンジェリンはミリアムに飛び付いてくすぐった。二人はけらけら笑いながらじゃれ合う。暖炉の近くだからアネッサがはらはらした表情で、しかしどうしていいか分からないらしい、体を左右に動かして、じゃれ合う二人を見ている。

　オルフェンで日々魔獣を倒していた生活と、トルネラでのここ数日の暮らしはまったく別物だ。このＳランク冒険者のパーティも、すっかり気が抜けてしまっていた。

　オルフェンの休日は刺激があって目まぐるしくて、確かに楽しいが、こうやって体を休めるという感じではなかった。それがここ二週間ばかりは何の煩いもなく、日々のんびりと仕事をし、雑踏とは程遠い野山を歩き回り、夜は暖炉の前で談笑する。その心地よさに根が生えたようになってしまって、いざ帰るという時になって、どうにも気持ちが落ち着かないのであった。

　そこにベルグリフが帰って来たらしい、どんどんと扉が叩かれる。ミリアムとじゃれ合っていた筈のアンジェリンが瞬く間に扉に駆けて行き、開ける。外気がひゅうと入って来て、暖炉やランプ、蠟燭の火を揺らした。

　ベルグリフは外套を脱いで壁に掛けながら、痛む体に顔をしかめ、寒さで固くなったらしい首をくきくきと鳴らした。

「やれやれ、夜はまだまだ冷えるな……皆、寒くないかい？」

「大丈夫でーす」

「最初の頃より随分暖かくなりましたよ。慣れただけかも知れないですけど」

「それはよかった。けど慣れたところで帰るのも惜しいかな？」

　ベルグリフはそう言って笑いながら薪を取って暖炉にくべた。その背中にアンジェリンが飛び付く。

「お父さん……明日はいつ出る？」

「寝床を片づけて、朝ご飯を食べて……昼前には出ないとな。そうでなきゃ野宿になる」

「ん！　分かった！」

　アンジェリンはにまにまと笑いながらベルグリフの髪の毛に口元をうずめる。一緒に出かけられるのが嬉しくて仕様がないといった様子だ。

　ベルグリフは苦笑しながら靴を脱ぎ、寝床の毛布の上に腰を下ろした。それから注意深く右の義足を外して古布で丁寧に拭き、脇に置く。

　不意に誰も口を閉じて静かになった。外で風が吹いて戸をがたがたと揺らす。くべた薪に火が移って燃え上がり、ちろちろと揺れた。静かになると、ちょっとした物音がやけに大きく聞こえる。

　ミリアムは小さく揺れながらぽやぽやと目線を何処ともなく泳がせ、ベルグリフの背中に抱き付いているアンジェリンも目をうっすら半開きにしてまどろんでいる。

　ぱちん、と木がはぜて火の点いた炭が暖炉の外に転がり出た。ベルグリフは事もなげにそれを手で摑んで暖炉に放り込んだ。アネッサが驚いてベルグリフを見る。

「あ、熱くないんですか？」

「ん？　ああ、炭かい？　長い事野良仕事やら剣を振るやらしてたら手の皮が厚くなってね。そりゃずっと持ってれば熱いけど、一瞬持って放るだけなら大丈夫だよ」

　そう言ってベルグリフはアネッサに手の平を見せた。確かにごつごつと固く分厚い。アネッサは思わず触ろうと手を伸ばし、ハッとして顔を上げた。

「あの……触ってみても？」

「ん、いいよ」

　そうっと触れてみる。何とも言えない感触だ。まめが潰れて硬くなった所も多く、その隙間に土や汚れが入り込んで取れていない部分もあった。しかし、嫌な感じはしない。何だかベルグリフの生きて来た証そのもののようだ。それゆえに、まだ自分がほんの若造だと感じさせられるような気がして、アネッサは何だか恥ずかしくなった。

「……すごいな。こんなになるまで色々頑張ったんですね」

「なに、不器用だっただけだよ。他にやりようがなかったのさ」

　ベルグリフはくつくつと笑い、手を伸ばして暖炉にかかっていた薬缶を取り、杯に白湯を注いだ。

「さて、トルネラの外に出るのは久しぶりだ……おじさんをきちんと連れて行ってくれよ？　冒険者さん」

　ベルグリフはおどけたように言って、白湯をすすった。アネッサはくすくすと笑う。

　うとうとしていたらしいアンジェリンがハッと目を開けて、もそもそとベルグリフに抱き付き直した。

「眠い……」

「うん、明日もあるからもう寝ようかね……ミリィはもう寝てるみたいだし」

「あ、ホントだ……」

　アネッサも気付かなかったが、ミリアムはとうに寝床に仰向けになって寝息を立てていた。

　ベルグリフはアンジェリンを寝床に転がすと、立ち上がってランプを消し、それから蠟燭を吹き消した。暖炉の火の明かりだけになり、天井の隅や壁際はすっかり宵闇が包んでしまった。

　毛布をかぶり、横になる。アネッサも起きてこそいたが眠かったようで、しばらくするとすぐに寝息が聞こえて来た。

　ベルグリフは目だけ閉じてじっとしていた。隣にいるアンジェリンの息遣いと、時折暖炉の木がはぜる音が聞こえる。こんな形でトルネラから外に出る事になるとは思わなかったが、これはこれで面白い。娘と一緒というのもいいじゃないか。何だかんだいって、アンジェリンがオルフェンに行ってしまうのはベルグリフも寂しいのである。少しでも一緒にいられて悪い気はしない。

　ただ、自分がトルネラを出ると、魔獣などの対策をどうしようと思う。しかし、さっきホフマンにそれを言うと笑い飛ばされた。曰く、ベルグリフが剣を教えた若者たちの中でもそれなりに腕の立つ者がいるから安心という事。また、ベルグリフがいない事でどうにかなるのであれば、そもそもトルネラなぞ存在していないという事だ。

　それは確かにそうかも知れない。自分が気負い過ぎていたというか、うぬぼれていたというか、ちょっと恥ずかしい気分である。

　ともあれ、寝なくてはいけない。しかし年甲斐もなく高揚しているのか、中々寝付けない。じっとしていると体の痛みも気に障って仕様がない。これだけ続くとは、余程昨日の動きは無理をしたのだと思う。

　羊でも数えてみようかと思っていると、横で寝ている筈のアンジェリンが、小さく言った。

「お父さん……起きてる？」

　ベルグリフは目を閉じたまま小さく答えた。

「ん……起きてるよ」

「えへへ……なんか寝れない……さっきまで眠かったのに」

「そうだな……お父さんもだ」

「あのね……このままオルフェンに来ない？　わたし、お金いっぱい稼げるし……お家だって広い所を借りれば二人で住めるよ……？」

　ベルグリフはしばらく黙ったまま目を閉じていたが、やがてゆっくりと手を伸ばしてアンジェリンの頭を撫でた。

「嬉しい事を言ってくれるね」

「……じゃあ？」

　肯定と受け取ったのか、嬉しそうなアンジェリンを制して、ベルグリフは続けた。

「けどね……そうなったらもうトルネラに来る事はなくなるよ」

「んむ……それは……だけど……」

「お父さんはね……ここが故郷だと思ってる。お父さんにとっても、アンジェにとっても……もちろん、アンジェの気持ちは嬉しいよ。だけどね、お父さんはアンジェの帰って来る場所として、ここを守っていようと思う。アンジェはトルネラが好きだろう？」

「うん……好き」

　アンジェリンはもそもそと毛布の中を動いて来て、ぎゅうとベルグリフに抱き付いた。

「分かった……でも、ボルドーまでは一緒！」

「ああ、そうだな……だからもう寝なさい」

「うん……お休みなさい、お父さん」

「お休み、アンジェ」

　夜はゆっくりと更けて行く。











十九　翌朝も夜明け前に









　翌朝も夜明け前に起きて、また村の周りを歩き回った。

　アンジェリンはこれが最後だと張り切って、お気に入りの高台の上まで行って日の出と村を眺めた。吐く息はまだ白いが、高台から見る景色には明らかに緑が増えていた。

　家に戻って軽い朝食を取った後、寝床の毛布を畳み、麦藁を納屋に運ぶ。後を綺麗に掃き清めて、暖炉に火の気がないか確認する。殆ど毎日燃やし続けていた暖炉から火が消えるのは久しぶりだ。

　それから荷車に諸々の荷物を載せる。とはいえ、トルネラに来た時のような大荷物はない。トルネラからオルフェンに持って行けるお土産などそうはないのである。

　あらかたの準備を済ましてから、ベルグリフは最後に家の中をぐるりと見回し、忘れ物、やり残した事はないかと確認した。どうやら大丈夫そうだ。

「……長くここを空けるのも久しぶりだ」

　ベルグリフは家の柱を撫でた。

「出かけて来るからな。ちゃんと待っててくれよ？」

　ぎい、と小さく家鳴りがした。ベルグリフはニッと笑って、柱をぽんと叩くと外に出た。朝にはなかった薄雲がかかっていて、北側の空にはもっと分厚い雲がかぶさって来ているらしい、どことなく冷たい風が吹いていて、ここ最近の春の陽気が弱まったようである。

　庭先に出ると、見送りの連中がいて、色々と話をしている。

　若い男たちは都の女の子たちが帰ってしまう事を残念がっているようで、絶望的な顔をして何だか色々まくし立てている。アネッサは苦笑しながら頭を搔き、ミリアムはけらけら笑っていた。相手にしないつもりらしい。

　父親にべったりだという事が村中に知れ渡っているアンジェリンに声をかける男はいない。しかしアンジェリンもその事はちっとも気にしていないらしく、男たちをあしらうアネッサとミリアムを荷車の上からにやにやしながら眺めていた。

　これでは嫁の貰い手ができるだろうか、とベルグリフは少し不安になった。

　ケリーが笑いながらベルグリフの肩を叩いた。

「お前も忙しい奴だなあ、ベル！」

「はは、何だか妙な事になったもんだよ」

「気を付けて行って来いよ。畑は見といてやるからよ」

「ああ、すまんな。助かるよ」

　ベルグリフはにっこり笑ってケリーの肩を叩くと、荷馬車にゆっくりと乗った。痛みがまだ残っていて、あまり身軽には動けない。

　荷車は荷物があまりない分だだっ広い。アンジェリンがいそいそとすり寄って来る。

「お父さん、準備おっけー？」

「ああ、行こうか」

「ようし、出発だー」

「はいはい、行くよ」

　アネッサが手綱を動かすと馬がゆっくりと足を出し、荷車がぎいぎいいって動き出す。ベルグリフは荷車から身を乗り出してケリーに言った。

「じゃあ、行って来る。留守を頼んだぞ」

「おう、ゆっくり楽しんで来いよ！」

「……遊びに行くわけじゃないんだがなあ」

　ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

　馬車は村を出て、外の平原を走り、次第に山道に入った。道が悪いので固い車輪が石を踏む度にがたがた揺れる。しかし、来る時よりも荷物がないせいか、歩みは速いようだ。

　坂が急になる所は荷車から降りて後ろから押してやる。馬も生き物だ、無理をさせれば動けなくなってしまう。この道がいずれ整備されれば馬車も通りやすくなるだろうか、とベルグリフは思った。

　トルネラから離れるに従って雲が薄くなり、すっかりいい天気になった。北からかぶさって来ている雲はこちらまで追っかけては来ないようだ。

　荷車の後ろ側に寄り掛かるようにして座った。急ごしらえの幌が日陰を作っている。

　アネッサは御者席で向こう向きに手綱を握っていて、アンジェリンとミリアムはベルグリフを挟むように座って、さっきからずっと顎鬚をいじくっている。自分にないから余計に珍しいのかも知れない。しかしくすぐったいので、ベルグリフは落ち着かなかった。

「鬚……こっちはじょりじょり。こっちふさふさ」

「おもしろーい。ベルさん、これ手入れしてるんですかあ？」

「まあ、そんなに神経質にはしてないけど……なあ二人とも。くすぐったいんだけど」

　そう言っても二人はくすくす笑うばかりで止めてくれない。何だか娘が増えたみたいだとベルグリフは嘆息した。

　馬は並足だが、それでも徒歩で行くより当然ペースは速い。この分ならば日暮れ前か、同時くらいにはロディナの村に辿り着けるだろう。

　ロディナはトルネラに一番近い村である。村としての規模はそれほど大きくないが、周囲にドングリの森があり、養豚が盛んで、燻製や腸詰、豚脂などは質が高い。トルネラはロディナからそれらを買い、羊毛や農産物、山羊の皮などをロディナに売る。そういった商売上の付き合いだけでなく、秋祭りにはロディナからも客が来るなど、そこそこの交流はある。

　しかしベルグリフ自身は、かつて冒険者になる為にオルフェンに出る時と、冒険者を止めてトルネラに帰る途中の二回寄ったくらいだ。

　そう考えると、随分と自分は村の外に出ていなかったと思う。トルネラ周辺の事は散々歩き回って知っているが、この山道を越えた先の事はまるで分からない。昔の記憶も曖昧だ。だから新鮮な気分で、何だか年甲斐もなく高揚するようである。

　次第に陽は西に傾き、影が長くなる。春先の陽気ではあるが、風が吹くと体が震えるようだ。今日は北風らしい。

　下に布を敷いているとはいえ同じように座っていると尻が痛くなるので、ベルグリフは何度も体勢を変えていた。少女三人は慣れたような顔をしている。痛くないわけではないようで、時折姿勢を変えたり体を動かしたりするが、ベルグリフよりもずっと頻度は少ない。アネッサなどは御者席にずっと座ったまま身じろぎもせず手綱を握っている。現役冒険者との格の差を見せつけられたような気がして、ベルグリフは苦笑した。

　こんな風に馬車に座って移動するのも久しぶりだ。精々麦や芋の収穫時期に、荷車にのせた荷物と一緒に納屋に向かうくらいである。

「皆、すっかり旅慣れてるなあ。大したもんだ」

　ベルグリフが言うと、アンジェリンが自慢げな顔をした。

「凄いでしょ……偉い？」

「ああ、偉い偉い」

　アンジェリンは満足そうにむふむふと笑い、ベルグリフにすり寄って上目遣いで見た。そうしてこれ見よがしに頭を肩にぐりぐりと押し付ける。ベルグリフが撫でてやると、満足気に顔を緩めた。

　アンジェリンの甘え癖が一向に抜けないのに苦笑していると、反対側からも重みを感じた。ミリアムが羨ましそうな顔をしてベルグリフに寄り掛かっている。かぶっていた筈の帽子を脱いで手に持ち、アンジェリンと同じように頭を肩に押し付けた。

「アンジェばっかりずるーい。ベルさん、わたしも偉いでしょー？　撫でてくださいよう」

「ん、まあ、いいけど……」

　撫でてもらって嬉しいものなのだろうかと思う。しかし別に撫でてやらない理由もない。ベルグリフが撫でてやるとミリアムも満足そうに笑った。

「ベルさん、手ぇ大きいー」

「そうかな？　しかし立派な耳だねえ。風を受けたら冷たそうだが……」

　ベルグリフが言うと、ミリアムは噴き出した。

「ふっふふふ！　それが全然ですよお。ほら、触ってみてください。毛が生えててもふもふなんですよー」

「……本当だ」

　成る程、長くはないが細かな柔らかい毛が表面をしっかりと覆っていて、手触りが実にいい。上等の毛皮のようだ。これならば風も冷たくないだろうし、寒さにも強いだろう。だが、そう考えると自分は随分頓珍漢な事を言っていたようだ、とベルグリフは少し恥ずかしくなった。

「どうも俺は見当違いの事を言ってたみたいだなあ……」

「いえいえ！　お気遣い嬉しかったでーす。うふふ」

　ミリアムはにへにへと笑いながらベルグリフにすり寄る。そこに指が伸びて来てほっぺたを突っついて押した。アンジェリンが不機嫌そうな顔で手を伸ばしている。

「ミリィ……あんまお父さんにべたべたするな」

「えー、いいじゃない。独り占めずるいぞお」

「駄目……お父さんはわたしのお父さん」

「ずるい！　ベルさぁん！　子供が一人くらい増えたっていいですよねー？」

「え……ど、どういう事？」

「こら、お父さんにそういう事を言うのは反則……わたしの妹になりたければわたしを倒すがよい」

「ちょっとお！　わたしの方がお姉さんだって忘れるなー！」

　二人は訳の分からない言い争いをしながら、もちゃもちゃともつれて押し合った。ベルグリフはそそくさと荷車の前方に逃げ出し、呟いた。

「仲良しだなあ……いたた」

　そうして体の痛みに顔をしかめる。御者席でアネッサが笑っていた。

「あーあ、しょうがないなあ、あいつらは……」

「アーネ、くたびれないかい？　代わろうか？」

　ベルグリフが言うと、アネッサは振り向いてにっこり笑った。

「いえいえ、元から好きなんですよ、こういうの」

「へえ……動物が好きなのかい？」

「そうですね。まあ、いつも大きな動物と一緒に行動してるようなものですし……慣れもあるかな」

　と、後ろでアンジェリンとじゃれ合っているミリアムを見ながら苦笑した。この三人は本当に仲が良い。アンジェリンに良い友達ができて良かった、とベルグリフも笑った。

　中途で休憩がてら遅い昼食を取り、時折馬を休ませながらひたすらに進んで行くと、やがてドングリの森の中に入り込んだ。

　段々と薄暗闇が下って来て、視界が悪い。しかし人が行き来しているせいか道は分かる。車輪の下で乾いたドングリがぱきぱきと音を立てた。豚に食われなかったものが殻だけになって残っているのだろう。風に乗って豚の臭いがした。

　やがてとっぷりと日が暮れた頃、林の向こうに明かりが見え出したと思ったら、木の柵に囲まれた村が見えた。

「着いた。ロディナだ」

「はー、長かったあ」

　銘々に馬車に乗ったままで固くなった体を伸ばしてほぐす。くきくきと小気味のいい音がした。入り口で自警団の若者と話をし、中に入れてもらう。

　辺境のトルネラと違って、この辺りには野盗が出る事もある。警備はしっかりしているし、豚肉を求める商人たちが頻繁に出入りする事もあって、食堂付きの小さな宿もある。今夜はそこに泊まる予定だ。

　馬車の上から村を眺めて、ベルグリフは呟いた。

「ここに来るのも久しぶりだが……全然覚えてない」

「ベルさんはどれくらいトルネラから出てないんですか？」

　アネッサの問いかけに、ベルグリフは苦笑しながら頭を搔いた。

「それが……もう二十年以上出てないな」

「あはは、それは凄い。じゃあ本当に久しぶりの旅行ですね」

「そうだなあ……不思議なもんだ」

　もう残りの人生はトルネラで過ごすものだとばかり思っていた。しかし、アンジェリンが勝手に言い出して赤鬼だとか何とか呼ばれて、それが遠因になってヘルベチカがトルネラに来て、それで街道の整備の話が出た。その手紙を持って、こんな風に娘とその友人たちとここまで出て来た。そしてこの後も旅は続く。

　娘が冒険者になった事で、自分もまたこんな旅に出る事になるとは、とベルグリフは何だか感慨深くなった。人生とは不思議なものだ。

　宿はあまり混んでいるわけではなかったが、それでも商人や旅人がそれなりに入っていた。豚肉を焼いているのだろう、脂の焦げる香ばしい匂いが漂っている。

　一階には食堂兼飲み屋が併設してあって、宿泊客はそこで食事を取る。奥の方には雑魚寝の部屋があり、二階は個室が何部屋かあるようだ。貧乏人ばかりが客のようで、二階の個室は開いているが、雑魚寝部屋には殆どスペースはないようだった。

　ベルグリフは少女三人に個室を取らせ、自分は雑魚寝部屋で眠ろうとしたが、三人からの猛反対に会った。

「お父さんを仲間外れにするなんて……無理！」

「そうですよう、ベルさん。寂しい事言わないでくださいよー。ねえ、アーネ？」

「う、うん……」

「だってベッドは一つだけじゃないか。四人は寝れないよ」

「大丈夫。お父さんを中心に、両側にミリィとアーネが寝て、お父さんの上にわたしが寝る」

「……お前はお父さんを蒸し殺すつもりなのかい？」

「だって夜は寒いですよー？　くっ付いて寝た方が眠れますよ、きっと」

「……ミリィ、俺がベッドに入って、その上君たちが入れると本当に思う？」

「む……むうー」

　ベルグリフの体軀はしっかりしている。ずんぐりとしているわけではないが、鍛えられた体は長身で、当然少女たちよりも大柄だ。それにベッドだってそんなに大きくはない。少女三人ならばぎゅうぎゅうに詰まれば眠れるだろうが、ベルグリフが入っては精々もう一人くらいしか入れまい。

　その時、アンジェリンが天啓を得たという顔をして言った。

「ならば……わたしとお父さんが個室で寝て、アーネとミリィが雑魚寝すれば……」

「こら」ベルグリフはこつんとアンジェリンの頭を小突いた。「自分の事ばっかり考えない」

「むう……ごめんなさい」

　押し問答の末、結局最初の通りにベルグリフは雑魚寝部屋、少女三人は個室という事になった。代わりに寝る直前までは一緒にいるという条件が付き、アンジェリンがくっ付いて離れなくなってしまったのだが。

　一階の食堂で夕飯を取り、そのまま少し酒を飲みながら話をした。父親と旅に出られた事が嬉しいらしいアンジェリンはつい深酒し、すっかり眠くなってゆらゆら揺れている。他の二人も同じような状態だ。

　まだまだ子供だなあ、とベルグリフは何だか微笑ましい気持ちになった。こうなってしまっては高位ランク冒険者も何もあったものではない。

　次第に夜が更けたので、遅くなる前に眠ろうと二階に上がった。足元がおぼつかないアンジェリンはベルグリフにおぶさって幸せそうにまどろんでいる。

　ベルグリフは軋む体に顔をしかめながらも、うつらうつらするアンジェリンをそっとベッドに寝かせ、ふうと嘆息した。

「じゃあ、お休み」

「はぁい、お休みなさーい……」

「お休みなさい、ベルさん」

　ベルグリフは部屋を出て受付で毛布を受け取り、雑魚寝部屋に行った。

　暖炉が赤々と燃えていて、クッションが転がっている。様々な装束の人々が既に詰まっていて、眠っている者もあれば、まだ起きて話をしている者、酒を飲んでいる者、数人で札遊びをしている者などがいる。

　足元に気を付けながら、空いたスペースに入り込んで腰を下ろした。壁際だ。暖炉からは遠いが、人が多いせいか不思議と暖かい。

　ベルグリフはゆっくりと義足を外し、枕にするクッションの下に置いた。

　旅人にも色んなのがいる。壁に立てかけておいて盗まれては困る。剣や貴重品は二階の個室に置いて来たが、義足だけは置いて来るわけにはいかない。

　その様子を見て、隣に座って酒を飲んでいた男が話しかけて来た。

「貴殿、義足を使っておられるのですな」

　冒険者然とした男である。年の頃は三十の半ばといった所であろうか。ずんぐりとした体軀は鍛えられているようで、腕は太い。くすんだ茶色い髪の毛は薄くなり始めているが、顔の下半分は濃い髭が覆っている。人相もやや強面であるが、その目つきは何処か人懐っこさを感じさせた。傍らには得物らしい戦斧が立てかけてある。

　ベルグリフはにこやかに答えた。

「ええ、もう随分昔からです」

「入って来られた時、あまりに自然に歩きなさるから義足だと気づきませんでしたぞ。床を叩く音で気付いたようなものです。見れば明らかに義足なので驚き申した」

「はは、慣れでしょうな。それに膝が残っているのが幸いしました。膝がなければどうやってもぎこちない動きになるかと思います」

　ベルグリフはそう言って右の膝を動かして見せた。男は感心したように目を細める。

「それであっても、そこまで滑らかな動きをするには随分努力なされたでしょう。いやはや、感嘆いたす。お見事なものだ」

「や、恐縮です」

　ベルグリフは照れ臭くなって頰を搔いた。男は上機嫌で革袋をベルグリフに差し出す。

「よければいかがかな？　葡萄酒がお嫌いでなければ」

「これはかたじけない。いただきましょう」

　ベルグリフは受け取って一口飲んだ。上等とは言い難いが、それでもうまい。冒険者時代を思い出すような味だ。飲み下し、会釈して革袋を返すと、男はニコニコしながら口を開いた。話好きな性格のようだ。

「某それがしは冒険者として諸国を漫遊しておりましてな。特に名のある武芸者と立ち合う事を好んでおります」

「ほう」

「エストガルから北上し、オルフェンやエルブレン、アステリノスも回りました。ここロディナに来る前はボルドーに立ち寄ったのですが、そこの冒険者たちも素晴らしい腕前でありました。特にボルドー女伯の妹だというサーシャという少女は驚くべき手並みでしてな。某も腕に覚えはあったのですが、力及ばず土を舐める羽目になり申した。まだＡＡランクだといいますが、あれは逸材です。いずれＳランクに昇格するでしょうな」

　男はサーシャとの立ち合いの様子を上機嫌に語って聞かせた。成る程、サーシャは腕を上げているようだ。ベルグリフは時折相槌を打ちながらも、静かに聞いていた。男は葡萄酒を呷って続ける。

「そう、ボルドーで噂に聞いたのですが、トルネラに剣の達人が住んでいるそうなのです。その癖、名声を一切求めずトルネラから出て来ない。異名を〝赤鬼〟というそうで、その異名に恥じぬ苛烈な剣技を操るそうです。ご存じで？」

　一気に冷や汗をかいた。笑みが強張る。

「い、いや……知りませんな……」

「むう、そうですか……や、その〝赤鬼〟とかいう達人、サーシャ・ボルドーすら未だ一勝もできず、さらに、かの魔王殺しの英雄〝黒髪の戦乙女〟の父親にして師だというから驚きだ。そんな人物がローデシア帝国極北の辺境に暮らしているなぞ、某、想像もしておりませんでした」

「……そ、そうですか」

「某も是非その剣技を拝みたいと思いましてな、こうやってトルネラに向かう途中なのです。〝赤鬼〟は赤髪に義足であると聞き及んでおりますが、貴殿も赤髪に義足。いやはや、それゆえについ声をかけさせていただき申した。はっはっは！」

「はは、は……妙な偶然もあったものですな」

　乾いた笑みを浮かべたベルグリフは、まだ話し足りなそうな男を制して、「申し訳ないが、明日は早いので」と毛布をひっかぶって横になった。

　男の方も「そうだ、某も朝が早い」と横になり、早々にいびきをかき始めた。

　男が豪放で鈍感な性格で良かった、とベルグリフはホッとした気分で目を閉じた。











二十　部屋の中はしんとしている。いつもの









　部屋の中はしんとしている。いつもの癖で夜明け前に起きたベルグリフは、まだ眠りの深い雑魚寝部屋をゆっくりと出て、ぶらぶらとロディナの村を散歩した。

　体の痛みは少し和らいだくらいで未だ消えない。随分後を引くから困ったものである。

　仕事に向かう農夫たちとすれ違い、朝餉の支度の煙が立ち上るのを見た。こういうところはトルネラと変わりがない。

　そこかしこで豚の臭いがする。羊や山羊とは少し違う臭いだ。体臭なのか、糞尿の臭いなのか、その区別はつかなかったが、嗅ぎ慣れていないと少し鼻につく。そういえば、かつてロディナに立ち寄った時もこんな臭いがしていたっけ、と思い出すようだった。

　陽が昇り始めた頃に宿に戻った。出立が早い旅人たちはもう起き出して飯を食っている。

　雑魚寝部屋に戻ったが、昨晩話した男の姿はない。食堂にも姿がなかったところを見ると、もう出発したのかも知れない。昨晩は咄嗟に誤魔化して寝てしまったが、少し気の毒だったかとも思う。しかしいないのではもうどうしようもない。

　ベルグリフは二階に上がり、少女たちのいる部屋に向かった。まだ扉に辿り着く前に、扉が開いてアンジェリンがひょこっと顔を出した。

「おはよう、お父さん」

「ん、おはようアンジェ……足音が大きかったか？」

「うん……二階だと特に」

　木の義足は木の床を叩くと実に大きな音がする。下に空間がある二階だと尚更のようだ。ベルグリフは苦笑して顎鬚を撫でた。

「先に布を巻いた方がいいかもなあ……」

「ふふ」

　アンジェリンはぎゅうとベルグリフに抱き付くと、すうすうと匂いを嗅ぐように息を吸った。そして満足したように顔を上げる。

「よし……朝ご飯！」

「うん。アーネとミリィは……」

　ベルグリフが言いかけると、二人もひょいと顔を覗かせた。

「起きてますよー」

「ベルさん、おはようございます」

「ん、おはよう。朝食を取って、出発しようか」

　名産品だけあって、ロディナは流石に豚肉がうまい。春先は新鮮な豚肉はあまりなく、塩漬けや燻製などが主だが、それでも十分だ。

　厚切りの燻製肉の炙った奴を、出始めのクレソン、酢漬けの辛子の実と一緒にパンに挟むと、素晴らしくうまい。素朴なトルネラの食事と違って、脂っ気たっぷりのボリュームある味わいだ。尤も、値段もそれなりにするけれども。しかし、Ｓランク冒険者と一緒だけあって、金の心配がない。だから遠慮なく朝からうまい飯が食える。

　こういう食事に慣れると後が怖いなとも思うし、旅先の醍醐味だとも思う。しかし今までの生活が素朴だったから、こういった贅沢が何だか罰が当たるような気がして、ベルグリフは少し身震いした。少女たち三人は何でもない顔をしてぱくついている。

　朝食を終えて、花茶を飲んで少し休んだ。

　ベルグリフは剣の素振りがしたかったが、昨日の男の事がある。あの男に限らず、もし見られてしまったら少し面倒だ。

　別に立ち合いが嫌なわけではないが、〝赤鬼〟として悪目立ちするのは気が引ける。第一、そこまで評価される自覚がベルグリフにはない。胸を張って称賛を受けようという気にならないのだ。誰から何と言われようと、自覚がない以上釈然としないものはしない。それに、相手が期待感を抱いている事を裏切るようで、ちょっと腰が引ける。

　男に無駄足を踏ませるのはやはり申し訳ない気もしたが、所詮旅人など一期一会。自分だって無用の面倒を被りたくはない。ベルグリフは心の中でそっと男に謝った。

　食休みの後、出かけた。馬もまぐさをたっぷり食い、ゆっくりと休んで元気いっぱいだ。馬車は悠々と進んで行く。

　朝から良い天気で、陽射しがぎらぎらとしている。しかし幌に遮られてそこまで気にはならない。

　ロディナからボルドーまでは馬車でも丸二日かかる。中途にはまた山岳地帯がある為、そこで時間を食うのだ。丁度アンジェリンがセレンを助けた所である。人の行き来が多い為、トルネラからロディナまでの道ほどではないものの、やはり歩みは遅くなる。

　山越えで一日かかり、次の村で休んだ。翌日に出発し、いよいよボルドーに到着という段であるが、次第に分厚い雲がかかって、とうとう雨が降り出した。

　雨粒が幌を叩いてばたばたと音を立てる。春先の雨にしては大粒である。北部地域では冬の雪こそ珍しくないが、降っても霧雨が多く、こんな風にまとまった雨が降るのは珍しい。

　風が弱い分吹き込む量は少ないが、それでも荷車の中は濡れた。雨粒同士がぶつかって霧のようになり、辺りに漂っている。馬の歩みも遅くなった。

「やれやれ、参ったな」

「うう……寒くなって来た……」

　アンジェリンはもそもそとベルグリフにくっ付いた。髪の毛がしっとりと濡れている。荷車を引く馬の体からは湯気が立ち上っている。

　震えながらボルドーに辿り着いた時にはもう日が暮れていた。雨はまだ降っている。

　ボルドーはオルフェン以北では最も大きな町だ。周辺の領主であるボルドー家のお膝元というのも大きいだろう。周囲には田園地帯が広がり、石塀で囲まれた町の中は賑やかだ。規模ではオルフェンに及ばないものの、人々の活気では負けていないように思われた。ヘルベチカが集めているという優秀な人材がきちんと仕事をしているのかも知れない。

　流石に濡れたみすぼらしい恰好でボルドー家を訪ねるのは気が引けた。ベルグリフたちはひとまず宿を取って体を休め、翌日改めてボルドー家を訪ねる事にした。馬車は座ってこそいられるが、振動などで意外にくたびれるのだ。

　ボルドーの宿はロディナのものとは比べ物にならないほど大きい。一階部分の酒場も賑やかだ。どうやら冒険者たちの溜まり場になっているようで、そのような恰好をした者たちの姿も多く見受けられる。

　濡れ鼠の一行を見て、宿の主人は明らかに侮った態度を見せたが、ムッとした表情のアンジェリンがＳランク冒険者のプレートを見せると態度が反転した。

「ささ、どうぞどうぞ」

　と荷物を持って部屋に案内する。アンジェリンは自慢げにベルグリフを見てにやりと笑った。ゲンキンなものだなあ、とベルグリフは苦笑しつつ、後に続いた。

　部屋はそこそこの大きさがあり、ベッドも二つある。これなら二人ずつ分かれて眠れそうだ。

　考えてみれば藁に毛布の寝床ばかりで、ベッドの上で眠るのは久しぶりだ、とベルグリフは驚く。触れてみて、その柔らかさに何となくドギマギした。眠れるだろうか。

　荷物を置いて、濡れた服を取り替え、一階に下りた。たいへんざわざわしている。流浪の民の一座が音楽を奏でており、食器の触れ合う音、談笑する声、笑い声や怒鳴り声などが混然となって渦巻いている。

「賑やかだな」

「うん……お腹空いた」

　テーブル席は空いていなかったのでカウンターに並んで腰を下ろす。大きな宿屋だけあって設備も立派だ。高価な冷蔵魔法庫フリツジまである。メニューも多いようだ。海からは離れている筈なのに海鮮の名前もある。しかしベルグリフは料理の名前だけ見ても何だか分からない。昔見たような名前もあるが、イマイチ記憶に残っていないようだ。

　主な注文はアンジェリンたちに任せて、ボルドーの特産だというエール酒、それと、魚の名前だと分かるカタクチの料理を頼んだ。

　エール酒は麦の酒だ。ワインとも林檎酒とも違う苦みのある味で、飲んでみて少し面食らった。

　カタクチは塩漬けの小魚で、それを茹でた野菜と一緒にパンにのせて食べるらしい。少し発酵しているらしく、独特の臭みのある味で、ベルグリフは目を白黒させた。アンジェリンたちがくすくす笑う。

「お父さん、カタクチの塩漬けは玄人向け……」

「……そういう事は最初に言ってくれないか？」

「えへへー、だってベルさんがどんな反応するかなーって」

「すみません……けど、好きな人もいるから、もしかしてと思って」

　ベルグリフはやれやれと苦笑した。少し苦手だが、頼んだ以上は食べてしまわなくてはなるまい。冒険者時代は何でも食えなくてはいけないと、色々なものを食べていたが、トルネラに戻ってからはすっかり味覚が固定されてしまったようだ。

　渋い顔をしてカタクチを食っていると、隣に座っている客が何か言っている。

「ふん、カタクチの良さが分からないなんて、だからお前は田舎者なのよ」

　自分の事を言われたのかと思って驚いて見ると、横に座った小さな少女が向こうを向いていた。年齢は十歳そこそこで、雪のように白い長髪だ。

「いいこと？　この深みのある味わいがカタクチの醍醐味なんだから。しょっぱいだ臭いだなんて言うのは自分が田舎者なのを露呈しているだけよ、ビャク」

　どうやら連れらしい少年に言ったのだ、と分かってベルグリフはちょっとホッとした。

　少女を挟んでベルグリフの反対にいる少年は、不機嫌そうに顔をしかめている。十五、六といったところで、髪の毛は少女と同じく白いが油っ気がなくバサバサで、少女のそれとちがって薄汚れた印象がある。

「……知るか。不味いもんは不味い。それにあんたはルクレシアの出身だから慣れてるだけだろうが」

　ルクレシアはローデシア帝国の南東側に接するヴィエナ教の総本山である。総主教を中心とした宗教国家体制を二百年以上続けている。大陸から突き出た半島と、その周辺の群島を領土としており、海との関わりが深い。大陸全土に信者のあるヴィエナ教の中心部というその国柄から、周辺国への影響力も強く、その分政治に於けるドロドロした噂や事件も絶えない。

　ルクレシアからボルドーまではかなりの距離がある。こんな若い二人がここまで旅して来たのか、とベルグリフは感心した。

　少女はカタクチの塩漬けをパンにのせてかじりながら、なおも喋っている。

「ま、ルクレシアのカタクチに比べれば全然味なんか劣るけどね。あーあ、早く帰りたいわ。何が悲しくてこんな北のド田舎に来なくちゃいけないのかしら」

「……黙って食え。喋り過ぎだ」

「ちょっとビャク！　主人に対して何よその態度は！」

　少女は憤慨したように椅子をぎいぎいと揺さぶった。すると椅子が古かったのか、接続部が音を立てて外れ、少女の体が後ろにかしいだ。

「ひっ……！」

　少女の目が恐怖に見開かれる。

　ベルグリフは咄嗟に手を伸ばして背中を支え、倒れるのを止めてやった。少女は何が起こったのか分からず、口をぱくぱくさせている。

「大丈夫かい？」

　ベルグリフの言葉に少女は驚いて彼の方を見た。真っ白な肌が上気して少し朱に染まっている。

「あ、あがっ、ありっ、あが、ありがっ、あ……ぅ…………よ、余計な事しないでよッ！」

　礼を言おうとしていたらしいのが一転して怒り出すから、ベルグリフは訳が分からない。はてと首を傾げた。しかし相手が子供だからちっとも腹が立たない。

　少年が引き受けて少女を床に降ろした。少年はにこりともしないが、それでもベルグリフに小さく会釈した。

「悪わりぃな……こいつちょっとコミュ障でよ」

「ちょ、何よコミュ障って！　そんな口の利き方──むぐっ」

　少年は少女の口を手で塞ぎ、うんざりした顔で嘆息する。兄妹みたいだ、とベルグリフは微笑んだ。

「どうしたの、お父さん……？」

　アンジェリンがひょっこりと顔を出した。その顔を見た少年が微かに眉をひそめた。

「……邪魔した。行くぞ聖女様」

「むーっ！　むぐーっ！　むぅうーっ！」

　少年は暴れる少女を抱きかかえたまま出て行った。何だか賑やかな二人だったな、とベルグリフは笑いながら顎鬚を撫でた。

　その時、反対側から怒声が上がった。

「んだとコラァ！　下手に出りゃあ付け上がりやがって！　俺が誰だか知ってんのかあ！　〝迅雷〟のゴート様だぞ！」

　冒険者らしい男が騒いでいる。酔っているのか目つきが怪しい。絡まれているらしいアネッサが面倒臭そうな顔をしてしっしと手を振る。

「井の中の蛙もいい加減にするんだな。お前みたいのなのは沢山見て来た」

「ふざけんな！　女だからって容赦しねえぞ！」

　男は腰の剣に手を伸ばす。

　だがその前にアネッサが素早く手を伸ばして男の手首を摑み、捻った。男は悲鳴を上げる。

「相手の力量も分からずに喧嘩を売るとはな。それじゃ早死にするぞ、〝迅雷〟さん？」

　あくまで余裕を崩さないアネッサに、周囲の冒険者連中が笑い声を上げたり、感嘆の声を上げて拍手したりした。どうやらこの男はこういった悪い面で有名なようだ。男は羞恥で顔を歪めながら、そそくさと出て行った。ミリアムがにやにやしながらアネッサをつつく。

「カッコつけちゃってー」

「うるさい。ああいうのがいるから冒険者の評判が悪くなるんだ……」

「……後衛のアーネに近接で負ける剣士。ホントに異名持ち……？」

　アンジェリンが首を傾げると、カウンターの向こうでバーテンダーが笑った。

「そんなわけないだろう。あいつはＣランクだよ。異名も自分で勝手に名乗ってるだけさ。まあ、あれでも腕は立つ方なんだがね……」

「ふーん……カッコわる……」

　アンジェリンはそう呟いてワインを飲んだ。

　ベルグリフは何だか妙な恥ずかしさを感じて頭を搔いた。娘よ、同じような事をお前はお父さんにしているじゃないか、と思った。

　見目麗しい少女が男を手もなくあしらったというのに感心したらしい冒険者たちが、一杯奢らせろとやって来たのでカウンター回りが騒がしくなった。

「いやあ、スカッとしたぜ。姉ちゃん、冒険者やってんのか？」

「ああ、オルフェンでな。こっちがパーティだ」

「へえ、女の子ばっかりとは華やかでいいや！」

「ゴートを一発で捻っちまうとは、高位ランクだろうが、どこなんだ？　Ａ？　ＡＡ？」

　アネッサは少し目をやってアンジェリンとミリアムの了解の意を見て取ると、言った。

「わたしとこいつはＡＡＡ。あっちの黒髪はＳランクだ」

「……噓だろ？」

「い、いやいや、待てよ。黒髪で少女っつったら……まさか〝黒髪の戦乙女〟？」

「ま、魔王殺しのか!?」

　アンジェリンが面倒臭そうに頷くと、まるで爆発でも起こったように酒場の中が騒がしくなった。冒険者ならば誰しもが憧れる最上位ランクの冒険者の到来に、冒険者だけでなくバーテンダーまで喜んでいる。店に箔が付くのだろう。

　誰もがＳランクパーティに酒を奢ったという土産話を欲しがって、三人の前には次々にジョッキやコップが置かれた。

　がやがやと持て囃される少女たちの脇で、ベルグリフはのんびりとエール酒を飲んだ。初めは驚いた苦みも舌に慣れると中々うまい。

　興奮した様子の男が一人、ベルグリフの横に座った。

「いや、すげえ。まさか生きててこんな機会があるとは思わなかったぜ。なあ、あんたもそう思うだろう？」

「ん？　ああ、そうだな」

　その時アンジェリンが振り向いて、ベルグリフに話しかけた。

「お父さん……こんなに飲めないからお父さんも飲んで」

「随分貰ったなあ……お父さんもこんなには飲めないぞ」

　このやり取りを聞いて、隣に座った男が口をぱくぱくさせた。

「……あんた、〝黒髪の戦乙女〟の父親なのか？」

　ハッとした表情のベルグリフが答えるよりも前に、アンジェリンが得意気に身を乗り出した。

「そう……わたしのお父さん……〝赤鬼〟のベル──むぐ」

　ベルグリフは咄嗟にアンジェリンの口を手で塞いで、誤魔化すように笑った。しかし手遅れだったようで、男は目を剝いてベルグリフを指さした。

「赤髪に……右の義足！　じゃ、じゃあ、あんた本当に〝赤鬼〟！　ボルドー最強のサーシャ様すら手玉に取る男か！」

「て、手玉……い、いや、俺はそういうのじゃ……」

「おーい皆！　今夜はすげえぞ！　〝黒髪の戦乙女〟だけじゃなくて、〝赤鬼〟までご来店だ！」

　一気にベルグリフの方に注目が集まった。ベルグリフは慌てて縮こまるが、直ぐに人の群れに囲まれた。野次馬の喚き立てるところによると、サーシャが事あるごとに喧伝する為、ボルドーの冒険者で〝黒髪の戦乙女〟と〝赤鬼〟の事を知らぬ者はいないそうである。

　サーシャも余計な事をしてくれる、とベルグリフは頭を抱えた。帽子でもかぶるようにしようか、と本気で思う。

　ベルグリフは小さくなりながら、得意気にしているアンジェリンにそっと耳打ちした。

「アンジェ……あまり広めないでくれと頼んだじゃないか」

　アンジェリンはハッと思い出したような顔をした。

「そうだった……ごめんなさい」

　しかし既に手遅れである。それに、一緒に旅をしている時点で手遅れの感はあった。止むを得ない、と分かっていてもやはり居心地は悪い。

　身の丈に合わぬ称賛と期待の眼差しに堪えがたくなって来た時、「失礼！」と人ごみをかき分けるようにして誰かが割って入って来た。

「アンジェリン殿！　師匠！　先輩方！」

　聞き覚えのある声に顔を向けると、サーシャが息を切らして立っていた。雨の中を走って来たのか、前髪から水が滴っている。冒険者たちがどよめいた。

　サーシャはつかつかとやって来てアンジェリンの手を取った。

「こちらにいらっしゃると噂を聞きつけて飛んで参りました！　来られているのに一言もないとは水臭い！　一報いただければ迎えに行きましたものを！」

「ん……濡れてたし、服も汚れてたから、明日にしようと思ったの」

「そんな事！　ボルドー家の大恩人が濡れていようと汚れていようと、何を気にするものですか！　どうぞ、皆さん屋敷にお出でください！　姉にもご紹介したい！」

「んー……どうする？」

　アンジェリンはベルグリフたちを見る。アネッサとミリアムは肩をすくめた。

「向こうが良いと言うなら、いいんじゃないか？」

「うん。きっとここよりもベッドがふかふかだよー」

「……お父さんは？」

　ベルグリフは少し考えていたが、頷いた。

「元々手紙を届けに来たわけだからな。招待していただけるなら断る理由もないだろう」

　何よりもこの居心地の悪い所から逃げ出したい。

　ならば、とボルドー家の屋敷に行く事になった。これで本物だという事は確定した、と冒険者たちは大興奮である。Ｓランクパーティと〝赤鬼〟が泊まったという箔を逃した宿の店主は悔しそうだったが、サーシャがキャンセル料を上乗せしたから文句も言わずににこにこと送り出した。上手い売り出し文句を考える事だろう。

　外はまだ雨が降っている。











二十一　雨が地面を叩く中、二つの影が









　雨が地面を叩く中、二つの影がボルドーの町を歩いていた。前を行くのはフードをかぶった少年、後ろから早足で付いて行くのは白髪の少女である。雨の中なのに、二人はちっとも濡れていない。頭上に透明な膜が張ったようになっていて、それが雨を弾いている。

　後ろを行く少女がいらだたし気に喚いている。

「ちょっと！　聞いてるのビャク！　お前、主人に対する礼儀ってものが欠如してるんじゃないの!?」

「静かにしろ……」

　少年は不機嫌そうな顔でさっさと手を振った。すると少女の上の薄膜だけが消えて雨が頭上に降り注ぐ。少女は「ひゃああ！」と悲鳴を上げて少年にすがり付いた。

「馬鹿ッ！　なんて事するのッ！」

「あんたがカタクチを食いたいと文句を言うからだ……素直に屋敷の夕飯を食っておけばよかったものを」

「何言ってるのよ、不都合なんかなかったじゃない」

「ふん……バアルを倒した奴があの酒場にいたんだよ」

　それを聞くと、少女はギョッと顔を強張らせた。

「う、噓でしょ？　そいつはオルフェンにいる筈じゃ……」

「いたんだから仕方がないだろう。まあ、いる事が分かったのは逆に良かったか……計画を少し後に延ばした方がいいかも知れねえ」

　少女は眉をひそめていたが、やがてフンと鼻を鳴らした。

「そんなの、怖がる必要ないわ。このサミジナの指輪があれば」

「……慢心するんじゃねえぞ、聖女様。捲土重来を果たしてぇんだろ？」

「当然。それで大陸からヴィエナ教を一掃してやる……ふふ、ふ……楽しみだわ。あのクソ坊主どもの顔が恐怖に歪む様……！　皆殺しにしてやるんだから……」

　少女の目には恨みの炎が燃えていた。少年は嘆息する。

「……とっとと戻るぞ。あんたは抜けてるからいけねえ」

「お前はわたしをもっとあつくあつく敬いなさいったら！　こら！　先に行くな！　ビャク！」

　二人は早足で往来を横切って行った。





○






　大きなお屋敷だ。がっしりした石造りで、まるで開拓時代の建物そのままといった無骨な威容である。しかし、一歩中に入ってみると、内装は綺麗で、壺や絵画などの装飾品も下品にならない程度のものがさりげなく飾られている。それが却って品の良さを醸し出していた。

　表の庭は庭木や石などで綺麗に整えられていた。しかし、廊下の窓から見える裏庭には納屋や馬小屋があり、ベルグリフたちの乗って来た馬車や馬はそこに預けられたようだった。

　畑や井戸があり、使用人たちの住まいらしい建物も見えた。屋敷のあちこちに警備の兵士が立っている。

　絢爛な屋敷にあまり自分たちの恰好は似つかわしくないな、とベルグリフは苦笑した。どうせ庶民なのだからそんな事は気にしなくてもいいのだろうが、どうにも場違いな感じはある。再び濡れた体で屋敷を汚すのも申し訳ない気がした。

　途中まではサーシャが一緒にいたが、途中で年配のメイドに引っ張られて何処かに行ってしまった。はしたないだの何だのと言われていたから、衣装直しに連れて行かれたのだろう。従者もサーシャのお転婆に手を焼いているのかも知れない。代わりに若いメイドが一人、案内に付いた。

　その時、向かいから誰かが走って来て、アンジェリンに抱き付いた。セレンである。その表情は喜びにほころんでいた。

「アンジェリン様！　来てくださったのですね！」

「おー、セレン……元気だった？」

「はい！　アンジェリン様も息災そうで……」

　アンジェリンに撫でられてセレンは嬉しそうに笑った。盗賊の一件からすっかりアンジェリンに懐いているようだ。アンジェリンはセレンを撫でながら言った。

「お父さんはもう知ってるんだっけ……？　こっちはアーネとミリィ。わたしのパーティメンバーで友達」

　セレンはハッとしたように姿勢を正し、眼鏡に手をやった。

「こほん……ベルグリフ様、皆様、遠路遥々よく来てくださいました。歓迎いたしますわ」

　セレンはぺこりと頭を下げる。アネッサとミリアムもそれに応えて丁寧に挨拶した。ベルグリフも会釈し、にっこりと笑う。

「セレン殿、お元気そうで何よりです。夜分に押しかけて恐縮です」

「何をおっしゃるのですベルグリフ様。いつでもいらしてください」

　セレンはにっこりと柔らかな笑みを浮かべた。ベルグリフは先に用件を済ましてしまおうと思い立ち、荷物からホフマンの手紙を取り出した。

「街道の整備の件で、村長からの返事を持って来たのです。ヘルベチカ殿にお目通りしたいのですが……」

「成る程、そのお話ですね……しかしまずはお部屋にどうぞ。お召し物を用意いたしますので」

　確かに、少し濡れて小汚い恰好ではボルドー伯に会うには適切でないかも知れない。ヘルベチカがそれを気にするかどうかはともかく、あまり礼を失するのもいけない。ベルグリフは頷いて、少女たちを促してメイドの案内を受ける。セレンは先に手紙を受け取り、ヘルベチカに渡して来ると足早に去って行った。

　部屋は小ぢんまりとしていたが、綺麗に整えられていて品が良かった。ベルグリフはアンジェリンとの二人部屋で、アネッサとミリアムは隣室に案内された。

　荷物を置いて、濡れた外套を掛ける。

「ふう……立派なお屋敷だな」

「うん。前に来た時と変わってない……」

「そうか、お前は来た事があったんだったね。トルネラに帰る途中には寄らなかったのかい？」

「寄ったら引き留められるから……こっそりしてた。早く帰りたかったんだもん……」

　貴族に対して気遣いも物怖じもしない、大物なんだか淡泊なんだか分からない娘に、ベルグリフは笑った。そこが彼女の良い所でもあるのだろう。

　扉がノックされて、メイドが入って来た。

「お召し物をお持ちしました」

「ああ、ありがとうございます」

　持って来られたのはシンプルな服だった。ベルグリフはシャツにズボン、アンジェリンは飾り気のないシンプルなドレスである。着慣れない服にアンジェリンは部屋の中を行ったり来たりしている。

「……ひらひらしてて落ち着かない」

「はは、着慣れていないだけだろう。よく似合ってるよ」

「本当……？　お父さんがそう言うなら……おっけー」

　アンジェリンは途端に機嫌が良くなって、ドレスの裾を持ってわざとらしく腰をかがめてみたり、ポーズをとってみたりする。年頃の女の子だから、お洒落に興味がない筈がないだろう。慣れの問題だ、とベルグリフは思った。

　一度も締めた事のないネクタイをメイドに締めてもらって、ベルグリフはアンジェリンの方を見た。

「お父さんはヘルベチカ殿と会って来るけど、アンジェ、お前はどうする？」

「ヘルベチカ……セレンとサーシャのお姉さんか……」

　アンジェリンの顔から表情が消えたので、ベルグリフは少し嫌な予感がした。

「……やっぱりお父さんが一人で行こう。お前は部屋で」

「わたしも行く」

「いや、街道整備の話をするだけだから」

「わたしも行く」

　有無を言わせぬ迫力に、ベルグリフは言葉を紡げずに嘆息した。

　メイドに案内されて書斎らしき所に通された。扉を開けると、奥の机にヘルベチカが座って、手紙に目を通している所だった。傍らにセレンがおり、さらに焦げ茶色の髪の毛をした二十代前半ほどの青年が控えていた。眼鏡をかけている。

　ヘルベチカはベルグリフたちに気付くと嬉しそうに立ち上がって足早にやって来た。

「ベルグリフ様、よくぞ来てくださいました。相変わらず凜々しいお姿で安心いたしました」

「は……恐縮です。馬子にも衣裳とはよく言ったもので……ヘルベチカ殿もお元気そうで何よりです……こちらは娘のアンジェリンです」

「アンジェリン様ですね！　セレンを助けてくださったそうで、礼の言いようもありません……本当にありがとうございます」

　ヘルベチカはにっこりと笑ってアンジェリンに頭を下げる。しかしアンジェリンはにこりともしない。まるで品定めでもするかのような視線でジッとヘルベチカを見ている。

「……あなたがわたしのお母さんになろうという人か」

「こ、こら、アンジェ。お前何を言って」

「お父さんは黙ってて」

　アンジェリンはベルグリフを睨み付けた。恐るべき眼光の鋭さである。ベルグリフは思わず威圧されて息を吞んだ。アンジェリンは再びヘルベチカを見据える。

「わたしのいない時にお父さんを奪って行こうというのは許せない。しかしお父さんだって良い人がいればいるに越した事はない……だが、あなたがそれに値するかどうか分からない」

「まあ、それではアンジェリン様はわたしとベルグリフ様の仲を認めてくれる可能性がおありなのですね？」

　ヘルベチカはアンジェリンの威圧にも物怖じせず、あくまで泰然と微笑んでいる。それでいて妙な事を口走る。凄い人だ、とベルグリフは感心するやら呆れるやら。

　アンジェリンはフンと鼻で笑った。

「勝手に来て無理矢理連れ帰ろうとして、それで仲を認めるなどとは片腹痛し……今のところ好感度はプラスの値にない……そう簡単にわたしのお母さんになれると思うなよ……」

　その時、脇に控えていた眼鏡の青年が怒ったような様子で割り込んだ。

「おい、さっきから聞いていれば、何だ貴様その態度は。セレン様を助けたか何だか知らないが、高々一介の冒険者風情がヘルベチカ様にそんな口を利いて──」

「アッシュ」

　ヘルベチカが凜と通る声で言った。

「無礼ですよ。下がりなさい」

「し、しかしヘルベチカ様……」

「あなたはわたしの言う事が聞けないのですか？」

「ぐ……失礼いたしました……」

　アッシュと呼ばれた青年は不承不承といった態で引き下がった。ベルグリフもアンジェリンの肩に手を置く。

「アンジェ、お前も無礼が過ぎるよ。それにお父さんはヘルベチカ殿とどうこういうつもりはないんだから、変に勘繰るのは止めなさい」

「えっ……ベルグリフ様、そんなご無体な……」

　ベルグリフにすがり付こうとするヘルベチカの首根っこを、セレンが引っ摑まえた。

「お姉さま。いい加減にしてくださいまし。もう諦めたと言っていたではありませんか」

「だってセレン……やっぱり惜しいじゃない。こんなに物腰も柔らかくて、器が大きくて、しかも腕も立つのよ？」

「お姉さま……？」

　セレンに睨まれて、ヘルベチカは悔しそうに口を尖らせた。

「分かりましたよう……セレンの意地悪……」

「わたしのせいにしないでください！」

「あの……話をさせていただいても……？」

　おずおずと申し出たベルグリフに、セレンはハッとしたように頰を赤らめた。ヘルベチカは勝ち誇ったかのようににやにやしている。セレンは何か言いたげに口をもぐもぐさせたが、これ以上言ったら自分の負けだと思ったらしい、黙って引き下がった。

　仲の良い姉妹だ、とベルグリフは妙に微笑ましい気分になった。だがアンジェリンは相変わらず顔をしかめてヘルベチカを威嚇している。

　ヘルベチカは再び手紙を手に取って、ベルグリフに笑いかけた。

「こちら、拝読いたしました。ご協力いただけるとの事でたいへん嬉しく思います」

「恐れ入ります。ついては、具体的な計画を教えていただきたいのです。実際はボルドーからトルネラまでは他の村を挟みますし、工員の仕事を欲しがっている若者も多いのですが、季節によっては農作業で動けない事もありますので」

「そうですね……しかし、少し待っていただけませんか？　実は厄介な問題が持ち上がって来ておりまして」

「ふむ？」

　ヘルベチカの言によると、この計画に異を唱えるものが現れたそうだ。ボルドー西側、古森の傍にある小さな町、ヘイゼルを治めるマルタ伯爵である。ヘイゼルへの街道もまだ整備を続けている最中で、それなのに別方面への工事に人員を割くとはどういう了見か、という事らしい。

「ふむ……筋は通っているように聞こえるのですが……」

「ええ。しかし、ヘイゼルへの工事は九割が終わっているのです。現場の指揮を執る人間もそこまで多い必要はありません。次の計画に着工してもなんら問題はない、と話し合いで一度は決めたのですよ」

「要するに、嫌がらせなのです」

　傍らに立っているセレンが困ったように口を開いた。

「元々、マルタ伯爵はエストガルから左遷の形でボルドーに送られて来た方なのです。なんでも公国で権力争いに敗れたそうで。その為ボルドーを田舎と侮って、わたしたちのする事に一々難癖を付けて来るのです。お父さまが生きていらした頃はそれほどでもなかったのですけど、やはり女が当主という事で、ここのところエスカレートしておりまして」

「わたしの力不足です。大方の有力者はボルドー家に付いてくれているのですが、一部の貴族たちはわたしが当主である事に不満を抱いているようで……マルタ伯爵はそういった貴族たちを扇動している節があるのですが、確固たる証拠もないので追及できないのですよ」

　嘆息するヘルベチカの脇に控える青年が眉をひそめて鼻を鳴らした。

「ふん、あんな下賤な男、さっさと処罰してしまえばいいのです。どうせ叩けば埃の出る身だ。少し強引に調べれば失脚させるなど容易たやすい。そうすれば加担する貴族共も芋づる式に処罰できるでしょう」

「いけませんよ。たとえ理はこちらにあったとしても、そのような粛清を行っては信用に関わります」

「しかしヘルベチカ様。あれをのさばらせて最も困るのは領民たちです。それをお忘れなく」

「分かっていますよ、アッシュ。しかし、それはあくまで最後の手段です」

「けれどお姉さま、情報収集だけは怠らないようにしなくては……いずれにせよ切れるカードはいくつあっても困らないのですし」

「そうですね……少なくとも相手の動きを大きくさせない努力はしなくては」

　ベルグリフは困ったように頰を搔いた。

「どうやら難しい話のようですな……しかし、そのような話は私どものような部外者のいるところでは控えた方がよろしいかと」

「あっ……申し訳ありません」

　ヘルベチカは恐縮したように頰を染めた。

　その時、扉が勢いよく開いてサーシャが現れた。いつもの冒険者然とした服装ではなく、貴族の令嬢らしい綺麗なドレスに身を包んでいる。しかし一歩歩いて口を開けばいつものサーシャである、呵々と笑いながら大股で部屋に入って来る。

「おお、こちらにおられたのですね！　まったく、こんな服は動きにくくて……」

　スカートの裾をばさばさと振るサーシャに、セレンが嘆息した。

「ちい姉さま……言っても無駄だと分かってはいますが、もう少し慎みというものを……」

「はっはっは、何を言うかセレン。人には適材適所というものがあるのだぞ。姉上とお前はわたしにないものを持っている。しかしわたしは姉上もお前も持っていないものを持っているのだ。三人が均一ではボルドー家に未来はない、違う者同士が互いに助け合ってこそ発展があるのだと、父上もそう言っておられたではないか！」

　あくまで姿勢を変えないサーシャに、アッシュと呼ばれる青年が呆れ顔で言った。

「それにしても限度がありましょう……サーシャ様、もう少し貴族としての自覚を……」

　サーシャは彼を見ると「おお、そうだ」と言って手を摑んでベルグリフの前に引き出した。

「ベルグリフ殿、もう紹介されたかも知れませんが、こちらはアシュクロフトという者です。まだ若輩ですがボルドー家の家令を務めております。未熟ではありますが剣士でもありまして、是非こやつにも師匠の剣技を……」

「やめてください。私にそういうものは必要ありません」

　アシュクロフトは不機嫌そうにサーシャの手を振り払った。サーシャは口を尖らした。

「まったく、堅物め……」

「サーシャ、丁度よかったわ。アンジェリン様とベルグリフ様のお相手をして差し上げて。貴族の政争に巻き込んでしまうのは本意ではないから」

　ヘルベチカに言われ、サーシャは目をきらきらさせて頷く。

「はいっ、分かりました姉上！」

「ベルグリフ様、アンジェリン様、そういうわけですので、お返事はもう少し待ってください。それまではどうぞゆっくりとご滞在くださいな」

「お二方、どうぞこちらへ！」

　サーシャに促され、ベルグリフは会釈して部屋を出た。アンジェリンも後に続く。貴族の関係性の裏側を垣間見たようで、ベルグリフは身震いした。自分たちを傍らに置きながらあんな話をするのは余程信頼されているのか、それともわざと聞かせて一蓮托生の身にしようという魂胆か……。

「ヘルベチカ殿はそのような方ではない、と思いたいが……」

「どうしたの、お父さん？」

「いや……何でもないよ。独り言さ。ところでアンジェ、お前はいつまでボルドーにいるつもりなんだい？」

「お父さんがトルネラに戻るまでは一緒にいる……」

　前を歩いていたサーシャが振り向いた。

「そういえばアネッサ殿とミリアム殿はどうなされているのです？　ご一緒では？」

「隣の部屋にいる……」

「おお、そうでしたか。晩餐にはもう遅い時間ですので、いかがでしょう。よければ皆でお酒など」

「ん……いいね。いいよね、お父さん？」

「構わないよ。けど、お父さんは先に休ませてもらおうかな。体が痛くてね……」

「えー……駄目なの……？」

「すまん。ちょっと辛いんだよ」

「……残念……しっかり休んでね」

「むう……師匠とも色々語らいたかったのですが、そういう事では仕方がありませんね」

「すみませんな、サーシャ殿。また次の機会に……アンジェ、あまり深酒しちゃいけないよ」

「はーい」

　アンジェリンとサーシャは名残惜しそうに隣の部屋に入って行った。ベルグリフは一人部屋に戻り、ネクタイを外してベッドに腰かけた。義足を外して立てかける。

　関節が痛んだ。骨も軋みを上げる。動き続けている間は誤魔化せていたが、こうやって緊張感が抜けると痛みが顕著に襲って来る。

　今まではこんな事はなかったのだが、とベルグリフは苦笑した。

「参った……体の使い方を見直さなきゃいけないかもな……」

　トルネラに暮らす以上は引退という事はあり得ない。この体とは死ぬまで付き合って行かねばならぬのだ。それならば、なるべく良好な関係を築くに越した事はない。

　痛む関節を撫でてやりながら、ベルグリフは呟いた。

「そうヘソを曲げてくれるな……もうあんな無茶はしないよ」

　大きく深呼吸してベッドに横になった。藁ではない寝床は大きなベルグリフの体も柔らかく受け止める。たいへん心地よい。

　まどろんだ、という自覚もないまま、いつのまにかベルグリフは寝息を立てていた。





○






　かちゃんと音をさせて、硝子のコップがテーブルに置かれた。ほんの少し残ったワインがコップの中で波立った。ほんのりと頰を朱に染めたアンジェリンが片足を椅子に乗せて威張った。

「アンジェリンさん思えらく、ヘルベチカさんはお母さんにするには母性が足りぬ」

「そうなのー？」

「お前、随分居丈高に出たな……第一、お前の言う母性って何だよ」

　アネッサの問いに、アンジェリンは口を尖らした。
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「包容力である……愛に包まれたいのです……その点、ヘルベチカさんには甘えたいと思わないもん……それに夫婦は男女として対等でなければいけません。ヘルベチカさんじゃお父さんの父性に負ける。絶対」

「いやいや、そうとも限りませんよ、アンジェ殿！　姉上もああ見えてしっかり者なのです」

「それを言っちゃアーネだってしっかり者……でも母性はない」

「むう、それはそうかも知れませんが……」

「おい、今暗にわたしを馬鹿にしただろ」

「い、いやいや、そういうわけでは！」

「だって事実だもん……アーネはとっくにお父さんの父性に負けてるし」

「ぐぬ……」

　アネッサは口をもぐもぐさせた。言い返す言葉が見つからないらしい。サーシャはコップになみなみとワインを注いで、一息で半分を飲んでしまった。

「しかし、もし姉上と師匠が結婚すれば、師匠が義理の兄上に……な、なんと魅力的な！」

「おー、それじゃあサーシャはアンジェの叔母さんだー」

　ミリアムがけらけら笑った。アンジェリンは乱暴にワインの瓶を摑んでコップに注いだ。いくらかがこぼれてテーブルに溜まりを作る。

「同い年の叔母さんなんてまっぴらごめんだ！」

「そ、そんな……！」

「……なんでそんなにショック受けてるんだ」

　涙目になっているサーシャを見て、アネッサは呆れたように頰杖を突いた。アンジェリンは新しいワインの栓を抜いて言った。

「ともかく、母性とは一筋縄では行かぬ……」

「けど、ベルさんはどうなんだろうねー？　アンジェの好みとベルさんの好みが一致するわけじゃないんじゃない？」

　ミリアムはそう言って炒り豆を嚙み砕いた。アンジェリンは腕組みした。

「……男の人はどんな女性が好きなの？」

「いや、わたしらに聞かれてもな……優しいとか、家庭的とか、そういうのじゃないのか？」

　アネッサが言うと、ミリアムが首を横に振った。酒精が回っているらしく、顔が赤い。

「いーや、違う！　そこらの男なんて女の内面なんか見てないのだ！」

「そ、それは極論ではありませんか？」

「そんな事ないよサーシャ。男が見るのはまず胸、それから足、そして顔。これ鉄板！　ほら、夏とか薄着の時ってそういう視線を感じるでしょ！」

「……なるほど、一理あるやも知れません。わたしもギルドで模擬戦を行う時、つい暑くて薄着になるのですが、そうなると相手の男は少し弱くなるのです。理由が分からなかったのですが、胸を見ていたのですね、きっと！　そんな事で集中力を欠くとは情けない！」

「そういえば、わたしもたまにそういう視線を感じる時がある……」

「そうでしょ？　特に胸元──」

　と言いかけたミリアムは、アンジェリンを見て口をつぐんだ。

「……ごめんね、アンジェ」

「なぜ謝る」

「……ごめん」

「おい、だからなぜ謝る」

「まあまあアンジェ殿、もう一杯」

　サーシャがグラスにワインを注いだ。アンジェリンは片付かない顔をしている。

「まあ、いいや……つまりおっぱいが大事？」

「そう！　それにおっきな胸には母性が詰まってる！　それにあてられる男も多いのだー」

「ふーん……」

　アンジェリンは怪訝な顔をしてミリアムをじろじろ見た。借りている薄手のドレスを、豊かな胸部が持ち上げている。サーシャが不思議そうな顔をしてミリアムを見た。

「ではミリィ殿は母性に溢れているのですか？」

「いや、ない」

「ないな」

　アンジェリンとアネッサが即座に否定した。ミリアムは口を尖らせる。

「それとこれとは話が別！」

「母性云々言い出したのはお前だろ……」

「ミリィちゃんはまだお母さんになるつもりはありませんー！」

「けれど、ミリィ殿の事は別にしても、確かに大きな胸には母性を感じる気はしますね」

「あ！　今わたしの事馬鹿にしたな!?」

「い、いやいや、そういうわけでは……」

「サーシャって天然だよな……まあ、でも確かにそんな気はしないでもない」

「母性とは柔らかさ……？」

　首を傾げるアンジェリンに、サーシャがワインを差し出した。

「そういう意味では姉上は中々柔らかいですよ！　結構な大きさがあるのです！」

「そうなのか？」

「うーむ、ベルさんもおっぱいには負けちゃうのかにゃー」

「そんなわけあるか……！　お父さんは紳士だぞ！　胸の大小に貴賤がない事くらい分かってる筈だ！」

「……そもそもなんでそんな話になったんだっけ？」

「母性とかなんとか……」

「そうだぞ！　なんで物理的な話になったんだ！」

「ええと……あ、空ですね。新しいのを出しましょう」

　気付いたら空いた瓶が四本も五本も転がっている。ワインだけではなく蒸留酒のものまで交ざっているのだが、すっかり回っている少女たちは気付かないらしい、段々と呂律の回らない口ぶりで喧々と何か言い合いながら、次々と杯を干した。











二十二　目が覚めると、アンジェリンが同じ寝床で









　目が覚めると、アンジェリンが同じ寝床で眠っていた。ベッドは二つあった筈だが、父親の寝床に潜り込んで来たらしい。

　これだけ甘え癖が発症していると、オルフェンに帰ってから大変そうだ、とベルグリフは苦笑した。むしろ十二歳の頃の方が、一人で寝る訓練などと言い出していたのだから、余程大人だったかも知れない。

　まだ夜明け前だ。ゆっくり眠ろうと思っていても長年の癖はそうそう抜けてくれない。

　上体を起こすとまだ関節や筋肉がぎいぎいと軋む。それでも、昨日よりはまだマシなような気がした。寝床が柔らかかったからだろうか？

　膝を曲げ、肩を回す。さほど動きが制限される感はない。

「いい子だ……」

　ベルグリフは膝や肩を撫で、義足を付けてゆっくりと立ち上がった。アンジェリンは起きる様子はない。むぐぐと唸って寝返りを打った。酒臭い。話が盛り上がったのか何なのか、どうやら随分飲んだようだ。深酒するなと言ったのに、と思ったが、若者には無駄な忠告だったか、とベルグリフは頭を搔いた。

　雨は上がったようだ。まだ雲はかかっているが、薄く、風で流れは速い。

　どうにも慣れない服では落ち着かない。ベルグリフは服を着替えると、剣を持ってそっと部屋を出た。屋敷の中はまだ静かだ。しかし、台所の方は騒がしい。家主たちが起き出す前に朝食の支度をしようと、使用人たちが忙しく働いているのだろう。廊下を歩いて行くと、窯でパンの焼ける良い匂いが漂って来た。

　見張りの兵たちに挨拶しながら、朝靄にけぶる中庭に出て芝生を踏むと、くしゅと靴の裏に水気を感じた。昨晩は随分降ったようだ。しかし今日は晴れそうである。

　ベルグリフは丁寧に体をほぐしてから剣を構え、一つ一つの動作を確かめるようにしながら振り始めた。関節がきしきしと軋んで少し痛む。やはり無理をし過ぎた跳ね返りが来たのだろうか。

　その痛みの原因を探るように、少しずつ動きを変えるように、自分の体と向き合いながら、彼は剣を振るい続けた。若い頃ならば多少の無理はできたが、この歳になって体を過度に痛めては取り返しがつかない。自分の体の限界を探らなくては。

　足先から腰を通って背骨を伝い、やがてそれが腕の動きへと連動して行くように、力の通りを意識する。体を痛めぬように、しかし力は最大限に引き出せるように。

「……固いな」

　呟いた。アンジェリンとの立ち合いの動きで体の芯がずれてしまったような、そんな感じだった。

　しかし、それでも取り戻せない事はなさそうだ。今すぐには無理だが、少しずつ、毎日感覚を取り戻せばいい。どうせトルネラに帰れば時間はたっぷりある。

　剣などやめてしまえばいいのに、と少し自嘲的な笑みが浮かんだ。しかし今となっては、剣を振るわずに過ごした時間よりも、剣と共に暮らした時間の方が長い。両腕がなくならない限りは、命の尽きるまでやめられないだろう。

　小一時間の素振りの後、ベルグリフは腕を下ろして息をついた。いつもの素振りよりもゆっくりと行ったのだが、よほどくたびれた気がする。

「見事だな」

　後ろから声がした。驚いて振り返ると、アシュクロフトが立っていた。壁に寄り掛かり、腕を組んで、しかし眼鏡の奥の目は鋭く、不機嫌そうに細められている。

「体の軸、振り下ろされる剣の鋭さ、どれも義足とは思えん。中々のものだ」

「それは、どうも……」

「だが、サーシャ様が絶賛するほどとは思えんな」

　アシュクロフトは嘲るように鼻を鳴らした。挑発しているような気配だ。ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「ええ、私もそう思うのですがね……どうもサーシャ殿は思い込みが激しいようで」

「む……」

　アシュクロフトは面食らったように少し顔をしかめた。てっきり激昂するか、嫌みで返して来るかと踏んでいたのだろう。

　彼は自分に良い感情を抱いていないな、とベルグリフは思った。それは若さから来る自信と、ぽっと出の自分がヘルベチカやサーシャに評価されているという嫉妬から来るものだ、と分かる。まだ二十代の前半で北部の大領主の家令を任されるほどの器量だ、何処の馬の骨とも分からぬ中年男が気に食わないのも当然だろう。

　アシュクロフトの態度は無礼ではあったが、ベルグリフは気にしなかった。むしろ若さゆえの居丈高さに微笑ましささえ覚えた。そして、彼は前評判の色眼鏡を通さず自分の剣を正当に評価してくれそうだ、という淡い期待感もあった。

　詰まらなそうにして次の言葉を紡ぎあぐねているアシュクロフトに、ベルグリフはにっこりと笑いかけた。

「アシュクロフト殿、貴殿も剣を嗜まれるそうですが……」

　その言葉に水を得た魚のようにアシュクロフトは言った。

「ああ……サーシャ様には及ばないが、少なくともさっき見たあんたの剣よりはマシな剣を振るえる。冒険者ギルドでもサーシャ様を除けば勝てない相手もない」

「成る程、それはお見事。貴殿のような御方がそばに付いておられるなら、ヘルベチカ殿も安心というものですな」

　ベルグリフは素直に感想を言ったのだが、相手は皮肉と受け取ったらしい、少しカチンと来た表情で口を開いた。

「ふん……卑屈だな。〝赤鬼〟だか何だか知らないが、俺はあんたの事など評価しちゃいない。あまり調子に乗らない事だな」

「いや、まったく。ご忠告痛み入る」

　あくまで柔らかな態度を崩さぬベルグリフに、アシュクロフトは少しいらだって来たらしい、不機嫌そうに眼鏡の位置を直し、踵を返して去って行った。その後ろ姿を見てベルグリフはくつくつと笑う。ああいう無鉄砲な若さは可愛げがあっていい。

　靴と義足の先に付いた泥を落として、部屋に戻った。アンジェリンはまだベッドに転がって唸っている。どれだけ飲んだのか、ベルグリフはちょっと呆れてアンジェリンを揺さぶった。

「アンジェ、起きなさい。朝だよ」

「む……ぅみゅう……」

　うっすらと目を開けたアンジェリンはのそのそと上体を起こした。着慣れないドレスはボタンやホックが外れかけて乱れており、目も口も半開きで、体はぼんやりと左右に揺れている。

　ベルグリフは嘆息した。

「深酒はするなと言ったのに」

「ん……おはよー……おとーさん」

「はい、おはよう……眠いならもう少し寝るか？」

「んみゅう……ねりゅ……」

　アンジェリンはぽふんとベルグリフに寄り掛かるように倒れると、再び寝息を立て始めた。これでは隣室の二人も同じだろう。ベルグリフは諦めてアンジェリンを寝床にきちんと寝かせ、布団をかけてやると、椅子に腰を下ろして窓の外を眺めた。素振りの最中に昇り始めていた太陽はすっかり顔を出し、流れていた雲も姿がない。すっかり青い空が広がり始め、夕べの雨で濡れた木々の葉や草が陽を照り返してきらきら光った。美しい光景だ。

　次第に太陽が高くなる様子を眺めた。朝靄が晴れて、鳥たちが飛んで行く。眠っていたものたちが目を覚まし、まるで世界そのものが息を吹き返したようだ。

　果たして街道整備の話がまとまるのはいつになるだろうか、あまり長くならなければいいが、とベルグリフは頰杖を突いた。

　しばらくそうやって外を眺めていると、扉がノックされた。「どうぞ」と返事をすると若いメイドがひょこっと顔を出した。

「おはようございます。あのう、お嬢様方が朝食を御一緒にいかがかと……」

「ああ、ありがとうございます。それは是非とも」

「ではご案内を……」

「少し待ってください、娘が……」

　ベルグリフは立ち上がって、眠っているアンジェリンを揺さぶった。

「ほらアンジェ。朝ご飯だよ」

「むー……いらにゃい……」

「そんな事を言って。せっかくヘルベチカ殿が招待してくださってるのに……」

「やぁだ」

　アンジェリンはもそもそと布団を頭からかぶって丸くなってしまった。ベルグリフは嘆息した。

「じゃあ、お父さんは行って来るからね？」

　返事はない。寝たようだ。ベルグリフはやれやれと頭を振って、メイドの案内を受けた。

　食堂らしき所に入ると、ボルドーの三姉妹が既に席について何やら歓談していた。アシュクロフトも傍らに控えている。ヘルベチカがベルグリフに気付き、笑って手招きした。ベルグリフはにっこり笑って促された席に腰を下ろした。

「皆さん、おはようございます」

「おはようございます、ベルグリフ様。よくお休みになられましたか？」

「ええ、おかげさまで。娘たちは深酒したせいか起きて来ませんが……」

　苦笑するベルグリフを見て、サーシャが呵々と笑う。

「はっはっは、昨晩は随分飲みましたから！　いやはや、楽しい夜を過ごさせていただきました！」

「ちい姉さまが飲ませたのではないですか……？　まったく、酒豪なんですから」

　セレンが嘆息する。そういえば昨晩はサーシャも一緒に飲んでいた筈だ。それなのにけろりとして笑っている。随分強いものだ、とベルグリフは感心した。

　貴族の食卓は流石に綺麗だ。焼き立ての柔らかいパンにベーコン、ゆで卵、シチュー。ザワークラウトにソーセージ、蒸かした芋、ジャムをのせたヨーグルトなどが並んだ。盛り付け方も上品である。上品過ぎてベルグリフなどは却って落ち着かない。食前の祈りを済ました姉妹たちが各々に始めるのを、何となく眺めているだけだ。食事の作法なども分からないから、下手に手を出すのも何となく気恥ずかしかった。

　その様子に気付いたヘルベチカがくすくすと笑った。

「ベルグリフ様、作法など気にせずお好きに召し上がってくださいな」

「は……しかし」

　もたもたするベルグリフに、セレンが優しく笑いかける。

「いいのですよ、ちい姉さまなんか、貴族なのに作法を無視なさるのですから」

「何を言うかセレン。わたしだって弁える時は弁えるぞ。家族と師匠の前で改まって食事をする理由がどこにある」

　そう言ってサーシャは白パンを丸のままシチューにつけ、大口を開けてかぶりつく。まるで冒険者のするような食べ方だ。ベルグリフはそれを見て少し気が楽になり、それでは、とうまい朝食に舌鼓を打った。

　ふと、ヘルベチカに尋ねる。

「いかがでしょう。話は進展しそうですか？」

「いえ、もう少し……けれど三、四日のうちには何とかしたいと思っています。お急ぎなのですか？」

「私自身は急いでいるわけではないのですが、何せ村始まって以来の大事業ですからね、皆浮き立ってしまっておりまして」

　そう言って苦笑するベルグリフを見て、ヘルベチカはくすくす笑う。

「分かりましたわ。杜撰な話にするわけにはいきませんから、まだお待ちいただきますが、なるべく急ぎましょう。それまではどうぞ、ごゆっくりおくつろぎくださいな」

「恐れ入ります」

　ゆで卵の殻を剝きながらサーシャが言う。

「師匠！　それならば今日はまだ時間がおありなのでしょう？　よければ是非とも手合わせをお願いしたいのですが！」

「はは、構いませんよ。尤も、今日はもう負けると思いますが……」

「何をおっしゃる！　今日こそは本気を出していただけるように頑張ります！」

　サーシャは発奮して騒いでいる。手を抜いた時は一度としてないのだが、とベルグリフは困ったように顎鬚を撫でた。

　末席に控えるアシュクロフトは不満そうな顔をしてその様子を眺めていたが、やがて口を開いた。

「お言葉ですがサーシャ様、彼の剣技は言う程優れたものではないかと」

「なんだと？」サーシャはじろりとアシュクロフト睨み付けた。「どういう了見だアッシュ。お前、ベルグリフ殿の剣を見た事があるのか？」

「ええ、今朝彼が鍛錬している所を拝見しました。成る程、体の軸も重心も取れているし、剣筋は鋭い。しかしそれだけです。サーシャ様。あなたが負けたというのも信じがたい。何か卑怯な手でも使われたのでは──」

　アシュクロフトが言い終える前に、サーシャが激昂した様子で立ち上がった。

「黙れ！　お前如きが剣について語るとは片腹痛い！　そういう事はわたしに勝ってから言ってみろ！」

「私はサーシャ様には勝てないでしょう。しかし〝赤鬼〟とやらに負ける気はしませんな」

「おのれえ、師匠を愚弄しおって……！　師匠！」

　何ともない気分でザワークラウトを食っていたベルグリフは、驚いて顔を上げた。

「は」

「是非ともこの大馬鹿者を叩きのめして、現実を分からせてやっていただきたい！」

「……はっ？」

　アシュクロフトはにやりと笑って立ち上がった。

「いいでしょう、面白い。サーシャ様、あなたの幻想も覚まして差し上げます。来い〝赤鬼〟。その鼻っ柱、へし折ってやる」

「は、はあ……」

　ベルグリフは状況がよく吞み込めず、眉をひそめて首を傾げた。セレンはおろおろしたように視線を泳がせ、ヘルベチカはにこにこしている。
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　訳の分からぬまま屋敷の裏の練兵場に連れて行かれた。雨の後だからむき出しの地面がぬかるんでどろどろしている。立ち合うには難しそうな場所だ。

　木剣を手渡され、よく分からないままに握ったり振ってみたりして感覚を確かめていると、ようやく起き出したらしいアンジェリンたちがやって来た。アンジェリンは少し眠そうなだけだが、ミリアムとアネッサは頭を押さえている。二日酔いなのか、顔色があまり良くない。

「うう……飲みすぎたー……」

「サーシャが強すぎるんだ……くそ、当てられてつい……」

「お父さんいた……何やってるの？」

「それがお父さんにもよく分からんのだが……アシュクロフト殿と手合わせする事になってね」

「ふぅん？」

　アンジェリンはじろじろと品定めするようにアシュクロフトを見た。アシュクロフトは怪訝そうに眉をひそめてアンジェリンを睨む。アンジェリンはしばらくアシュクロフトを見ていたが、やがて詰まらなそうに大きく欠伸あくびをした。

「ふあ…………雑魚だな……」

「なんだと……ッ！」

　アンジェリンの一言に、アシュクロフトは眉を吊り上げた。木剣の切っ先をアンジェリンに向けて咆哮する。

「魔王殺しだか何だか知らないが……〝赤鬼〟の次は貴様だ小娘ッ！」

　その言葉にアンジェリンもカチンと来たらしい、不機嫌そうな顔でベルグリフを見た。

「お父さん……ぶっ潰しちゃって」

「いやいや……お前そんな物騒な……」

「いーやベルさん。あの人ちょっと痛い目見た方がいいと思うよー」

「そうだな……喧嘩を売る相手の実力を正しく見られないのは致命的だ。いい勉強になるだろう」

　パーティメンバーを侮られたのが気に食わないのか、二日酔いの不機嫌さも手伝ってか、珍しくミリアムとアネッサも顔をしかめている。

「先輩方の言う通りだ！　アッシュ！　少し痛い目を見るがいい！」

　サーシャも同調して大声を出す。

　何だか外野ばっかりが盛り上がっている気がする、とベルグリフは取り残されたような気分になった。そうしてアシュクロフトに少し同情した。

　ともあれ、立ち合うならば手を抜く失礼はするべきではない。ベルグリフは大きく息を吸うと、いつものように仁王立ちのような構えを取る。アシュクロフトも構えた。流麗な構えである。かなりの使い手である事が見て取れた。

　経緯はどうあれ、強敵と剣を交える事は嫌いではない。普段を過ごす自分と、こういった時の自分は別物のように感じる。相対し、剣を構えると、不思議と静かな心持ちになる。その静けさの底の方で、じりじりと燃えている何かを感じた。

　足元が悪いから、アシュクロフトも一歩を踏み出すタイミングが摑めないらしい、少しずつ距離を詰めながら、油断なくベルグリフを見据えている。

　いい剣士だ。こんな男が家令として傍に付いているならば、ヘルベチカが襲撃されてもまず安心だろう、とベルグリフは場違いな事を思う。

　不意に、雲雀ひばりが一羽甲高い声で泣きながら横切った。ベルグリフの眉がぴくりと動く。

　刹那、アシュクロフトが深く踏み込んでベルグリフの方へ駆けた。凄まじい瞬発力だ。

　しかし、ベルグリフもそれに反応する。身をかがめ、右足を前に出して、かかって来るアシュクロフトに向かって木剣を振り抜こうと姿勢を整える。

　駆ける。前方へ。

　だが、想定外の事が起きた。

　想像以上にぬかっていた地面に義足がめり込み、しかし体だけは前方へと向かおうとする。結果、体をかがめるというよりも前のめりに倒れるような恰好になってしまった。

「ぬっ……！」

　だが、幸か不幸かその事故的な動きがアシュクロフトの剣を空振りさせた。

　前のめりに転ぶベルグリフの頭上を木剣が掠め、ベルグリフが勢いのまま振り抜いた木剣はというと、アシュクロフトの脛をしたたかに打ち据えた。アシュクロフトは声にならない悲鳴を上げて、ベルグリフに躓つまずくように地面に倒れると、脛を押さえて悶絶した。

「ぐうおぉおおおぉおおぉ…………！」

「ア、アシュクロフト殿、大丈夫でしたか？」

　何とか転ばずに済んだベルグリフは慌てて立ち上がるとアシュクロフトの肩に手をやった。アシュクロフトは地面に転げた為、泥まみれである。打たれた脛も痛そうだ。

　ベルグリフがどうしたものかと逡巡していると、見物していた者たちが喝采を上げるのが聞こえた。

「はっはははは！　流石は師匠！　アッシュ！　身の丈を思い知ったか、愚か者め！」

「ふ……やっぱりお父さんはめっちゃ強い」

「あらあら、アッシュでも勝てないなんて……やっぱりボルドー家に」

「お姉さま」

「わ、分かってますよ、セレン……」

　違う。これは事故だとベルグリフが言おうとした時、アシュクロフトが憤懣やるかたなしといった様子で立ち上がった。

「認めんぞお！　こんな結果！　サーシャ様！　今のは事故です！　泥で滑って偶然剣が当たっただけに過ぎません！」

　そうだ、その通り！　とベルグリフはアシュクロフトに拍手したい気分になった。

　しかしサーシャは蔑むような視線でアシュクロフトを見た。

「アッシュ……負け犬の遠吠えとは情けない……戦場で今のような言い訳をして敵が許してくれるのか？　今のは事故だから無効だなどと。それに、ベルグリフ殿の剣技は常道を遥かに超えた所にあられるのだ。さながら本当に滑ったように見せながら、その実回避と攻撃を同時に行う。まんまと策にはまっておきながら、後になって言い訳とは、なんと見苦しい……」

　やれやれと肩をすくめるサーシャに、ベルグリフはおずおずと話しかけた。

「サ、サーシャ殿？　今のはアシュクロフト殿の言う通りで……」

「みなまで言われまするな師匠！　こんな男に気遣いは無用です！」

「い、いや、私は本当に」

「む、む、何と慈悲深い……アッシュの数々の無礼にもかかわらず、面子を潰すまいと考えてくださるとは……やはり師匠は器の大きいお方だ……」

「あの、サーシャ殿？　話を……」

　いつも通り聞く耳を持たないサーシャにベルグリフがやきもきしていると、アシュクロフトがバツが悪そうな顔をして言った。

「その……なんだ……あんたも苦労してるんだな、ベルグリフ殿……？」

「はは……貴殿ほどではありません」

　妙な連帯感が生まれかけた時、アシュクロフトの肩に手を置く者があった。

　アンジェリンが満面の笑みを浮かべて立っている。

「……お父さんの次はわたしだと言ったな？」

　笑ってはいるが、全身から発される激烈な闘気と威圧感は、アシュクロフトを総毛立たせた。

「い、いや、あれは……」

「相手してやる……おいで……」

「ア、アンジェ……アシュクロフト殿はお疲れだから」

「お父さん」

　アンジェリンはにっこりと笑った。

「黙って見てて」

　朝の練兵場に、アシュクロフトの悲鳴が響き渡った。











二十三　ボルドー家の屋敷の









　ボルドー家の屋敷の一室、ベッドの上にボロボロのアシュクロフトが横たわっている。アンジェリンの容赦ない攻撃に為す術もなくやられてしまったのだ。

　しかし勝った筈のアンジェリンはしゅんとして小さくなっていた。その前に顔をしかめたベルグリフが腕組みして立っている。

「アンジェ……お前が強いのは分かった。しかし強い者が自分よりも弱い者を一方的に攻撃する事は、お父さんは正しいとは思わない」

「でも、お父さん……あっちが先に」

「仮に向こうに非があるからといって、こちらがやりたい放題していいという理由になるのか？」

「うー……」

「唸っても駄目だ。自分の力に溺れるくらいなら、初めから剣など振るわない方がいい」

　ベルグリフは彼には珍しく結構本気で怒っているようだった。だからアンジェリンは元より、煽り立てたミリアムやアネッサ、サーシャまでもがしょんぼりしている。ヘルベチカとセレンは顔を見合わせて後ろの方で黙っていた。

　その時、ベッドの上のアシュクロフトが呻きながら体を起こした。

「いや……これは私の失態です……ベルグリフ殿、どうかアンジェリン殿を怒らないでやってください」

「しかしアシュクロフト殿、ボルドー伯領の内務に携わる大事な御身をそのように……」

「なればこそ、私が自制しておればよかったのです……家令の身にありながらくだらない嫉妬心で無用の混乱を起こしてしまいました。ベルグリフ殿、アンジェリン殿、本当に申し訳ない。それに見た目ほどひどくはありません。骨も筋も痛めておりませんので……痛いつつ」

　メイドに消毒液を含ませた綿を当てられて、アシュクロフトは顔をしかめる。ベルグリフは嘆息した。

「そう言っていただけると助かります……アンジェ、アシュクロフト殿に謝りなさい」

「むう……けど……」

「アンジェリン」

「……ごめんなさい」

　アンジェリンは不承不承といった態ではあるが、ぺこりと頭を下げた。サーシャがおずおずと口を開く。

「その……ベルグリフ殿……此度はわたしの言い出した事でもありますし、そこまでアンジェ殿を怒らないであげてください……」

　アネッサとミリアムも申し訳なさそうに頭を下げる。

「わたしたちも煽り立ててしまって……アシュクロフトさん、すみません」

「アンジェだけのせいじゃないんですよう。ごめんなさい……」

「……良い友達を持ったなあ」

　ベルグリフは小さく笑って、アンジェリンの頭を手の平でぽんぽんと優しく叩いた。ムスッとしていたアンジェリンだったが、それで少し表情が和らいだ様子だった。

　ベルグリフは微笑んで、わざと明るい口調で言った。

「さて、おかしな雰囲気になってしまいましたな。ヘルベチカ殿、お忙しいでしょう。私どもの事は気にせず、政務に戻られてください」

　ヘルベチカはくすくす笑った。

「お気遣いありがとうございます、そうさせていただきましょう。アッシュ、あとで霊薬を持って来させましょう。しっかり休んで英気を養いなさい。あなたもいい勉強になったでしょう？」

「は、ありがたきお言葉……自分の未熟さを思い知りました」

　アシュクロフトは頭を下げる。ヘルベチカはにこにこ笑いながら、ベッドのそばに椅子を引き出して腰かけた。

「さて……それではアッシュはここから動けないので、ここで話し合う事にしましょう。近々マルタ伯爵がこちらに来られるそうですから」

「なんですと？」

　アシュクロフトが怪訝そうに顔をしかめた。セレンが頷く。

「今朝がた手紙が来たのです。早ければ明日、遅くとも明後日にはこちらに来るとの事」

　話し合いが始まってしまったので、ベルグリフは慌てて部屋の外に出た。余計な事を聞くものではない。

「やれやれ……さあ、どうしようかな。せっかくだから町にでも出てみようか」

　脇に立つアンジェリンにそう言ったのだが、アンジェリンはむくれていて返事をしない。ベルグリフは苦笑してアンジェリンを撫でた。

「そうむくれるなアンジェ……お前だってやり過ぎたって分かってるだろう？」

「……どうせお父さんは、わたしよりあのアッシュとかいう男の方が大事なんでしょ？」

「おいおい、そんな風にひねた考えをしないでくれよ、アンジェがお父さんの為に怒ってくれた事はよく分かってるから……」

　アンジェリンはしばらく黙っていたが、やにわにこちらを向いて両腕を突き出した。

「抱っこしてくれたら許す……」

　ベルグリフは苦笑して、アンジェリンの腰に腕を回して抱え上げた。アンジェリンはベルグリフの髪の毛に顔をうずめて満足そうに目を閉じた。サーシャは何故か切なげな表情をしてそれを見ている。

「むう……もっと父上に甘えておけばよかったなあ……」

　ぽつりと呟いた。ミリアムがいたずら気に笑って、サーシャの後ろに回って背中を押した。

「ベルさん、サーシャも抱っこして欲しいみたいですよお？」

「どぇええええ!?　ミリィ殿ッ!?」

　顔を真っ赤にするサーシャを見て、ベルグリフははてと首を傾げた。アンジェリンはちょっと眉をひそめたが、納得したように一人頷き、ひょいと降りた。

「お父さん分が足りないのだな……いいよ。特別」

「えっ、あのっ……う……い、いいのでしょうか、アンジェ殿？」

「うん……お父さん、サーシャも抱っこ」

「……？　まあ、構わないが……失礼しますよ、サーシャ殿」

　ベルグリフは訳が分からないまま、サーシャの腰に腕を回し、同じように抱き上げた。肩に腰かけるような形になる。サーシャは「ふおおお！」と興奮したような声を上げた。

「な……懐かしい……！」

　サーシャはベルグリフの頭に手を置いて、目をキラキラ輝かせている。

「まだ幼少の頃……こうやって父上に抱き上げていただいたものです……」

「そ、そうですか……」

　長身のサーシャだからアンジェリンよりも重い。しかし女性に重いと言っては失礼だ、とベルグリフは我慢してしばらくサーシャを持ち上げていたが、筋肉や関節が痛む事もあって、流石に辛くなって降ろした。あまり無理をすると腰に来そうだ。サーシャは目に見えて喜んでいる。

「ありがとうございます師匠！」

「はあ、どういたしまして……その、師匠というのはやめていただけると……」

「ベルさん、この勢いで今度はアーネを肩車！」

「ちょ、わたしはいいんだってば！」

　ミリアムに押し出され、アネッサはわたわたと慌てた。ベルグリフは困ったように笑った。

「ちょっと今は勘弁してくれないか？　腰が……」

「で、ですよね！　ほら、ミリィ、無理だから……」

「明日になれば大丈夫だと思うんだ。明日でもいいかい？」

「え！　あ、う……はい……」

　真っ赤になって俯くアネッサを見て、ミリアムはにやにやと笑った。

「えへへー、なら明日はわたしも抱っこしてもらおーっと」

　それを聞いてアンジェリンが顔をしかめて首を振る。

「ミリィは駄目……重い」

「ちょ、誰がデブだーっ！」

　憤慨するミリアムを見て、その場は笑いに包まれた。
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　豪奢とはいえない屋敷だ。石と木でできていて、頑強だが飾り気はない。しかしそこに飾られた調度品は高価そうなものばかりで、けれども品があるというのではない、単に値段の高いものが雑多に並べられただけというような、ある種の下賤さが漂っていた。

　その一室で質の良い服に身を包んだ男が一人、不機嫌そうに腰を下ろしていた。年の頃は五十を過ぎたくらいだろう。あまり節制や運動をしていないのか、中年太りを悪化させたようなだらしない肉の付き方をしており、口髭は豊かに生えているが、頭髪は寂しくなっていた。

　マルタ伯爵。ボルドー西の町、ヘイゼルの領主である。

　伯爵はグラスのワインを一口で飲み、乱暴にテーブルの上に置き、口髭に付いたワインを舐めた。

「ふむ、Ｓランク冒険者か……魔王殺しの噂はわしも聞いておる」

　彼の向かいにはファー帽子をかぶったアルビノの少女が座っていた。少女は汚物を見るような目で伯爵を見たまま、むっつりと押し黙っている。その後ろに控えるフードの少年が言った。

「なら計画を後に延ばせ。ボルドー家に加えてあいつまで敵に回すのは無茶だ」

「ふむ……ソロモンとやらの力も大した事はないな」

　少女の眉がピクリと動くが、それを制するように少年が言った。

「挑発しても無駄だ。失敗すればあんたの首も飛ぶ。奴らさえいなければ計画通りに事は進む。ここは耐えろ」

　あくまで冷静な態度を崩さぬ少年に、マルタ伯爵は冷たく笑った。

「一流の策士気取りか小僧……だが忠告は忠告として受け取っておこう」伯爵はグラスにワインを注いだ。「わしはこの後ボルドーに向かう。夜には辿り着くようにな」

「おい、計画は後に延ばせと言っただろう」

「延ばす？　延ばしてどうするのだ。そのＳランク冒険者とやらがボルドーを去るまで待てと？　小僧、不確定の要素に期待して身を潜め続ける苦しみが貴様に分かるか？　権力から遠ざけられ、こんな北部のド田舎に何年も押し込められる苦しみが！」

　伯爵はグラスを持った手をテーブルの上にごつんと乱暴に置いた。ワインが跳ねてこぼれる。その澱んだ目は野心と恨みでギラギラと燃えていた。

「何年も耐えて来た……今日という日を待ちに待ってな……前ボルドー伯は手ごわい相手だった……しかし奴も病には勝てなかった。娘どもも才覚はあろう……しかし所詮は女よ。潔癖が過ぎる。公都の魑魅魍魎どもに比べれば物の数ではない……」

　マルタ伯爵は、ボルドー領内の反ボルドー家派を数年かけてまとめ続けていた。

　ボルドー伯は元々地方豪族であった事もあり、領民をおもんばかる穏やかな政治は領民からは絶大な支持を集めていたが、中央から流れる貴族的思考にどっぷりと浸かった一部の貴族たちは反感を持っていた。

　中央出の貴族たちは、地方出身のボルドー家を田舎者と侮っている節もある。サーシャが貴族でありながら冒険者をしているのも、姉妹たちが領地を回り、時には農民と共に汗を流す事も、中央出身の貴族たちからすれば卑しい行為なのだ。

　そんな風にボルドー家に反感を抱く貴族たちを密かに抱き込み続けて数年、圧倒的とはいわぬまでも、日和見派を抱き込める状況になれば、実権を握れるところまで来た。あとは現当主を亡き者にする事ができれば……。

　公都から追い出された身とはいえ、マルタ伯爵もかつてはそこで権力争いに明け暮れた人間なのである。そして、敗北したにもかかわらず爵位もそのままに、地方への左遷で済ます事ができる程度の手腕は持っている。

「貴族とは下賤の輩とは違う。あのような事を続けていれば領民どもは増長し、いずれ身分の差など些細なものだと言い始めるだろう。そうなってしまえば公国はおろか、帝国も維持できなくなる。貴族は貴族らしき高貴さを身に付けてこそ貴族なのだ。それが分からぬ小娘どもめ……いいか、計画通りに今日だ……今夜だ！」

　マルタ伯爵はワインを一息で飲み干した。酔っているのだろうか。しかし、前から相対する度に、この男はどこか気がふれたように振る舞った。権力への渇望が過ぎて、少しおかしくなりかけているのかも知れない。少年はうんざりしたように嘆息した。

「あんたの哲学はどうでもいい……だが、利害が一致する以上協力してもらわねえと困る」

「案ずるな。貴様らは自分のすべき事をすればよい。わしを誰だと思っている……貴族は貴族らしくあってこそなのだ。富と権力……そなたならば分かるだろう？　ソロモンの聖女よ」

　少女はその問いかけには答えず、不機嫌そうに立ち上がってつかつかと部屋を出て行った。少年も後に続く。マルタ伯爵はくつくつと不気味に笑った。

　少女は早足で歩きながら、吐き捨てるように言った。

「相変わらず下賤な男だわ。権力の亡者ね。ルクレシアのクソ坊主どもを思い出すわ」

「……あんたも似たようなもんだろう」

「あんなのと一緒にしないで！　権力は然るべき者が持つべきなのよ！　あの豚にその資格があるわけないでしょ！」

　少女は眉を吊り上げて振り返り、少年に殴りかかった。しかし少年は簡単に少女の拳を受け止めてしまう。少女はぎっと歯を食いしばった。そうして再びいらだたし気に歩き出す。

「どいつもこいつも屑ばっかり！　変えてやるんだから……こんな世界！」

「好きにしろ……だが暴走して失敗するんじゃねえぞ」

「誰に口を利いてるのよ！」

　少女はそのまま中庭に出る。傾き出した陽光が燦々と降り注いで、そこいらは明るい。濡れた地面から靄が立ち、木立の葉はきらきらと輝いている。

　少女は右手を上げた。中指に指輪がはめられている。獣や悪霊を象ったかのようなおどろおどろしい装飾が施されており、小さな黒い宝石がはまっていた。

『疎まれし者の王国！　放浪者の追い風！　彼の者は我らを邪悪と呼ぶ！　閉ざされし宵の門より帳が降りる！　何と厳しい道のりかッ！』

　咆哮するかの如く紡がれた少女の詠唱と共に、彼女を中心に恐るべき魔力の奔流が巻き起こった。この小さな少女の体には常人の数十倍の魔力が宿っているようだ。
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　渦巻く魔力は掲げられた右手の指輪へと収束し、不意に静かになったと思うや、指輪の黒い宝石から濁った黒雲が立ち上り、塊となって空へと舞い上がった。それはたちまち空を覆い尽くすや、東に向かって流れて行く。

　少女はフンと鼻を鳴らした。

「サミジナの指輪……この力さえあれば……ふふ、ふ……」

　少年は腕組みして顔をしかめながら、ぽつりと呟いた。

「……所詮利用されるだけ、か」
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　ボルドーの町は賑やかである。雨上がりの水たまりが青空を映して、その上を大勢の人が行き交っている。山菜や野菜を売りに来ている農民、南の地の商人たち、路上で演奏する流浪の民、荷車を引く丁稚奉公人、連れ立って駆けて行く子供たち。

　屋敷を出たベルグリフたちは、サーシャの案内で昼食を取り、往来を歩いていた。仕事は大丈夫なのかと尋ねたが、ああいった難しい話にはサーシャは関与しないそうだ。下手に参加しても分からないし、無駄に場を混乱させる、というのは本人の弁である。それでいいのかとベルグリフは苦笑したが、考えてみれば、自分の分を弁えているといえばそうだし、それだけヘルベチカとセレンを信頼しているという事でもある。自分はその分野では役に立たないとカラッと割り切れる気風の良さは彼女の魅力の一つなのだろう。

　少女たちはベルグリフの一歩先をきゃあきゃあとはしゃぎながら歩いている。二日酔いは落ち着いたようだ。昨晩一緒に飲み明かしたせいだろう、サーシャもすっかり打ち解けて仲良しだ。

「ねえねえ、サーシャ。お菓子のおいしいお店とかあるのー？」

「ありますよ！　ボルドーは麦がよく育ちますから、焼き菓子がおいしいのです」

「おおー、いいねいいねー、ねえ、そこに行ってみようよー」

　アネッサがにやにやしながらミリアムの肩に手を置いた。

「……さっき重いって言われて不貞腐れてたのは誰だっけ？」

「うるさーい！　それとこれとは話が別！」

「いやいや、ミリィ殿はそのもっちりした感じが可愛いと思いますよ！　是非ともそのままのあなたでいていただきたい！」

「だああ、サーシャまで！　うわーんアンジェ、皆がいじめるよう」

「おお、よしよし……さあ、お菓子屋に行こう……ミリィをもっと肥えさせるのだ」

「な、何を言うかーっ！」

「ふふふ、冗談……わたしも甘いもの食べたい。いいよね、お父さん？」

「ああ、構わないよ」

　蚊帳の外のような有様のベルグリフだが、どの道保護者のようなものだから気にしていない。少女たちが楽しんでいるならばそれで十分である。

　お菓子屋でトルネラではあまり食べられない甘味を堪能し、サーシャの提案で冒険者ギルドへと向かった。是非ともギルドマスターに紹介したい、との事である。また過剰に評価されるのか、とベルグリフは少し及び腰だったが、上手く断る理由が見つからない。結局一緒になってギルドへ行った。

　ここも石造りの頑丈そうな建物であった。ボルドーは新しい建物は木造が多いが、古い建物は石造りばかりだ。かつての開拓時代に、頑丈で長く持つように作られたのだろう。

　ギルドの中は活気に溢れていた。老若男女の冒険者たちが出入りし、あちこちで談笑の声が響いている。素材を買いに来る商人や職人の姿も散見された。

　懐かしいな、とベルグリフは思った。かつては自分もこんな騒ぎの渦中にいた。トルネラでの静かな生活に慣れた今でも、ほんの二年ばかりの冒険者生活は鮮烈な体験として記憶に残っている。

　昨晩に宿の酒場にいた冒険者たちがいるらしく、歓声が上がってたちまち人に囲まれた。

「おお！　Ｓランク冒険者様のお出ましだ！」

「魔王討伐の話を聞かせてくれよ！」

「俺は〝赤鬼〟に聞きたい！　どうやったらＳランク冒険者なんか育てられるんだ？」

「なあ、どうしてトルネラなんかに籠ってるんだよ」

「勿体ねえなあ！　サーシャ様が師匠って言うくらいなら、ボルドーのギルドじゃあっという間にトップだぜ？」

　怒濤の質問攻めを苦笑いであしらいながら、サーシャの後に付いて受付の後ろの扉に入った。冒険者たちはわあわあと騒いでいるが、受付嬢が押し留めている。

　階段を上がりながら、ベルグリフは嘆息した。

「参ったな……名前負けだ」

「？　何かおっしゃいましたか、師匠？」

「いえ、独り言です……あとサーシャ殿、師匠というのは」

「ギルドマスター！　こちらにおられますか！」

　階段を上がった先の部屋の扉を、サーシャが勢いよく開く。中には書斎らしき広い部屋があった。手前には、来客用だろう、六人掛けのテーブルとソファが置かれていて、奥には仕事用の机がある。その上には数々の書類が整然と積まれていた。

　机の向こうに老人が座っていた。六十前後というところだろうか。長い白髪を後ろで束ね、顔の彫りは深いが、瞳の色は歳を経た者特有の憂いを湛え、ひどく優しげだ。サーシャはつかつかとその前に行き、机に手を突いた。

「お仕事中に失礼しますギルドマスター。是非とも紹介したい方々がおられまして！」

　ギルドマスターはにっこりと微笑んだ。

「ええ、皆が噂しておりますよサーシャ様。〝黒髪の戦乙女〟アンジェリン様とそのパーティメンバーのお二人。それに〝赤鬼〟のベルグリフ様がいらしていると」

　サーシャは自慢げに笑うと、脇に避けてベルグリフたちを紹介した。

「こちらが〝黒髪の戦乙女〟ことアンジェリン殿です。それからそのパーティメンバーのアネッサ殿とミリアム殿。こちらは前から話している〝赤鬼〟のベルグリフ殿です。皆さん、こちらがボルドーのギルドマスター、エルモア殿です」

　サーシャに紹介され、各々が頭を下げて挨拶する。ギルドマスターはゆっくりと立ち上がって慇懃に頭を下げた。

「エルモアと申します。才無きながらボルドーの冒険者ギルドを取り仕切らせていただいております。以後お見知りおきを」

「ご丁寧に痛み入ります。仕事中に乱入いたしまして……」

「いえいえ、元より大した仕事もございませんので」

　エルモアは相変わらずの柔らかな笑みを浮かべ、来客用のソファに五人を促した。腰を下ろしながら、アンジェリンが言った。

「エルモアさん、立派……オルフェンのギルドマスターとは大違い」

「おいおい、そう言ってやるなよ……」

　そう言いながらアネッサもくすくす笑っている。確かに、オルフェンのギルドマスターの部屋はあまり綺麗ではなかったし、ライオネルには威厳の欠片もない。だが、ここは整っているし、何よりギルドマスターに威厳がある。

　エルモアは笑いながら薄荷水の瓶を棚から出した。

「ライオネル様は頑張っていらっしゃると思いますよ。魔王に端を発する魔獣の大量発生の際はよくお一人で対応されたと思います。ボルドーからも援軍を出せればよかったのですが、このギルドには現在Ｓランク冒険者がおりませんで……」

　グラスに注がれた薄荷水を飲んで、アンジェリンは言った。

「エルモアさんは何ランクだったの……？」

「私はＡＡランクでした。冒険者としての才能は打ち止めでしたが、こういった事務仕事は不思議と性に合っておりましてね、もうこの職を拝して二十年になります」

「ふうん……うちのギルドマスターが言うには、ギルドマスターって無能向けの閑職らしいけど……そうなの？」

「こらアンジェ、失礼だろう」

　ベルグリフは慌ててアンジェリンをたしなめる。しかしエルモアはまったく気にした様子もなく愉快そうに笑った。

「ええ、ええ、そうでしょうな。現在はどこのギルドもギルドマスターは閑職です。中央ギルドとその地のギルドの間に立ち、双方の小言を受け流せればそれでいい。しかしボルドーのギルドだけは少し事情が違いましてな」

　サーシャが身を乗り出した。

「ボルドーのギルドは昔から領主とのつながりがあるのです。中央の血統書付きの貴族たちは基本的に冒険者を蔑みますが、ボルドー家は元々地方豪族、冒険者に親近感を覚えるところもありまして」

「そう。それゆえにここのギルドは町の防衛などにも一役買っているのです。通常、領主は冒険者ギルドに依頼を出す事を嫌います。金がかかるという事もありますし、貴族の面子というものもあるのでしょうな」

「くだらない事です」

　とサーシャが眉をひそめる。エルモアは微笑んだ。

「しかしボルドー家の方々は違った。初めから冒険者ギルド側ときちんと契約を交わし、兵士たちとも提携して相互に協力し合いながら魔獣や異変に対応するように制度を整えられたのです。それゆえに半ば部隊長のような立場でもありましてな、中央ギルドのやり方が流用できない分、ギルドマスターとしての仕事は他よりも多いのですが、とてもやり甲斐がありますよ。ありがたい事です」

　ベルグリフは感心した。かつて自分が冒険者だった頃は、町の兵士と冒険者というものは仲が悪いのが普通だったのだ。それが、ここでは共に仕事をするという。今ではボルドー家の当主の妹であるサーシャまでも冒険者として在籍しているのだ、昔よりもその結びつきは強くなっているだろう。

　だが、同時にこれは貴族には評判がよくないだろう、とも思う。古くからボルドー家とつながりのある地方出身の貴族ならばともかく、中央から移って来た貴族には、下賤と蔑む冒険者とのつながりを深めるなど、堪えがたい事だ。それが今回の街道整備の妨げの一因なのだろう、とベルグリフは眉をひそめた。どうにも貴族の世界というものは分からない。

　歓談していると、ふと、窓の外が暗くなった。照明も何もない部屋の中も暗くなる。

　エルモアはおやと首を傾げて立ち上がり、窓のそばに行った。日が暮れたのかと思いきや、空を分厚い黒雲が覆っている。

「おかしいですね、さっきまではあんなに晴れていたのに……」

　ミリアムが顔をしかめて足早にエルモアの横に行った。外を眺め、怪訝そうに目を細める。

「……変だよ、これ。凄く歪んだ魔力を感じるよ」

　アンジェリンもピクリと眉を動かした。

「ちくちくする……嫌な感じ……」

　その時、部屋に冒険者が一人駆け込んで来た。

「ギルドマスター！　大変だ！　墓場からアンデッドが大量発生してやがる！」

「なんですと？　どういう事だ……」エルモアは眉をひそめ、冒険者に歩み寄った。「数はどれほどです」

「百は下らねえ。手の空いてる連中で食い止めてるが、次々出て来てキリがねえんだ」

「分かりました、兵士たちも動かしてもらいましょう。サーシャ様」

「相分かった！　すぐに手を回しましょう！　失礼！」

　サーシャは疾風の如く駆け出して行った。アンジェリンたちも立ち上がる。

「手伝う……」

「おお、なんと……よろしいのですか？」

「オルフェンに戻る前のウォーミングアップに丁度いい……」

「感覚を取り戻さないとな。帰ってなまってたんじゃ笑われる」

「久しぶりに暴れるぞー」

　三人ともいつもの冒険者装束でこそないが、遊びに出ていても自分の得物だけはいつも携えている。冒険者の癖だ。エルモアは安心したように微笑んだ。

「実に頼もしい事です……私は教会に行って結界を張るようお願いしてきます。墓場を頼んでよろしいですか？」

「任せて……」アンジェリンはベルグリフを見た。「お父さんも……ね？」

「……そうだな」

　足手まといにならなければいいが、と思ったが口には出さなかった。戦いの場に出る以上言い訳は無用である。最善を尽くすだけだ。アンジェリンは父親と共に戦えるのが嬉しいらしい、目に見えて張り切っている。

　外は暗い。また雨でも降り出しそうだ。











二十四　何かの吐息のような風だった。生ぬるく、肌にまとわり付く









　何かの吐息のような風だった。生ぬるく、肌にまとわり付くようだ。

　先導する冒険者の後に付いて走る。冒険者は興奮したように走りながらまくし立てた。

「風もねえのに西からこの雲が来たと思ったらよ、あっという間に町の上に広がりやがって、そしたら墓場からアンデッドの大群よ！　何だってんだ、いったい！」

「やはりこの雲が……誰かの仕業なのか……？」

　ベルグリフは首を傾げた。

　往来は逃げ惑う人でいっぱいだった。誰もが慌てふためき墓場と反対方向に走って行く。墓場へと向かう一行はその人々を避けるのに苦労した。

「まずいな、皆パニックになっている」

「うん……これじゃ通れない……」

　中々進めずにやきもきしていると、凜と通る声が響き渡った。

「皆！　慌ててはならんぞお！　落ち着いて兵たちの言う事を聞けい！」

　サーシャが兵士たちを連れて駆けて来た。住民たちは安堵したようにざわめき、兵士たちは住人たちの誘導を始める。

「お待たせしまして申し訳ない！　行きましょう！」

「ナイス、サーシャ……行くぞ……」

　人々の混乱が収まりかけた往来を、一行は墓場へと向かった。

　ボルドーの墓場は町の外れにある。北部一の町だけあって、墓場もかなりの広さだ。そこに沢山のアンデッドがうごめいていた。

　アンデッドは動く死体だ。人間、獣問わず、死骸に魔力が宿る事で魔獣と化す。死んだばかりの死体は人の形を留めているが、古いものは朽ちて腐り、ひどく悪臭を漂わせている。単体での脅威はそれほどではないが、数が増えれば脅威は増す。百単位ともなれば災害級となり、最早高位ランク冒険者の出番だ。それに加えて、実体を持たぬ死霊や、上位種であるハイ・アンデッドも現れているようだ。魔力を通わせた武器や、魔法でなくては滅する事のできない魔獣である。

　次々と湧き出る魔獣たちに、冒険者たちは苦戦しているようだった。数が多いのもあるし、腐敗した死体の臭気は直に鼻を突く。集中力が中々持続しない。

「クソッタレが！　なんで突然こんなに湧きやがった！」

「知るか！　無駄口叩いてっとやれられんぞ！」

　ジリ貧かと思われた時、突如として幾本もの矢が飛んで来て、手近なアンデッドに突き刺さった。アネッサだ。矢には何か術式が刻んであるらしい、次々と炸裂し、間近に迫っていたアンデッドが消し飛んだ。敵との距離が一気に空き、冒険者たちは安堵の声を漏らす。

　さらにミリアムの魔法がきらめいた。幾何学模様が幾重にも展開し、雷撃が次々と迸る。それは的確にアンデッドを貫き、たちまち黒焦げにした。

　そこにアンジェリンが飛び込んだ。滑るような足さばきでアンデッドに近づくや、次々と斬り裂いて行く。実体のない筈の死霊も一撃で真二つにした。何の変哲もない剣では何度も斬らねば死なないアンデッドも、魔力の多く込められた剣ならば一撃で死ぬ。

　次々とアンデッドを屠るその姿を見て、冒険者たちは喝采を上げた。

「すげえ！　流石はＳランクのパーティだ！」

「たはは、格がちげえ……」

「バカヤロウ、負けてられるか！　ボルドーの冒険者の意地を見せろ！」

　冒険者たちも発奮したらしい、勢いを増して反撃に出た。

　ベルグリフはその様子を少し後ろで見ていた。娘の活躍に思わず顔がほころぶ。今見える彼女は甘えん坊のアンジェではなく、Ｓランク冒険者〝黒髪の戦乙女〟アンジェリンだ。これならば安心できる、とベルグリフは思った。

　冒険者だった頃、こういう共同の討伐依頼を受けた事も何度かあったっけ、と何だか懐かしい気分になる。またこんな場所に立つ事になるとは思っていなかった。

「……感傷に浸っている場合じゃないな」

　ベルグリフは剣を抜き、前に出た。隙のできた冒険者に襲い掛かるアンデッドを一刀で切り伏せる。冒険者たちがどよめいた。

「おお……あんた、〝赤鬼〟の……」

「及ばずながら助太刀しよう」

「助かるぜ、百人力だ！」

「こいつぁ頼もしいや！」

　冒険者たちはさらに勢いづいて武器を振り上げた。そこまで頼もしくもないと思うが、とベルグリフは苦笑した。

　アンジェリンたちの初撃で勢いを削がれたアンデッドたちだったが、まだまだ数の力は健在である、後から後から湧き出て来て、再び勢いを増して来た。

　アンジェリンは臭気に顔をしかめながらも衰えぬ動きでアンデッドを屠り、アネッサとミリアムも矢と魔法で応戦する。サーシャも疾風の如き動きで剣を振るって駆け回った。

　今の体ではあんな風に駆ける事はできない。ベルグリフは深呼吸した。臭気が鼻を突くが、耐えられないほどではない。この体に合った動きを、と考える。これは実戦稽古だと思うと何だか可笑しい。

　義足を軸にして、ゆらゆらと揺れる。アンデッドは力で斬るものではない。飛びかかって来るアンデッドを最小限の動きでかわし、その動きと連動するように剣を振るう。自分の持つ魔力の量は少ないながら、それでも剣と感応し魔力が流れるように。驚くほど抵抗なくアンデッドは斬り裂かれて動かなくなった。

「……アンデッド以外にも応用できる、か？」

　呟くと同時に別のアンデッドが迫る。だが肉体が腐敗している分、決して俊敏な動きではない。ベルグリフはそれも難なくかわして斬り裂いた。

　この動きならば体にはあまり負担がかからない。しかしまだ慣れない。気を抜くと隙だらけになりそうだ。

「……考えても無駄だな」

　感覚を研げ。

　彼は自分に言い聞かせる。そして剣を握り直し、次のアンデッドに向かった。体はともかく、心は昔に戻ったようだ、とベルグリフは笑った。

　Ｓランクのパーティが参戦した事で、次第に戦況は冒険者の側に傾いていた。アンデッドは少しずつ数を減らしている。しかし、エルモアが要請している筈の結界は未だに起動しない。これが起動すればアンデッドなど瞬く間に駆逐できるのだが。

　冒険者たちが段々と疲弊し始めた時、エルモアが走って来た。疲れと体の痛みで一旦後ろに下がっていたベルグリフの横に来て焦ったように言う。

「まずい事になりました。この雲の影響か、結界が起動しないのです。これではアンデッドを押さえ込めない」

「結界が……？　この雲はいったい……」

　ベルグリフは空を見上げた。日が暮れかけて来たからだろう、雲は益々黒く、濁ったようになって空を覆い尽くしている。だが、その黒の中にも濃淡がある。雲の厚さだろうか？

　ふと、ベルグリフはボルドー家の屋敷の方を見た。その上だけ変に雲が分厚く、暗いように思われた。

「確か西……ヘイゼルから？」

　嫌な予感がした。ヘイゼルはボルドー家の方針に異を唱える輩が治める町だ。

　ベルグリフはエルモアに向き直った。

「エルモア殿、冒険者の大半はこちらに？」

「はい、依頼で外に出ている者を除いて、殆どがここに集結している筈です、兵士たちもこちらか、住人の避難した場所におります。ここほどではありませんが、町のあちこちにアンデッドが現れているのです」

「……これは何者かの策謀やも知れません。狙いが他にあるような……」

　エルモアも頷いた。

「確かに不自然ですね……このような事が前触れもなく起こるのは妙だ」

「私はボルドー家の屋敷に向かいます。あの上空だけ妙に雲が濃い。どうにも嫌な予感がします」

「む……確かにそうだ……」

　エルモアは墓場の方をちらりと見た。冒険者たちはくたびれているようだが、アンジェリンたちはまだ最前線で駆け回っている。

「私もご一緒しましょう。こちらはアンジェリン様方とサーシャ様がおられれば心配ありますまい」

「助かります。実はまだ道が不案内でして……」

　ベルグリフは苦笑した。近くで話を聞いていたらしく、協力を申し出た冒険者たち数人も加えて、ベルグリフはボルドーの屋敷へと駆け出した。





○






　完全に奇襲だった。屋敷の警備の兵すらも大半を町に出してしまい、手薄になっていたのだ。一階は既にアンデッドが徘徊し、外に逃げる事すらできない。多勢に無勢とはこの事だ。

　数少ない兵士と共に、アシュクロフトは二階の廊下に陣取っていた。玄関からじりじりと押され、ここまで来てしまったのだ。

　背後の部屋にはヘルベチカとセレンが使用人や少数の護衛たちと共に籠っており、眼前にはアンデッドが押し寄せている。今朝がたアンジェリンに叩きのめされた時の傷は霊薬である程度癒えている。しかし本来は一晩眠って霊薬が体中に行き渡らなければ傷は完治せず、本調子であるとはいえない。

　加えて、単なるアンデッドだけではなく、強力な上位種も幾匹か交ざっている。臭気が鼻を突き、中々集中できない。対人戦ならば自信があったが、こういった魔獣相手の戦いは冒険者ではないアシュクロフトはやや不慣れだ。兵士たちも次々と倒れ、もう十人も残っていない。

　こんなタイミングでこんな事が起こるとは、とアシュクロフトは唇を嚙んだ。自分のくだらない自尊心で揉め事を起こし、この非常時に全力を出せない事を悔やんだ。

「くそ……何がボルドーの家令だ……愚か者め」

　アシュクロフトは、とある男爵家の四男坊だった。どうあがいても家督を相続するには及ばず、せいぜいがどこかの家に仕官して禄を食むくらいの事しかできない筈だった。

　だが、彼の持つ才能を見抜いたヘルベチカに抜擢され、前ボルドー伯の時代から領地運営の中枢に携わる事ができた。ゆえにボルドー家に対する揺るぎない忠誠心がある。全幅の信頼を置かれ、さらに今まで滞りなく領地を発展させてきた自負があり、忠誠心から来る自信もあって、やや天狗になっていた事は否めない。ヘルベチカを始めとした姉妹たちがベルグリフに心酔している事に嫉妬心を起こしたのも無理からぬ事ではあった。

　だが、その結果がこれだ。下手をすれば命よりも大事な主を死なせてしまうかも知れない。今朝がたからの失敗といい、今まで自分が持っていた誇りや自尊心が打ち砕かれるような心持ちである。

　だが、消沈している暇などない。痛む体を奮い立たせ、アシュクロフトは咆哮した。

「命に替えてもここを守れ！　ヘルベチカ様、セレン様に一歩たりとも近づけるな！」

　そして自らも前に立って剣を振るう。サーシャに及ばぬながら、鍛錬を続けたその剣技は本調子の体でなくとも苛烈だ。

　しかしアンデッドの数は中々減らず、勢いも衰えない。前の者が倒れれば、それを乗り越えて次の者が寄せて来る。加えてこの悪臭だ。疲労と集中力切れで動きは鈍り始める。

　隣に立つ兵士が悲鳴を上げた。アンデッドが首元に嚙みついている。アシュクロフトはアンデッドを斬り払うが、兵士は既に事切れていた。次第に押されている。

「……身の程を弁えなかった報いか」

　アシュクロフトは呟いた。しかし、報いを受けるのは自分だけでいい。せめて主たちは逃がさねば。

　ずれた眼鏡を直し、血路を開こうと力を振り絞って斬り込もうとした矢先、不意にアンデッドたちの後方から何か聞こえた。敵の増援という風ではない。アンデッドの断末魔の唸り声と、その肉を斬り裂く音、何かが炸裂する音だ。

「な、なんだ……？」

　次第にその音は近くなった。アシュクロフトの前に迫っていたアンデッドが、背後から斬り裂かれる。赤髪が揺れた。アシュクロフトは呆気に取られた。

「ベ……ベルグリフ、殿……」

「ご無事でしたか、アシュクロフト殿！」

　ベルグリフは安堵したような笑みを浮かべ、大きく息をついた。町中を全力で走って来て、屋敷に飛び込んでからは一心不乱にアンデッドを切り伏せてここまでやって来たのだ。多少の傷は無視して突き進んで来たが、体を痛めている四十男には少し辛い。

　ベルグリフの背後で魔法が炸裂した。エルモアが手から魔弾を放ってアンデッドや死霊を消し飛ばす。アシュクロフトの方を見返って、エルモアも微笑んだ。

「アシュクロフト様、ご無事でしたか？　ヘルベチカ様は……」

「……う、後ろの部屋に……しかし、お二人とも、何故……」

　ベルグリフは息を整えながら苦笑した。

「嫌な予感がしたのですよ。半分は勘でしたが……ご無事で何よりです」

　微笑むベルグリフを見て、アシュクロフトの目には涙が滲んで来た。安堵から来るものだったのか、不甲斐なさから来るものだったのか、それは彼自身にも判然としない。ただ、それがひどく照れ臭く、アシュクロフトは嗚咽して俯いた。ベルグリフはその肩を優しく叩く。

「さあ、泣いている暇はありませんぞ。早く屋敷を出なくては」

「────ッ！　そうですな！」

　アシュクロフトは扉を開き、ヘルベチカたちを呼んだ。

「ヘルベチカ様、セレン様！　敵が減りました！　脱出しましょう！」

　こんな時にも落ち着いた表情のヘルベチカはこくりと頷いた。セレンは少し怯えた様子だったが、ベルグリフとエルモアの姿を見て、安心したように表情を緩ませた。

　残ったアンデッドを始末しながら屋敷を出る。一線を退いたとはいえ、エルモアは流石に元ＡＡランクの冒険者であるし、一緒に来た冒険者たちも魔獣退治は専門家だ、兵士たちよりも慣れた手つきでアンデッドを退けた。ベルグリフも痛む体を酷使して剣を振るった。

　外はもう日が暮れかけており、雲が分厚いのもあって闇が深い。エルモアが小さな光球を手から出して照明にした。

　ヘルベチカとセレンを囲むようにして、一行は足早に進む。周囲を警戒しながら、ベルグリフはエルモアに話しかけた。

「ひとまず冒険者や兵士たちと合流するのが安全でしょうな」

「ええ。墓場の方の戦いが終わっていればいいのですが……しかしベルグリフ様、辛そうですが大丈夫ですか？」

　ベルグリフは苦笑した。

「恥ずかしながら、少し前から体を痛めておりましてな……少し張り切り過ぎました」

「なんと……」エルモアは申し訳なさそうに顔を歪めた。「そうとは露知らず……無理をさせてしまいました」

「はは、こんな状況で一人安穏としているわけにもいきますまい。お気になされるな」

　泰然と笑うベルグリフに、アシュクロフトがおずおずと話しかけた。

「……私も体を痛めていたのに、満足に働けなかった……ベルグリフ殿、あなたは大した人だ。改めて今朝がたの無礼をお詫びさせてください」

「何をおっしゃる。貴殿があそこで食い止めていてくださったから我々も間に合ったのです。アシュクロフト殿、貴殿は実に立派に働かれた。誇ってよい事です」

「……敵わないな……本当に」

　アシュクロフトは恥ずかしそうに俯いて頰を搔いた。不意に、その頭に手が伸びて来て髪の毛をくしゃと揉んだ。ヘルベチカが微笑んでいる。

「ベルグリフ様の言う通りです。あなたはよくやりました」

「……勿体なきお言葉」

　また涙ぐむアシュクロフトを見て、セレンがくすくす笑った。

「何だか泣き虫になったわね、アッシュ」

　アシュクロフトはひどく赤面し、誤魔化すように眼鏡に手をやった。





○






　墓場の奥の方で、何か大きな魔力の気配が膨れ上がっていた。

　前に出て来たアンデッドの数はすっかり減り、大勢は決したように思われた。しかし、アンジェリンは嫌な予感をひしひしと覚えていた。

　お父さんはどこだろう、と見回す。少し前までは後ろの方で戦っていたのを見た。同じ場所で戦えていたのがひどく嬉しかったが、今は姿が見えない。後ろに下がっているのだろうか？

　あっ、と誰かが叫んだ。頭上を指さしている。その場の誰もが空を見上げた。

　空を覆っていた黒雲が地上の一点に収束して行く。墓場の奥の方だ。生ぬるい風が吹き、まるで何かが呼吸しているようである。アンジェリンは目を細めた。知っている感覚だ。前に相対した事のあるような……。

　雲が収束するに従って、夕暮れの空が現れた。地上の方が薄赤に染まり、そこから天頂に向かうにつれて紫、群青とグラデーションになる。星も幾つかきらめいているようだ。その美しい空の下に、禍々しい何かが立っていた。まるで影法師だ。夕闇をかき集めて何かの形にしたような、そんな具合である。だが、その形は一定せず、まるで粘性魔獣スライムのようにぐにぐにと形を変えた。

　ちりちりと、肌に刺すような魔力が辺りに漂った。アンジェリンは肩を回して深呼吸した。

「……また魔王？　けど……」

　前に戦ったものとは少し違う気がする。形も雰囲気も似ている。しかし、どこか作り物のようだ。アンジェリンの脇にアネッサとミリアムが立った。

「妙な気配だな……あの黒い塊か？」

「何、あれ。すっごく嫌な感じ」

「……多分、魔王……かな？」

　アンジェリンの言葉に二人はギョッとして影法師を見やった。

　影法師は形を変えながら、辺りをうかがうようにゆっくりと動いた。丸い胴体のような部分から触手のようにうごめく手足が幾本も伸び、さながら蜘蛛のように這いずる。

　その丸い胴体が横に裂けたと思ったら、歯と舌が見えた。


『あ……が……か、える……おう、ち……』



　途端、その口の中から影のような魔獣が幾匹も這い出して来た。死霊の一種、ダークウォーカーだ。影のようなその姿は宵闇に紛れて見えづらい。冒険者たちはどよめいた。アンジェリンが大声を出した。

「光魔法！　照明を出して！」

　その声に我に返ったかのように、魔法使いたちが各々で詠唱し、光球を打ち上げる。暗くなっていた墓場が光に照らし出され、ダークウォーカーたちの動きが鈍った。

　サーシャが剣を振り上げ叫んだ。

「好機！　攻め立てるぞ！」

　冒険者たちは鬨の声を上げ、武器を構えて前面に押す。

「アーネ、ミリィ、雑魚は任せた……」

　返事を聞く前にアンジェリンは地面を蹴る。鈍い動きのダークウォーカーの間をすり抜けるように駆け、影法師に肉薄した。

　剣を振るう。触手のような腕は難なく切り落とされて、地面に落ちるや蒸発するように黒い煙になって消える。アンジェリンは怪訝そうに目を細めた。

「手ごたえがない……なんだこれは……」

　だが、不意に横から衝撃が来る。別の腕が鞭のようにしなって、アンジェリンの横腹を打った。

　吹き飛ばされるが、回転して着地する。衝撃は凄かったが痛みはない。脇腹をさするが、特に傷になった様子もなかった。

「ハリボテ……？」

　アンジェリンを囲むように腕が幾本も伸びて襲い来る。腕というよりは触手だ。ぐねぐねと幾本も胴体から伸びている。速い。しかし対応できないほどではない。アンジェリンは身をかがめて剣を振るい、触手を次々と斬り裂いた。だが霞を斬るようで何だか変だ。からかわれているような気持ちになる。

「舐めやがって……！」

　触手をあらかた切り落としたアンジェリンは剣を振り上げると、影法師の丸い胴体に思い切り振り下ろした。剣はやはり難なく胴体を斬り裂く。だが、同時に炸裂するかの如く胴体が黒い霧になってアンジェリンを包み込んだ。

「げほっ……！」

　鼻や口からそれを吸い込んだ途端、既に癒えた筈の肩の傷が痛み出した。毒か？　とアンジェリンは咄嗟に後ろへと跳ぼうと足に力を込める。だが、霧が突如として質量を持ったかの如く邪魔をして体が動かない。アンジェリンはその場に押さえ込まれるように膝を突いた。

　頭の中に妙な声が響く。

『オマエモオナジダオマエモオナジダオマエモオナジダ』

「かっ……は……っ！」

　息が苦しい。胸に手を当て、ぜえぜえと肩で息をする。その度に黒い霧が少しずつ吸い込まれる。脂汗が額に滲む。肩の傷は焼け付くように痛み、血も滲んで来たようだ。

「何だっていうんだ……ッ！」

　アンジェリンは力を振り絞って身をよじり、力を込めて何とか霧の中から飛び出した。足がもつれて受け身も取れない。肩から地面に倒れ込む。

「アンジェ！」

「なになに、どうしちゃったの！」

　アネッサとミリアムが駆け寄って来る。だが、霧は再び集まって影法師となり、触手を鞭のように振るって二人を阻む。他の触手は倒れたアンジェリンの足や腕を摑んだ。

『カエロウカエロウカエロウ』

「うるっ……さい！」

　力ずくで剣を振るい、触手を斬り裂く。だがその数はどんどん増え、アンジェリンの体中に巻き付いた。一本一本が生きているかのように体の上でうごめく様に、アンジェリンの肌は粟立った。頭の中には妙な声が響いている。

『オナジダオナジダオナジダカエロウカエロウカエロウ』

　自分が自分ではなくなるようだった。

　ゾッとする恐怖感が這い上がって来て、アンジェリンは当惑し、知らぬうちに涙を目に滲ませた。

「やだ……こんなの……！」

「アンジェどのーッ！」

　その時サーシャが剣を振るって飛び込んで来た。一刀でまとめて触手を斬り払い、アンジェリンを抱え上げる。頭の中の声が止んだ。しかし体は痺れたように動かない。アンジェリンは大きく息をつき、悔しそうに呻いた。

「ごめんサーシャ……不甲斐なし……」

「アンジェ殿……くそ、なんという魔獣だ……」

　サーシャはアンジェリンをおぶい、後ろに下がる。

　Ｓランク冒険者が敗退したのを見て、冒険者たちがどよめいた。目に見えて狼狽し動きが鈍る。影法師の胴体には再び口が開き、ダークウォーカーが次々と這い出て来た。形勢が一気に傾いてしまったように思われた。

　影法師はぞわぞわと幾本もの触手を揺らめかせ、ゆっくりと前進して来る。ダークウォーカーも数を増し、冒険者たちはじりじりと後退した。その時、急に脈動するかの如く空気が揺れた。冒険者たちは驚いて辺りを見回す。彼らの間を通り抜けて、十歳程の少女が一人歩み出た。白い長髪に赤黒い瞳だ。

「おい！　危ねえぞ！　戻れ！」

　少女は冒険者たちの前で振り返ると、親し気な笑みを浮かべた。

「御心配なく！」

　同時にダークウォーカーが飛びかかって来る。冒険者たちは息を吞んだ。咄嗟に飛び出そうとする者もあった。だが、少女は動ずることなく右手を掲げた。飛びかかって来たダークウォーカーはまるで弾かれたように吹き飛ぶ。

「導師ソロモンの奇跡！　ご照覧あれ！」

　瞬間、少女の体から恐るべき魔力の奔流が起こり、影法師の方へ向かう。魔力は影法師を中心に渦を巻き、次第に勢いを増した。それに従って、影法師の体はほどけ、黒い霧になって渦に巻かれ、上空へと舞い上がったと思うや、やがて溶けるように消え去った。気付けば、ダークウォーカー始め魔獣たちの姿もない。

　冒険者たちは呆気に取られた。何だこれは。奇跡か何かか？　と誰もが夢でも見ていたような心持ちになっていた。

　少女はくるりと振り返り、にこやかに笑って両手を広げた。

「さあ、皆さん、危険は去りましたよ！」

「な……何者なんだ、あんた……」

　誰からともなく出た問いに、少女はにっこり笑って答えた。

「シャルロッテと申します！　世界を救いたいが為に方々を旅している者です！」

　同時に蹄の音と甲冑の音がした。冒険者たちが馬上の太った人物を見て困惑したような声を上げる。

「マ、マルタ伯爵？」

「なんでこんな所にいやがるんだ……」

　マルタ伯爵は冷ややかな視線で冒険者たちを一瞥し、サーシャに目を留めた。サーシャの方へ馬を進め、無礼というくらい慇懃な態度で頭を下げる。

「これはこれはサーシャ様。随分苦戦なされたご様子で」

「マルタ伯爵……なにゆえこちらに？」

　マルタ伯爵はくつくつと笑った。

「丁度昼過ぎ、西から妙な雲が流れて来ましてな。丁度滞在なされていたシャルロッテ様の言によれば、魔力を含んでおり危険だと。妙な胸騒ぎがしましたので、急遽兵を連れてこちらに駆け付けた次第です、いや、間に合ってよかった」

　口ぶりは丁寧だが、馬上から見下ろす事を止めようともしない。分かっていてやっているな、とサーシャは唇を嚙んだ。マルタ伯爵は続ける。

「どうやら死霊系の魔獣だったようですが、結界はどうなされたので？」

「……なぜか結界が起動しなかったのです」

「ほう！　それは不運な！　それゆえに粒揃いの冒険者たちが揃っても劣勢になったのですな！　いやはや、わしらが間に合わなければどうなっていた事か……肝心な時に対応が後手に回るとは、ボルドー家の皆様は余程政務にお疲れのようですなア」

　皮肉めいた言い回しに、サーシャは悔しそうに俯いた。無礼者と叱責して追い返したかったが、彼らが影法師の魔獣を撃退したのは確かだ。居丈高な態度を取ってはボルドー家の威信に関わる。

　言い返さないサーシャを見て、マルタ伯爵は詰まらなそうに鼻を鳴らした。

「ともあれ、ご無事で何よりですサーシャ様。ヘルベチカ様もご無事ならばいいのですが」

「……姉上は屋敷におります。ここよりは安全かと」

「ほう、さようですか」

　何が面白いのか、ニヤニヤと笑うマルタ伯をサーシャは睨み付けた。しかしちっとも臆した様子はない。却ってその視線を愉悦と感じているようでもあった。その時、サーシャに背負われたままだったアンジェリンが、ぼそりと呟いた。

「遅れて来たのに偉そうに……なんだこの豚は」

　耳聡く聞きつけたらしいマルタ伯爵の顔から笑みが消えた。

「何だと……小娘、貴様今何と言った！」

「遅れて来ていいとこ取りだけする奴は冒険者じゃ最低……つまりお前は最低」

　歯に衣着せぬアンジェリンの物言いに、マルタ伯爵はたちまち顔を紅潮させ、歯を食いしばって震えた。

　だが、マルタ伯爵が何か言おうとした時、サーシャがパッと表情を明るくして叫んだ。

「姉上！　セレン！」

　マルタ伯爵がギョッとしたように振り返る。まるで死人でも見るかのように目を見開いた。ヘルベチカがセレンやアシュクロフト、ベルグリフたちを伴ってこちらにやって来た。

　ヘルベチカは相変わらずの微笑みを湛えてマルタ伯爵に会釈した。

「卿、遠路遥々の援軍、感謝いたします。ボルドー伯としてお礼を申し上げますわ」

「む、む……ど、どうという事もございません」

　ヘルベチカは笑みさえ浮かべていたものの、目はちっとも笑っておらず、まるで刺すような視線でマルタ伯爵を見ていた。マルタ伯爵は動揺したように視線を泳がせる。そこにアシュクロフトが前に出た。

「伯爵、仮にもあなたほどのお方が仕えるお方の前で下馬しないのはいかがなものでしょう？」

　マルタ伯爵はハッとしたように慌てて馬を下りて頭を下げた。ヘルベチカは少しだけ微笑んだが、すぐにマルタ伯爵など眼中にない、というように周囲の兵たちに言った。

「今夜はまだ何が起こるか分かりません。住人たちはこのまま避難させておきます。皆さんには無理を頼みますが、交代で夜警を。冒険者の皆さん、本当にお疲れ様でした。またご助力を願うと思いますが、まずは体を休めてください」

　冒険者たちはそれで安心したようで、やれやれと力を抜いてギルドの方へ去って行く。ヘルベチカはマルタ伯爵たちの方に向き直った。

「卿、こんな状況ですので大したおもてなしもできませんが、遊びに来られたわけでもないでしょう？　せっかく兵を率いて来てくださったのです、夜警の手伝いをお願いいたします」

　マルタ伯爵は悔し気に首肯すると、馬に飛び乗り足早に去って行った。シャルロッテは慌ててその後を走って追いかける。

　ヘルベチカは嘆息した。

「……わたしが死ななかったのが、彼にとって誤算だったようですね」

「しかしお姉さま、証拠は何もありません。慎重に動かなくては」

「分かっていますよセレン……さあ、屋敷を片付けなくてはね」

　それぞれがそれぞれの役割を果たすべく動いている。

　ベルグリフは気が抜けてやって来た痛みに顔をしかめ、鈍い動きで歩き回りながらアンジェリンたちを捜した。そして、サーシャに背負われてくたっとしているアンジェリンを見つけて仰天し、痛みも疲弊も忘れて脱兎の如く駆け寄った。

「アンジェ!!　どうした！　何があった！　大丈夫か！　怪我したのか!?」

　大慌てのベルグリフを見て、アンジェリンはくすりと笑った。

「平気……でも力がでにゃい……おんぶして」

「そうか……よかった……ほら、おいで」

　ベルグリフはサーシャから引き受けて、アンジェリンをおぶった。アンジェリンは満足そうにベルグリフにぎゅうと抱き付いた。そして、あの黒い霧に包まれた時の妙な感覚を思い出して顔をしかめた。

「……違う。わたしはわたし……」

　首を振って嫌な考えを吹き飛ばす。今はこの大きな背中に安心してもたれていればいい。

　ホッとしたせいか、そっと忍び寄って来た睡魔に逆らわず、いつの間にかアンジェリンは寝息を立てていた。











二十五　宿の二階の一室で









　宿の二階の一室である。ボルドー家の屋敷が魔獣の襲撃で使えなくなっているからと、マルタ伯爵はここに押し込められていた。元が冒険者や旅人、商人を相手にする宿だから、決して上等とはいえない。ベッドが一つ、テーブルが一つに椅子が二つ。飾り気も何もない。貴族からすれば豚小屋もいいところだ。

　マルタ伯爵はイライラした様子でテーブルを叩いた。

「何故ヘルベチカが生きているのだ！」

「わたしに怒鳴らないでよ！　屋敷には強力な奴が多く発生するようにしてたのよ!?」

　椅子に腰かけたシャルロッテも、目に見えていらだった様子でこつこつと椅子の脚を踵で蹴っている。

　壁に寄り掛かった少年──ビャクがうんざりした様子で口を開いた。

「あまり大声を出すな……」

「黙れ！　何がソロモンだ！　何の役にも立たぬではないか！」

　マルタ伯爵の言葉に、シャルロッテは憎々し気に顔を歪める。マルタ伯爵は荒い足取りで部屋の中を歩き回った。

「サーシャは政治的には無能、セレンは知恵者だが、まだ子供。領主の器ではない！　ヘルベチカさえ亡き者にできていれば簡単だったのだ……」

　マルタ伯爵は、ボルドーの町の混乱に乗じてヘルベチカを殺し、かつ町を救った英雄として自分を喧伝するつもりだった。その後は抱き込んだ反ボルドー家の貴族たちに後押しさせて、代理でも何でも領主の座に座る。そうなれば、後に残ったサーシャやセレンなど物の数ではない。

　権力を利用して政敵を謀殺する事は、公都で政争に明け暮れた身としては手慣れたものだ。暗殺するなり、あれこれと理由を付けて幽閉するなり、好きなようにできる。そうなれば日和見派もこちらに付き、ボルドー領は自分のものになる、予定だった。それが全部水の泡だ。ヘルベチカが健在である以上、反ボルドー家の貴族たちも動けまい。それどころか保身に走り、自分をヘルベチカに売り渡すかも知れない。

　マルタ伯爵は地団太を踏み、腹の肉を揺らして悪態をついた。

「くそっ、くそっ！　あり得ん！　どいつもこいつも無能揃いが！」

「だから計画を後に延ばせと言っただろうが……」

　ビャクが面倒臭そうに言った。

「奴らがいなければ計画は成功した。無能はテメェだ、マルタ伯爵」

　伯爵はまるで憤死しそうなくらい真っ赤になった。何か言おうにも息が詰まるらしい、陸に上がった魚のように口をぱくぱくさせるばかりだ。落ち着く為だろうか、テーブルの上に置いたワインを瓶から直接飲む。口端から赤い滴が伝ってシャツの首元を濡らした。こんなくだらない男と協力関係にならざるを得ない、という事実にビャクはつくづく嫌になった。

　シャルロッテはフンと鼻を鳴らす。

「まだ終わっちゃいないわ。要はそのヘルベチカってのを殺せばいいんでしょ？」

　マルタ伯爵はぜえぜえと息をしながら、口元を手の甲で拭った。

「そうだ……まだ失敗したわけではない……今夜だ……お気の毒にもヘルベチカ様は再び湧いて出たアンデッドに襲撃され、お隠れになる……く、くく……」

　伯爵の瞳は澱んでいる。失敗を認められず、欲を捨てる事もできず、行きつく先はこんなものか、とビャクは冷ややかな視線で彼を見た。

「はあ……」

　部屋から出ようと椅子から立ち上がったシャルロッテを、マルタ伯爵は呼び止めた。紡がれる言葉にシャルロッテは嫌悪の情を露わにした。

「冗談じゃないわ！　そんな……そこまで残酷な事なんかできる筈ない！」

「やらねばこちらの負けだ……家族を失う恐ろしさは貴様もよく分かっているのだろう？　利用すればヘルベチカどもを揺さぶる事ができる……」

「ふざけないで！」

　シャルロッテは怒鳴って部屋を出た。ビャクも後に続く。

　宿の中は騒がしい。冒険者たちが一階の酒場で騒いでいる。初めて見たＳランク冒険者の戦いを大声で話し合い、そしてあの影法師の魔獣の恐ろしさも同じくらい盛んに口に出した。それをこっそりと見て、シャルロッテは眉をひそめる。

「嫌な感じ……ここじゃソロモンの奇跡も心を打たない」

「現状に不満を持たない奴には無駄だ。所詮は詐欺に過ぎねえ」

「それでヴィエナ教？　ふん……くだらない」

　シャルロッテは歯嚙みした。一瞬だけ見たヘルベチカの澄ました顔を思い出す。ただその場に現れただけで、場の空気をすべて持って行ったあの女。幸福である事に一切の疑問を持たずにいるあの佇まい。

「気に入らない……！」

　自分は何もかも失ってしまったというのに。

　マルタ伯爵の提案には嫌悪感しか湧かなかったのに、今となってはその望まぬものを与えてやりたいと思った。

　憎しみだった。理不尽だと心のどこかで分かっていても、もはや押しとどめる事ができない。

　シャルロッテはビャクを見た。

「混乱が必要だわ。ビャク、必ずヘルベチカを仕留めるのよ」

　ビャクは何も言わずに目を伏せた。
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　あんまりにも臭いから閉口した。屋敷のそこいらに飛び散らかったアンデッドの残骸は強烈な腐臭をまき散らし、元が人間のそれであったという事実も手伝って、片付けの手は中々進まなかった。

　それでも使用人や兵士たちはアンデッドの残骸を片付け、力尽きた兵士たちの亡骸を一か所に集めて静かに祈りを捧げた。

　一段落する頃には夜が更けていた。無事な部屋に何とか落ち着き、ベルグリフは大きく息をついた。体中がぎいぎいと軋んで痛む。止むを得ない状況だったとはいえ、少し体を酷使し過ぎたようだ。一度眠ると寝床から立てなくなるような気がする。

　アンジェリンは背中で眠ってからまだ起きない。今はベッドに横になりすうすうと寝息を立てている。アネッサとミリアムがベッドの横に椅子を引き出して付き添っているが、次第に夜が更けているのもあり、魔獣との戦いでくたびれたのもあって、二人ともうつらうつらと舟を漕ぎかけていた。

　ヘルベチカたちは別室で何か話し合っているらしい。

　体が元気ならば参加したかったが、一度腰を下ろしてしまった今となっては、また立ち上がるのも億劫な気分である。だからといって眠るのも怖い。起きられなくなりそうだ。

　黙って座ったまま窓の外を眺めていると扉がノックされた。「どうぞ」と言うとアシュクロフトが入って来た。

「お休みのところ申し訳ない。ベルグリフ殿、アンジェリン殿の具合は……」

「恐れ入ります……眠っているだけのようです。辛そうではありませんし、一晩眠れば回復するかと」

　アシュクロフトはベッドで眠る娘たちを見て、ホッとしたように息をついた。

「よかった……皆様にはボルドーを救っていただいた。お礼の申し上げようもありません」

「はは、それは過大評価というものです。町の冒険者の方々も兵士の方々も実によく戦われた」

「いえ……ベルグリフ殿、あなたが屋敷に駆け付けてくれていなければ私はもちろん、ヘルベチカ様もセレン様も死んでいたでしょう……」

　アシュクロフトはそう言って手に持っていた小瓶をテーブルに置いた。

「個人的な礼ですが……これを」

「む？」

「エルフの霊薬です。量はあまりありませんが、疲労や傷には素晴らしく効果があります。私が今朝いただいた帝国産の霊薬とは雲泥の差です」

　山脈を隔てた北のエルフ領で作られるこの霊薬は、帝国の魔法使いの作るものよりも遥かに効能が高く、材料が希少な事もあって、非常に高値で取引されている。高位ランク冒険者や大貴族ならばいざ知らず、普通に生きていては使う事はおろか目にする事も稀な品物だ。これはアシュクロフトが大枚をはたいて、いざという時の為に保管しておいたものである。

　ベルグリフは恐縮して手を振った。

「こんな高価なものを……どうせ休めば治ります。これは大事に取っておいてください」

「いえ、どうか受け取っていただきたい。こんなもので礼をしたなどとはとても言えませんが、今できる精いっぱいの謝意の表れです。私の顔を立てると思って、どうか」

　そうまで言われては受け取らないわけにはいくまい。ベルグリフは苦笑して頭を搔いた。

「そうですか……ではありがたく頂戴いたします」

　そう言うと、アシュクロフトはホッとしたように強張っていた表情を緩めた。ベルグリフが頑として受け取ってくれない事を危惧していたのかも知れない。

　アシュクロフトは一礼して退室した。部屋の中が静かになる。アネッサとミリアムはすっかりベッドに半身を預けて眠っている。

　ベルグリフは小瓶を手に取って、中の液体をしけじけと見た。少し粘りのあるもので、瓶に青い色が付いているから色は分からない。蓋を開けて匂いを嗅いでみる。きつい匂いを想像していたが、まるで森の中にいるような、爽やかで、しかしどこか懐かしい匂いがした。少し嗅いだだけで何だか体が楽になるような気がする。

　その時、アンジェリンがくぐもった声を上げた。ベルグリフはびっくりしてベッドの脇に行く。アンジェリンは悪い夢を見ているのか、苦し気に眉をひそめ、布団の中で身をよじった。寝息も少し苦しそうである。

　安心させるように、ベルグリフは手を伸ばしてアンジェリンの額を撫でた。熱はないようだ。撫でられると、アンジェリンは少し落ち着いたように表情を緩めた。

「せっかくだ……使わせてもらおう」

　ベルグリフは小瓶をそっと傾け、霊薬を一滴、アンジェリンの口に落とした。アンジェリンは「んみゅう」と言って口をもぐもぐさせる。苦かったのだろうかと思ったが、目に見えて顔色が良くなり、寝息が穏やかになった。変に強張っていたらしい体からも力が抜けている。

　凄い効果だ、とベルグリフは驚き、アシュクロフトに感謝した。

「……明日動けなくなるのも困るな」

　ベルグリフは手の甲に霊薬を一滴垂らした。琥珀色で粘りがあり、蜂蜜のようであったが、それよりもさらりとしている。

　手の甲を口元に持って行き、ひと舐めする。様々な想像に反して無味であった。ただ、鼻に抜けるような草の香りがした。不思議と重かった体が軽くなるように思われた。たった一滴の薬が、心臓が打つ度に血と一緒に体に広がるようだ。少し冷えていた手足の先に温かみが戻って来る。

「これは助かる……」

　ベルグリフは小瓶をテーブルに置き、椅子に深くもたれて目を閉じた。待っていたとばかりに睡魔が押し寄せ、体中から力が抜ける。しかし、どこかまだ落ち着かない部分があってそれが完全に彼を眠らせなかった。

　うとうとと、意識はあるのに眠っているような不思議な状態で、ベルグリフは無意識の世界にたゆたう。ひどく気持ちが楽だった。
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　マルタ伯爵の身柄を押さえよ、というヘルベチカの命を受け、サーシャは足早に屋敷を出た。マルタ伯爵は宿の二階にいる筈だ。あの男が夜間警備の陣頭指揮など執るわけがない。

　ボルドー家、ひいては領民たちをコケにしたあの野卑な男を、サーシャは許すつもりはなかった。殺すな、と言われても腕の一本や二本や三本くらいは……と考えて首を傾げた。

「腕は三本もなかったな！」

　そう言って一人で呵々と笑った。

　ボルドー家の屋敷は町から少しだけ離れている。庭を出た先には兵舎や農具の納屋などが幾つか並んでいる。屋敷自体は無骨ながら貴族然とした造りだが、その周囲はまるで豪農のような佇まいだ。畜舎もあり、よく調教された馬たちがまぐさを食んでいる。緊急時にすぐ出られるようにと馬具を付けたままのものもある。サーシャはそのうちの一頭に飛び乗った。ランプを片手に、慣れた手つきで馬を叱咤し町へと向かう。

　晴れていた筈の空に再び雲がかかって来たらしい、光っていた筈の星の姿が見えなくなっていた。何だか妙な落ち着かなさを持ったまま、サーシャは馬を走らせる。

　中途で人とすれ違った。二人連れだ。行きかけたサーシャはハッとして馬を止めた。

「待たれよ！」

　手を前に突き出し、足早に歩いて行く二人連れの前に回り込んだ。

「サーシャ・ボルドーと申します。あの影法師を退治なされた御方ではありませんか？」

　サーシャに止められたシャルロッテはにっこりと笑った。

「覚えていてくださったとは光栄です」

「はは、あれだけの活躍をなされた方を忘れる筈がありますまい。して、こんな時間にどちらへ？」

「ヘルベチカ様にお見舞いを、と思いまして。屋敷が襲撃されたと小耳に挟んだものですから、こんな夜更けながら心配になって飛び出して参りました」

　幼い容貌ながら、変に人を食ったような態度を取るシャルロッテに、サーシャは妙な感じを覚えた。何か隠している、と思う。魔獣を片付けたのは確かに彼女だが、マルタ伯爵の下に滞在していた、というのも妙だ。

　サーシャはあくまで親し気な態度を崩さずに馬から下りた。

「それはありがたき申し出。しかし、当家もまだごたごたしておりましてな、それに屋敷の片付けも済んでおりません、到底お客様を迎えられる状態ではないのです」

「お気になさらず。元々旅の身です、いくら汚れていようが気になりません」

「いえ、我が家の威信にも関わりますので……もう夜も更けた事ですし、夜が明けてから改めて……」

　言いながら、サーシャはそっと剣の柄に手を置いた。受け答えする態度や言葉は流麗だが、あまりに不自然だ。もしかしたらマルタ伯爵などよりも、この少女の方が余程危険な存在かも知れない。姉や妹のように確固たる理由があってそう思うわけではないが、冒険者として培った勘がそう告げていた。

　ここでこいつも捕らえておく。

　まさに剣を抜こうとした瞬間、サーシャの肌が粟立った。

　咄嗟に背後に跳ぶ。

　ずん、と音がして、さっきまで立っていた所が押し潰されたようにへこんだ。馬が驚いたように嘶き、踵を返して逃げて行く。シャルロッテも驚いたように見返った。

「ビャク！　お前、何考えて……！」

「無駄だ。感づかれた。殺した方がいい」

　シャルロッテの後ろに立っていたビャクが、鋭い目つきでサーシャを睨んでいた。かぶっていたフードは肩に垂れ、白かった筈の髪の毛が黒く染まっている。

「サーシャ・ボルドー。半端に賢かった自分を恨むんだな」

「──ッ！　貴様ッ！」

　サーシャは剣を抜き放つ。だがまたしても悪寒を感じ、地を蹴った。また地面がボコボコとへこんだ。

　サーシャが下がったのを見て、ビャクはシャルロッテを抱え上げると後ろへと下がって彼女を降ろし、再び前へと駆けて来た。

「おのれッ！」

　サーシャはランプを投げつけた。ビャクは腕を振る。ランプは途中で撃ち落とされたように地面に落ちる。暗闇が辺りを覆った。

　強烈な魔力の気配が迫る。サーシャは感覚を頼りに剣を振るった。何か打ち払うような感触がする。魔弾なのに見えない。ただ、少し風景が蜃気楼のように揺らめくだけだ。

　こんなのは初めてだ。気を抜くとやられる。

　しばらくの攻防の後、わずかの隙を見て、サーシャは地面を蹴ってビャクに肉薄した。駆けた勢いそのままに剣を振るう。

　斬った！

　そう思った。だが、剣はビャクの体に届く前に空中で止まっていた。砂色に明滅する半透明の幾何学模様が刃を遮っている。サーシャは驚きに目を見開いた。

「な……！」

「驚いてる暇はねえぞ」

　ビャクが腕を振った。突如として左側から激烈な衝撃がサーシャを襲った。

　まるで予期せぬ一撃にサーシャは吹き飛ばされ、地面を数度バウンドして転がった。

「あ……がッ！　く……は……ッ！」

　左腕が動かない。おかしな方向にひしゃげている。シニヨンにまとめた髪の毛がばらけ、顔にかかった。

　立たねば。

　そう思っても体が言う事を聞かない。

　何とか手放さずに右手に握っていた剣の刃をビャクが踏み付けた。闇の中でこちらに手を向けているのが分かった。

　なんと無様な、とサーシャは歯を食いしばった。

　ビャクが冷たく呟いた。

「あばよ」

　だが、その時魔弾が幾つも飛んで来た。魔弾はビャクに当たる前に阻まれて消えたが、注意を背けるのには一役買ったらしい、彼が視線を逸らした隙に、サーシャは剣を放して地面を転がった。ビャクがハッとしたように魔法を放つ。しかし間一髪でサーシャはそれを逃れた。

　さらに飛んで来た魔弾に、ビャクは顔をしかめて飛び退った。

「サーシャ様ッ！」

　兵士を引き連れたアシュクロフトとエルモアが駆けて来た。そして地面に横たわるサーシャを見て、驚愕に目を見開いた。

「なんという……！」

「アッシュ……エルモア殿……なぜ」

「サーシャ様が出て行ったのに、馬だけ戻って来たと兵士たちが騒いでいたのです。まさかこんな……ひとまず治療を」

　エルモアは手早く指示を出してサーシャを兵士たちに運ばせる。アシュクロフトは怒りの形相に顔を歪め、剣を振り上げてビャクに向き直った。

「貴様あッ！　ただで済ますと思うな！」

　そうして滑るように地面を駆けて打ちかかる。ビャクは面倒臭そうに嘆息した。

「お呼びじゃねえよ……」

　そうして掌底を打つように前に腕を突き出した。目前まで迫っていたアシュクロフトは、まるで腹を殴られたように弾き飛ばされた。何が起きたのか分からなかった。かろうじて受け身を取ったが、勢いよく咳き込んだ。骨が折れたのか、咳き込む度に痛い。胃の中身が出て来そうなのを必死にこらえる。

　エルモアが怪訝な顔をした。

「妙な……なんだ、あの魔法は……」

　考える間もなくビャクが駆けて来た。エルモアは指を向けて魔弾を放つ。しかしそれは半透明の幾何学模様に阻まれた。

「年寄りは引っ込ンでろ」

　ビャクは素早くエルモアに近づくと、殴りつけるように拳を振るった。

　エルモアは咄嗟に防御魔法を展開したが、凄まじい衝撃だ。流石のギルドマスターが膝をつく。ビャクは容赦なく追撃を加えた。防御魔法が押し負け、エルモアは吹き飛ばされて血を吐いた。力を振り絞って立ち上がったアシュクロフトも、剣を構える前に吹き飛ばされる。

　サーシャ、アシュクロフト、エルモア、とボルドーでも腕利きで知られる三人が為す術もなく退けられた事に兵士たちはどよめいた。ビャクは凶暴な笑みを浮かべ、兵士たちを見やる。その目は狂気的な熱気に澱んでいた。

「一人モ逃がサねえ。皆殺しダ──」と言いかけて、ハッとしたように頭を振った。「違う……これ以上出て来るな……！」

　髪の毛が白と黒とまだらになり、再び黒に戻った。顔から笑みがなくなり、元の通りの無表情に戻った。冷たい視線が兵士たちを刺し貫く。兵士たちは怖気づいたように、しかしサーシャたちを守るようにして武器を構える。サーシャが苦し気に叫んだ。

「馬鹿者、逃げろーッ！　わたしたちに構うんじゃない！」

　ビャクが腕を突き出した。ゆらり、蜃気楼のように風景が揺れたと思ったら、巨大な魔力の塊が迫って来た。

　駄目か、とサーシャは目をつむった。しかし、いつまでも衝撃はやって来ない。恐る恐る目を開けた。知っている背中が前にあった。

　アンジェリンが立っていた。











二十六　寝床から飛び出して来たような恰好で









　寝床から飛び出して来たような恰好である。髪の毛は束ねてこそあるが、少し寝癖になったように波打っている。ずっと着ている簡素なドレスも、眠っていたせいか所々皺になっていた。

　アンジェリンは目を細めてとんとんと踵で地面を蹴った。それからくいくいと肩を回す。体の感触を確かめるような振る舞いだ。

　ビャクの魔法が今にもサーシャたちに到達しようとした時、脇から飛ぶように現れたアンジェリンが、それを蹴り飛ばした。巨大な魔力の塊はボールのように明後日の方向に飛んで行き、溶けるように消えた。見た者たちは呆気に取られて言葉を失った。

　アンジェリンは傷ついたサーシャたちを見て眉をひそめた。

「友達をいじめやがって……」

　ビャクは不機嫌そうに顔をしかめた。

「テメェか……」

「ん」

　アンジェリンは少し怒ったような顔でビャクを見た。くるくると挑発するように剣を回した。

「……お姉ちゃんも交ぜろ」

「抜かせ……」

　ビャクは地面を蹴った。同時に腕を振るう。見えない魔法が蜃気楼のように揺らめいてアンジェリンに襲い掛かった。しかしアンジェリンはちっとも動じない。ふらふらと夢遊病患者のような足取りで、しかし、ビャクの魔法をすべてかわすか、剣で打ち払ってしまう。透明な筈なのに、全部見えているといったような動きである。地面は魔法でえぐられて穴だらけだ。

「ふん……」

　肉薄して掌底を撃ち出そうとしたビャクを、アンジェリンは詰まらなそうな表情で蹴り飛ばした。半透明の幾何学模様が直撃を阻んだが、それでも勢いそのままにビャクは後方に弾かれた。

「なんか調子良い……なにゆえ？」

　眠っている時に悪夢を見たような気がする。闇の向こうで、自分を呼ぶ声がする。それから次第に闇が質量を持って自分を搦めとり、より深い方に引きずり込もうとする、そんな夢だった。

　だが、ふとやって来た温かな手の感触に闇は遠ざかり、それから不思議な森の匂いで悪夢は完全に吹き払われた。それからはとてもぐっすりと眠っていた気がする。

　それがどうしてか突然目が覚めた。何かとても嫌な予感に身を震わせて、居ても立ってもいられなくなった。何かに呼ばれているようでもあった。だから剣を取って、そのまま屋敷の外に駆け出したのだ。確か部屋にはお父さんと、アーネとミリィと……。

　と、そこまで考えた時に再びビャクの魔法が飛んで来た。アンジェリンはそれを剣で弾き飛ばす。

「考え事してるんだ……邪魔するなよ」

「……舐めやがって」

　ビャクは、どん、と足を踏み鳴らした。途端、周囲に砂色に明滅する幾何学模様でできた立体が幾つも浮かび上がった。球体が多いが、三角形や四角形、それ以上の角を持つものもある。模様は生き物のように絶えず形を変えてぐねぐねと動いている。球体の発する淡い光で、ビャクとその周囲の地面が淡く照らされた。エルモアが驚いたように目を細めた。

「立体魔法陣……そうか、魔弾にしてはおかしいと思っていたら……」

　アンジェリンはフンと鼻を鳴らした。

「上等な手品……それだけ？」

「……仕上げを御覧じろ」

　ビャクは腕を振った。立体は勢いよくアンジェリンに向かって飛んで来た。

　アンジェリンは剣を振るってそれを打ち払う。しかしさっきの見えない魔法よりも重い。透明化を解いた事で威力が上がったのだろうか？

　大小の立体はビャクを中心に公転している。数を増し、さながら太陽の周りを回る惑星のようだ。

　立体魔法陣は高位の魔法だ。魔力の維持、形の維持、力の発揚、術者の意思によるコントロール、などの術式を幾つも重ねて作られる。質量を与える事も可能で、剣や矢も防ぐ事ができるし、相手にぶつければ攻撃にもなる。魔術式自動障壁の術式を組み込めば、術者に対する敵意や力に反応し、自動で防御させるようにもできる。その上ビャクは透明化まで組み込んでいる。これだけの数の術式を立体的に、しかも矛盾なく組み上げるのは至難の業だ。

　だが、アンジェリンはそんな事には興味がない。眼前の敵は倒すのみだ。

　アンジェリンは駆け出した。ビャクは慌てた様子もなく腕を振る。立体魔法陣が次々とアンジェリンに襲い掛かったが、アンジェリンは小さな動きでかわし、剣で払った。ビャクの腕の動きを見ていれば、どの方向から来るか分かる。

　だが、そう思っていた時、後頭部に殴られたような衝撃が来た。

　立体魔法陣が一つ、腕の動きとまるで関係なしにアンジェリンの後頭部を打った。

　一瞬視界がぐらつく。しかし考える間に体は動き、素早く地面を蹴って距離を取った。どうやら、腕の動きとは無関係に動く立体もあるらしい。

　腕と連動していると思わせて不意を衝く攻撃か、とアンジェリンは顔をしかめて頭の後ろを撫で、ビャクを睨みつけた。

「小細工が必要なら……お前はわたしより弱いって事だ」

「ふん……」

　ビャクは相変わらずの無表情だ。しかし、時折口の端や目じりが小刻みに動く。何かを必死に抑えているように思えた。

　不思議と、頭の後ろの痛みはすぐに引いた。体の調子が良いだけでなく、治癒力まで高まっているように感じる。寝ている間に何があったのだろう。

「うむ……多分お父さんの愛情パワーだな……」

　どういう思考の変遷があったか分からないが、アンジェリンはそう結論付けた。

　ともあれ、そうと分かれば俄然力が湧いて来る。余計な事を考えるのはやめだ。

「行くぞ……」

　陽炎のようにアンジェリンの姿が揺らめいた。ビャクが反応するよりも早く、アンジェリンの蹴りが腹に突き刺さった。

「が……ッ!?」

　自動防御も間に合わないほどの速度だった。肺から空気が逃げ出し、胸が詰まったようにビャクは苦悶の表情を浮かべた。さらにアンジェリンは剣の柄でビャクの肩を殴りつけた。骨の折れる感触がした。

　ビャクは顔を歪めながらもアンジェリンの腕を摑んだ。周囲を回っていた立体魔法陣が一斉にアンジェリンへと襲い掛かる。しかしアンジェリンは逆に腕を引いてビャクを引き倒すと、思い切り蹴り飛ばした。ビャクは地面をバウンドして転がった。アンジェリンはその後を追う。立体は地面をえぐって穴を作った。

「ぐ……」

　立ち上がろうとするビャクの背中を、アンジェリンは踏み付けた。

「聞きたい事がある……お前は何なんだ？　何が目的だ？」

「……それはこっちの台詞だ。テメェこそ何だ」

「わたしはアンジェリン……〝赤鬼〟ベルグリフの娘」

　それを聞いたビャクの顔が怒りに歪んだ。

「何が娘だ…………！　ふざケるンじゃねエ！」

　グキン、と嫌な音がしてビャクの肌が波立った。折れた筈の肩の骨が無理につながって行くように動く。ビャクはアンジェリンを振り払い立ち上がった。無表情だった顔に明らかな感情が渦巻き、目には狂気の炎が宿った。

「どウしてテメェばッカり！」

「……？　何を言ってる？」

　ビャクは獣のような俊敏さで飛びかかって来た。手が黒い異形のものに変わっている。鋭い爪が襲い掛かって来た。アンジェリンは剣で受け止める。

「なんだお前……人間じゃないの？」

　ビャクは答えずに攻撃を続ける。しかし頭に血が上っているのか、動きは速いががむしゃらで荒い。アンジェリンはしばらくいなしていたが、やがて諦めたように剣を振るった。ビャクの肩口から袈裟に剣閃が走った。

「グッ──!?」

　動きの止まったビャクを蹴り倒した。ビャクは仰向けに倒れる。袈裟に斬られた傷痕からは血は出ずに、どす黒い霧が漂った。

　ビャクの髪の毛が黒から白へと染まっていく。アンジェリンは怪訝そうに目を細めた。

「本当に何なんだ……新種の魔獣か何か？」

「ゲホッ……テメェと同じだよ……」

　ビャクは胸元に手を置いて目を伏せた。不意に、その姿が陽炎のように揺らめく。アンジェリンがハッとして剣を振り上げた時には、その姿は消えていた。

「しまった……逃げられた……」

　と同時に、遠くから鈍い音が聞こえた。何かが壊れているような音だ。

　アンジェリンはハッとして後ろを見返った。

　ボルドー家の屋敷に黒雲がかかっていた。





○






「お父さん！　ここよろしく！」

　突然跳ねるように目を覚ましたアンジェリンは、声をかける間もなく剣を持って飛び出して行ってしまった。うつらうつらしていたベルグリフも驚いて立ち上がった。もう眠ってなぞいられない。アネッサとミリアムも、冒険者の癖だろう、素早く立ち上がって、武器を手に鋭い目つきで周囲を見回した。

「……な、なんだ？　なにが……」

「あれえ？　アンジェは……」

　ベルグリフは霊薬の小瓶を懐に仕舞い、剣を取って窓を開けた。夜更けの空に雲がかかっている。吹く風は生ぬるく、先ほどの戦いの時に吹いていたものと同じだ。アンジェリンが凄まじい速度で庭を突っ切って駆け抜けて行くのが見えた。

「嫌な予感がするな。まだ戦いは終わってないか……」

　ベルグリフは二人の方を見た。

「行こう。ヘルベチカ殿が心配だ」

「でも、アンジェが……」

「だからこそだよ。あの子が外に出たなら、屋敷を守るのは俺たちがやらなくては」

　ベルグリフの言葉に二人は頷いた。

　部屋を出てヘルベチカの下に向かう。あれだけ動かすのが億劫だった体が驚くほど楽だ。エルフの霊薬というのは凄まじい効果を持っているらしい、とベルグリフは身をもって納得した。

　屋敷の中はまだ腐臭が漂っているが、アンデッドの死骸が片づけられ、窓が開け放されている事もあって、少しはましになっているようだった。兵士たちがそこかしこに立って目を光らせ、使用人たちが残った汚れを綺麗にしている。

　部屋ではヘルベチカとセレンが何か話し合っていた。護衛の兵士たちが部屋の前や窓際を固めている。

　足早に入って来たベルグリフたちを見て、ヘルベチカはおやという顔をした。

「どうなされました？」

「ヘルベチカ殿、また黒雲がかかっております。何かが起こりそうだ」

　ベルグリフの言葉に、ヘルベチカはやはり、というように目を伏せた。

「来るならば今夜……思った通りでしたね」

「む？」

「敵の狙いはわたし。となれば、明日になって自分の首が落ちる前に事を起こそうとする筈」

「お姉さま、ちい姉さまは……」

「分かりません……大勢だと相手に感づかれると思って一人で行かせましたが……失敗だったでしょうか……」

　サーシャの腕は信頼できるものだったが、相手の実力が分からない。マルタ伯爵を捕らえるのみと思ってサーシャを行かせたが、強力な護衛が付いていたとしたら……とヘルベチカは自らの短慮に小さく舌を打った。敵が動く前に、と焦ってしまったか。

　その時、屋敷の外が騒がしくなった。部屋に使用人が駆け込んで来る。

「お嬢様！　またアンデッドが！」

「来ましたか……落ち着いて対処なさい。相手も焦っています。くれぐれも無理をしないように」

　アネッサとミリアムが進み出た。

「手伝います」

「うん！　まだまだ暴れ足りなーい」

　ヘルベチカは微笑んだ。

「ありがとうございます、とても頼もしいですわ」

　二人は会釈して部屋から駆け出して行った。

　ベルグリフも続いて出て行こうとしたが、ヘルベチカに服の裾を摑まれた。

「どうなされました」

「その……できればお近くにいてくださいませ……サーシャもアッシュもいないので、不安なのです」

　成る程、凜とした佇まいで気丈に振る舞っているが、裾を摑む手は小さく震えていた。

　ベルグリフは微笑んで頷いた。

「分かりました。微力ながら護衛仕りましょう」

「ありがとうございます……」

　ヘルベチカは安心したように笑った。セレンもホッとした様子でベルグリフのそばに寄り添った。

　この部屋では追いつめられると逃げ場がない、というベルグリフの提案で、一同は場所を一階に移した。いざとなれば窓から出て逃げられる。屋敷に残っていた使用人たちとも合流し、ひとまず外のアンデッドが片付くのを待つ。

　屋敷の外で稲妻が光り、何かが炸裂した。アネッサとミリアムが活躍しているようだ。

　アンデッドの数は墓場の戦いよりも数は遥かに少ない。ＡＡＡランクの冒険者が二人いれば心配はないだろう。

　それよりも気になるのは、この騒動を引き起こしている黒幕の存在である。もしもマルタ伯爵が黒幕だとすれば、死霊術を使える魔法使いがそばにいるという事だ。マルタ伯爵自体はさほど脅威ではないだろうが、その魔法使いには油断ができない。

　アンジェリンは何処に行ったのだろう、と思う。町の方で何かあったのだろうか。

　不意に強い風が吹き、窓がガタガタ鳴った。外のアンデッドの臭いだろうか、顔をしかめる程の腐臭が漂って来た。

　ベルグリフはハッとして顔を上げた。咄嗟にヘルベチカとセレンを抱き寄せて叫ぶ。

「窓から離れろ！」

　突如として窓の硝子が割れ、黒い煙が部屋の中に押し寄せた。兵士たちが泡を食ったように慌てふためき、しかし煙とヘルベチカとの間に立って武器を構えた。

　黒い煙はゆらゆらと形を変え、天井近くを漂った。ベルグリフは出口の方に目をやり、言った。

「出ましょう」

　ヘルベチカは小さく頷き、セレンの手を取ってゆっくりと部屋の出口へ向かった。ベルグリフは二人を背に守りながら、剣の柄に手をやって煙を睨み付ける。煙は漂いながら、床の一点に集まり始めた。少しずつ何かの形になろうとしているようだ。形ができるまでは動きそうにない。

　ズキン、と幻肢痛が疼いた。右足を失った時の燃えるような痛みが、足の方からじくじくと這い上がって来る。脂汗が滲む。

　ベルグリフは歯を食いしばり、油断なく煙を睨み付けながら二人を部屋の外に出し、続いて兵士や使用人たちも外に出す。それから自分が殿しんがりになって、廊下を進んだ。

　後ろの方で扉が破られる音がした。あの煙が形を持ったのだろう。

　ベルグリフは足を止めてヘルベチカに呼びかけた。

「ヘルベチカ殿、外のアンデッドはあらかた片付いている筈です。屋敷の方々を連れて、アーネとミリィと一緒にいてください」

「はい……ベルグリフ様は……」

「皆さんが外に出られるまであれを止めます」

　見やった。黒い影法師のようなものが廊下を進んで来た。

　丸い胴体から触手のような足がいくつも生えている。歪な蜘蛛のような姿だ。しかし墓場の時よりもずっと小さい。

　ベルグリフは剣を抜き放って叫んだ。

「お早く！」

「けれど……あなたが死んではアンジェリン様が悲しみます！」

　ベルグリフは振り返って微笑んだ。

「死にませんよ。冒険者は命あっての物種、とあの子に教えたのは私です。ここで死んではあの子に合わせる顔がない」

「……ご武運を！」

　ヘルベチカは一瞬だけ逡巡したようだったが、すぐに表情を引き締めて踵を返した。

「皆さん、行きますよ！　セレン、急ぎなさい！」

「は、はい、お姉さま……」

　セレンは心配そうにベルグリフを見返りながら、それでも姉と一緒に駆けて行った。

　ベルグリフは大きく息を吐いた。前を見る。影法師が迫って来た。幻肢痛がいよいよ痛い。

「さて……」

　ベルグリフは顔をしかめながらも剣を振り上げ、影法師に向かって駆けた。

　影法師は触手を揺らめかせ、鞭のように振るった。

「……遅い」

　しかしベルグリフを打ち据える前にそれはすべて斬り裂かれて落ちる。斬られた触手は黒い煙となって消えた。

　体が恐ろしいほど軽い。エルフの霊薬の効果だろうか。幻肢痛だけは疼くが、体を動かす事で高揚して来たのかそれも気にはならない。感覚が異様に研ぎ澄まされ、鮮明に、相手の動きが手に取るように分かる。柄を握る手から刃までが腕と一続きになったかのような強烈な感応があった。

　まるでバターでも切るかのように触手を切り刻み、あっという間に胴体へと肉薄した。

　足は止める。しかし剣は駆けて来た勢いそのままに横なぎに振るう。驚くほどすんなりと、影法師は横に切れて崩れ落ちた。しゅうしゅうと音を立てながら、黒い煙になって消えて行く。

「……こんなものか」

　やや拍子抜けだった。それゆえだろうか、何か決着のついた感じがしない。

　しかし、ぼうっとしている暇はない。ヘルベチカたちと合流しなくては、とベルグリフが剣を腰に納めかけた時、煙の向こうに人影が見えた。目を凝らすと、小さな少女である。

　シャルロッテが立っていた。怒りに顔を歪め、握りしめた拳をわなわなと震わせている。ベルグリフは怪訝そうに目を細めた。

「君は……確か酒場で……」

「どいつもこいつも……わたしの邪魔ばっかり！」シャルロッテは足を踏み鳴らして喚いた。「なんだっていうのよ！　どうしてッ！」

「……大丈夫かい？　ここは危険だ。外に……」

「近寄らないで！」

　一歩踏み出したベルグリフに、シャルロッテは腕を突き出した。指輪の黒い宝石がきらめいた。

「もう少しだったのに……もう少しだったのに！」

　シャルロッテの体から爆発的に魔力が迸った。ベルグリフは驚いて剣の柄に手をやった。シャルロッテは狂気的な笑みを浮かべた。

「死んじゃえ」

　ぐにゃり、とシャルロッテの背後の空間がよじれたように歪んだ。ベルグリフが目を剝くと、シャルロッテの指輪から黒い霧が噴き出して再び形を作る。気にならなかった幻肢痛が再び鎌首をもたげ、ベルグリフは眉を吊り上げて剣を握り直した。

　影法師が触手を伸ばし、再び鞭のように振るった。身をかわし、剣を振るって打ち払う。先ほどと同じで脅威にはならない。しかし、シャルロッテの指輪の宝石が輝くほどに、ベルグリフの幻肢痛も痛みを増した。

「ぐぬ……！」

　脂汗を額に浮かべたベルグリフは、このままでは埒が明かないと及び腰だった足をしっかと踏み込み、歯を食いしばったまま一気に前に押した。迫る触手を一振りで切り払い、流れるように上段に構えた剣を振り下ろす。影法師は再び両断されて、霧のように崩れて消えた。

　シャルロッテは憎々し気に顔を歪め、何か二言三言唱えた。

　指先から魔弾が撃ち出された。ベルグリフは剣で受ける。恐ろしく重い。それでも力を込めて打ち払った。だが第二、第三の攻撃が飛んで来る。流石に受け切れない。身をかわした。魔弾は大仰な音を立てて屋敷の壁を穿ち、床をえぐった。

「あはっ……あはははははっ！」

　シャルロッテは気が触れたように笑いながら、魔弾を撃って前進した。たまらずベルグリフはじりじりと後退する。

　魔弾が切れ目なく撃ち出されるのと、その一撃一撃の威力が高いために、ベルグリフは攻めあぐねた。それだけではなく、相手が少女というのも剣を振るうのをためらわせた。

　一方的なように思われたが、不意にシャルロッテの顔が恐怖に歪んだ。前に突き出した腕を引き戻し、慌ててもう片方の手で押さえる。

「な、なに、これ！　いや……いやあッ！」

　指輪にはめられていた黒い宝石が、突如として質量を増したように膨れ上がっていた。それは粘性を持ったようにシャルロッテの手を包み込み、ゆっくりと腕の方まで侵食して行く。シャルロッテは黒い塊を振り払おうとするが、まるで貼り付いたように離れない。恐怖に顔を引きつらせて泣き叫ぶ。

「やだ……ッ！　やだ、こんなの！　助けて！　お父さまぁ！　お母さまぁ！」

　魔弾が止んだ事で、ベルグリフは足早にシャルロッテに駆け寄った。シャルロッテは恐怖に取り乱してベルグリフにすがり付いた。

「助けて！　お願い！　助けて！」

「落ち着きなさい！」

　ベルグリフの一喝に、シャルロッテはビクリと体を震わせて黙った。

　ベルグリフはシャルロッテの手を見た。黒い塊がもぞもぞとうごめいて、手首まで覆っている。それはゆっくりと質量を増し、着実に肘の方に向かっていた。

　逡巡した。このまま手を斬り落とすのが早いだろうか。しかし、幼い少女だ。斬られたショックで死んでしまうかも知れない。

「……効くか？」

　ベルグリフは懐からエルフの霊薬を取り出した。栓を抜き、黒い塊に垂らす。こんな状況だ、一滴などと丁寧な事はできず、小瓶の中身は残らずしたたり落ちた。ぽとん、と触れた途端に、黒い塊が苦しむように激しく波打った。シャルロッテの目が恐怖に見開かれる。

「ひっ……！」

「────!!」

　ベルグリフは素早くシャルロッテの細腕を摑んだ。そして握ったまま指先の方に手を滑らせる。黒い塊はこそがれたようになって剝がれ、地面に落ちた。

　即座にベルグリフは剣を振り上げた。もう幻肢痛などない。全身の力と爆発的な剣との感応を込め、黒い塊に振り下ろす。廊下ごと断ち切らんばかりの斬撃を食らい、塊は二つに切断され、じゅうじゅうと音を立てながらどろりと溶けて広がった。

　シャルロッテは呆けてぺたん、と座り込んだ。ベルグリフは大きく息をつく。どうやら片が付いたようだ。剣を納め、へたり込むシャルロッテの横に膝をついた。

「……大丈夫かい？」

　シャルロッテは黙っていたが、やにわに大粒の涙を浮かべてベルグリフにすがり付いた。

「怖かった……！　怖かったよぉ！　うあぁーん！」

　ベルグリフは嘆息して、泣きじゃくるシャルロッテを撫でた。こうなってしまうとただの年相応の少女だ。こんな小さな子が何故あんな妙な力を？　とベルグリフが首を傾げていると、ぐい、とシャルロッテを引っ張る者があった。驚いて上げた視線の先にビャクが立っていた。満身創痍といった様子だが、それでも片手でシャルロッテの首根っこを摑んでぶら下げている。ベルグリフは目を細めた。

「君は……」

「ビャク……お前……」

「行くぞ」

　ビャクはシャルロッテを抱き寄せ、苦し気に腕を振った。二人の姿が陽炎のように揺れる。シャルロッテは慌てたような表情でベルグリフを見て、口を開いた。

「あっ、ありが──」

　その言葉を最後まで言う前に、二人の姿は消えた。ベルグリフは怪訝そうに眉をひそめていたが、やがて立ち上がった。

　後ろからぱたぱたと軽い足音が聞こえた。振り返ると、柔らかなものが腕の中に飛び込んで来た。

「お父さん！」

「おお、アンジェ。無事だったか」

「うん……お父さんも無事でよかった……無事だって分かってたけど！」

　アンジェリンは満足そうにベルグリフの胸に顔を押し付けた。
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　時間は少し前にさかのぼる。

　ベルグリフと別れたヘルベチカたち一行は、勝手知ったる屋敷の中を足早に外へと向かった。どうやらアンデッドは屋敷の外だけで、中までは侵入していないらしかった。

　セレンが不安そうに何度も後ろを見返った。

「お姉さま、ベルグリフ様は大丈夫でしょうか……」

「サーシャも認めるその実力は偽物ではない筈ですよ。信じましょう」

　そして、自分たちが無事でなければ身を挺した彼に顔向けできない、とヘルベチカはまた足を速めた。

　慣れ親しんだ屋敷の廊下なのにひどく長く感じた。焦っているからだろうか。

　甘かった、とヘルベチカは歯嚙みした。領民たちに慕われ、賢い領主として盤石の地盤を築いた父から、そっくりそのまま受け継いだボルドー領主の地位は、彼女にとっては大した重みではなかった。元々賢く、幼い頃から父に付き添って領地を回ったり内政に関わったりして、さらに自ら目を付けた人材を積極的に登用する事によって、父の代よりもより領地を活性化させてきた自負はある。内務の才もあるし、人望もある。剣だってサーシャやアシュクロフトには及ばないものの、一角のものだ。誰もが彼女を認め、信頼して、愛した。

　しかし、だからこそ負の面に目を向けていなかったように思われた。あまりに順風満帆過ぎたのだ。マルタ伯爵を始めとした反抗する貴族たちをまとめる事を後回しにしていた。誰もが自分に良い顔を向けてくれた。どんな相手でも、心を尽くせば時間はかかっても分かり合えると信じた。

　もちろん、それは正しいと今でも思っている。しかし、それはあくまで市井で自らの人生を懸命に生きている人々の特権なのかも知れないとも思った。その人々の何気ない日々の暮らしや当たり前の幸福は、上に立つ者の差配一つで如何様にも変わってしまう。

　権力争いに特化しているだけのマルタ伯爵が自分よりもいい政治を行えるとは到底思えない。それどころか自らの欲望を優先させて悪政を布く事など容易に想像できる。

　彼と絶対に分かり合えないとは思わない。どこかでは通じ合う部分もある筈だ。しかし、それにこだわっていて自分が失脚しては、領民たちはどうなるだろう？　自らが潔癖である事にこだわって泥をかぶらないわけにはいかない時もあるのだ。

　重かった。自分の肩には思った以上に重いものが乗っている事が、今になってありありと感ぜられた。それを自分が理解できる前に父親がこの世を去ったのが悔しかった。

「……お父さまは、この重みに耐えていらしたのですね」

　セレンが首を傾げた。

「お姉さま？　どうなさいました？」

「いえ……」

　玄関に着いた。扉は開け放たれ、外にはアンデッドの残骸が散乱している。少し向こうにアネッサとミリアムの姿が見えた。セレンが安堵の息を漏らす。

「よかった……」

　その時、背後で地鳴りがした。ずん、と屋敷が揺れる。玄関のシャンデリアが揺れて鎖がちゃらちゃら音を立てた。ヘルベチカは素早く周囲を見回し、セレンの背中を叩いた。

「出ますよ！　急ぎなさい！」

「はい！」

　ムッと鼻を突くアンデッドの腐臭に顔をしかめながら外に出ると、音でこちらに気付いたらしいアネッサとミリアムが駆けて来た。

「よかった、二人とも無事だったんですね！」

「あれ？　ベルさんは？」

「敵が裏から入って来たのです。ベルグリフ様は殿を引き受けてくれて足止めを……」

　セレンの言葉にミリアムは焦ったようにアネッサの方を見た。

「やばいよ！　助っ人に行かなきゃ！」

「馬鹿！　アンジェもベルさんもいないなら、わたしたちがヘルベチカさんとセレンを守らなきゃ駄目だろ！」

「う……だけど、あの変な影法師が相手だと……」

　アンジェだって一度負けたし、と不安げに口をもぐもぐさせるミリアムを見て、アネッサは嘆息した。

「ベルさんは大丈夫だよ。そのアンジェに勝つ人だぞ？」

「……そっか。そうだよね！」

　ミリアムは安心したように笑った。アネッサは周囲を見回す。

「しかし、アンジェの奴どこに行ったんだ……」

　言いかけて、目を細める。すぐに弓を握り直して鋭い目線で暗がりの方を見据えた。

「……まだいるな」

　その場の全員がそちらを見た。かちゃかちゃと鎧の触れ合う音がして、武装したアンデッドの一団が現れた。使用人や兵士たちがどよめく。ついさっき亡骸を集め、冥福を祈った兵士たちが、今はアンデッドとなって虚ろな目をこちらに向けていた。

　ミリアムが複雑そうな表情でヘルベチカの方を見た。

「ヘルベチカさん……」

「……構いません。彼らの魂を解放してあげましょう」

「……わたしたちがやりますよ」

　アネッサはそう言って前に出ると、弓を引き絞り素早く連射した。ミリアムも杖を振り上げ魔法の雷を呼び寄せた。アンデッドたちはたちまち体を粉砕され、倒れ伏して動かなくなる。ほんの一日前には生きた同僚だった者たちの有様に、思わず嗚咽を漏らす者たちもあった。

　アネッサとミリアムはあくまで非情にアンデッドをせん滅した。下手に情をかけるよりも早く終わらせた方がいいと思ったのだろう。ヘルベチカは二人に感謝して目を伏せた。その時セレンが引きつった悲鳴を上げた。

「ひ……ッ！　お姉さま！」

「あれは……！」

　また一人、アンデッドが現れた。比較的新しい死体で、質の良い服に身を包んでいる。プラチナブロンドの髪の毛と口髭、土気色になってはいるが忘れようもない顔──。

「おとう……さま……」

　前ボルドー伯その人であった。表情らしい表情もなく、両手をだらりと垂らしたままゆらゆらとこちらに歩いて来る。

「いや……いや、こんなの……噓……」

　セレンが力なく膝をついた。震えるその肩を、ミリアムが慌てて駆け寄って抱いてやった。

「……残酷な事を」

　アネッサが怒ったように歯嚙みして、弓矢を構えた。それを制するようにヘルベチカは一歩前に出た。携えていた剣を抜いた。

「……首を刎ねれば、アンデッドも死にますね？」

　アネッサが怪訝そうに眉をひそめる。

「ヘルベチカさん、無理しないで……」

「いえ……」

　これは自分に課せられた試練なのかも知れない、とヘルベチカは思った。領主でいるという事は、今までの箱入りのお嬢様でいる事とは違う。見たくない現実に直面した時に逃げずに向き合う事が求められてしまう。それは平民と貴族の決定的な違いだ。

　身分か、と思う。

　なるべく、その垣根を取り払おうと努めて来た。共に畑で汗を流し、同じ目線で話をしたからこそ領民に慕われ、領地は発展した。しかし、それでも自分は平民とは違うのだ。こういう時にその違いがありありと現れて来る。

「領民が逃げる為には……領主が逃げてはいけない」

　小さく呟き、目の前の父の形をしたアンデッドを見据えた。

　屋敷がまた振動した。ベルグリフが戦っているのだろう。皆が皆、自分の役目を全うしている。そんな多くの人々を背負って、自分は生きねばならない。

　大きく息を吸った。腐臭に思わずむせ返るようだが、それでもキッと前を見る。

「……お父さま。貴方が背負ったもの、今度はわたしが背負って行きます」

　ヘルベチカはゆっくりと剣を構えた。

　ぴたり、とアンデッドが足を止めた。影の具合だろうか、その顔が、ほんの少し微笑んだように見えた。
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　夜明け近くになっても何の知らせも入らない。これは失敗したと見ていいだろう。マルタ伯爵は焦って宿を出た。あの役立たずの若造どもめ、と悪態をつく。きちんと自分の指示した通りに前ボルドー伯のアンデッドを使っただろうかと思う。所詮は小娘、心を揺さぶってやればすぐに平静を乱して隙を見せるに決まっている、そう思っていた。しかし何の音沙汰もない。もしもヘルベチカが死んでいれば大騒ぎになっている筈だ。

　このままではすぐに自分は捕まるだろう。何とかして町を脱出し、再起を図らねばならない。反対派として取り込んだ東の町の貴族の下に身を寄せようか、と考える。

　足早に横丁を曲がった所で、巡回らしい兵士の一隊と出くわした。兵士たちは敬礼してマルタ伯爵に頭を下げる。

「伯爵、こんな時間にお一人でいかがなされたのですか？」

「む、む……ま、町の一大事にわしだけ安穏ともしていられんでな。見回りを……」

「おお、それは素晴らしき事！　さぞお疲れでしょう。上等ではありませんが、詰め所にワインなどございます。お休みになられてはいかがでしょうか？」

　マルタ伯爵は考えた。このまま着の身着のままで町を出ても仕方があるまい。兵の詰め所に行って、自分が連れて来た兵士たちと合流する。そして馬を手に入れればいい。何より、ここで断れば怪しまれるだろう。今更潔癖を演じたところで誰が信じるものか。

「よかろう……案内せよ」

　兵士たちはにこやかに伯爵を先導し、詰め所にまで案内した。石造りの丈夫な建物で、外では兵士や冒険者たちが火を焚いて座っている。誰もがにこやかに伯爵に挨拶した。どうやら自分が魔獣を退治したという事をこの連中は信じているらしいぞ、とマルタ伯爵はほくそ笑んだ。まったく馬鹿ばかりだ、と。

　中に入り、廊下の奥の部屋の前で兵士は立ち止まった。

「伯爵、こちらにどうぞ。上官専用の部屋です」

「うむ」

　機嫌よく部屋に踏み込んだ伯爵は、思わず目を見開いた。ヘルベチカが静かな笑みを湛えて座っていた。

「卿。ようこそいらっしゃいました」

　背後で扉が閉まった。両側から兵士に腕を摑まれる。マルタ伯爵は青ざめた。

「な、な、な……ヘルベチカ様！　これはどういう仕打ちですかな!?　こ、こ、このわしに対して！」

　ヘルベチカはくすくすと笑った。

「少しおいたが過ぎましたね……ヘイゼルで静かな余生を送っていればよかったのに」

「な、何をおっしゃる！　わしが何をしたというのだ！」

「それはご自分がよくお判りでしょう？」

　ヘルベチカは立ち上がり、しゃん、と音をさせて携えていた剣を抜いた。よく研がれた刀身に映る自分の姿を見て、マルタ伯爵は息を吞んだ。

「ま、待て！　ゆえなくしてわしを殺せば、貴様らの信用も地に落ちるぞ！　証拠！　わしがしたという悪事の証拠はあるのか！」

「ありませんよ。今は、ね」

「ば、馬鹿な！　そんな事は横暴だ！」

「後で調べればいくらでも分かる事です……しかし卿。あなたが抱き込んだ協力者たちを教えてくれれば、命だけは助けて差し上げましょう。領地からは放逐させていただきますが」

「おお……！　よ、よかろう！」

　マルタ伯爵はべらべらと協力者たちの名前を挙げた。名前が出る度にヘルベチカは悲し気に目を伏せた。

「こ、これで全部だ！　もうよかろう？　早くわしを解放せんか！」

「ふむ？」ヘルベチカは首を傾げた。周りの兵士たちを見やる。「わたし、そんな事を言いましたか？」

「いえ、言っておりません。何かの間違いでは？」

「聞いておりませんなあ」

　マルタ伯爵は呆気に取られていたが、謀られた事を理解して真っ赤になった。

「き、き、き、貴様ッ！　噓を……！　噓をついたな！」

　ヘルベチカはあくまで微笑んでいる。しかし目は笑っていない。

「今回の事、わたしの甘さが招いたというのも事実でしょう。お礼を申し上げますわ、卿。あなたのおかげで踏ん切りがつきました」

「な、な、な……こ、小娘が……ッ！　こんな事をしてただで済むと思っているのか！　わしは公国の！　公都の貴族だぞ！　貴様らなどとは血が！　血が違うのだ！」

「ええ、そうだと助かります。あなたと同じ血が流れているなんて、想像するだけで身の毛がよだちますわ」

　ヘルベチカはゆっくりとマルタ伯爵に歩み寄った。兵士たちが喚き散らすマルタ伯爵を押さえ付ける。剣が振り上げられた。

「豚は屠殺です」

　ひゅん、と剣が振られ、静かになった。

　ヘルベチカはふうと息をつく。

「道端に転がしておきなさい。勇敢なるマルタ伯爵はお一人で見回りをされ、不届き者に襲われて気の毒にも亡くなられたのです」

「はっ」

　兵士たちが亡骸を抱えて裏口から出て行った。ヘルベチカは剣を納め、ゆっくりした足取りで建物の外に出た。

「……長い、夜でしたね」

　東の空はうっすらと白んでいる。











二十七　昨日かかった分厚い雲が噓のように









　昨日かかった分厚い雲が噓のように晴れている。風は春の陽気を運び、肌に柔らかく触れる。足の下では柔らかな草の新芽がどんどん伸びて、小さな動物や虫たちが忙しなく駆け回っていた。鳶が一羽、輪を描いて空を飛んでいる。

　シャルロッテは陽光の下でぼんやりと立って、飛ぶ鳶を見上げていた。白い髪の毛や服は汚れている。昨晩の騒動そのままの恰好だ。

「……ありがとう、って最後まで言えなかった……」

「それがどうした」

　脇にはビャクが腰を下ろしていた。服はぼろけていたが、傷は塞がりかけている。しかしまだ痛むらしい、風が吹く度に顔をしかめて袈裟に斬られた傷痕を押さえた。

　シャルロッテは嘆息してビャクの隣に座った。途方に暮れたように抱いた膝に顎を乗せ、右手を前に出して眺めた。指先に残った指輪には宝石がなく、もう何の力も残っていない。

「サミジナの指輪もないし……わたしこれからどうしたらいいの……」

「俺が知るか。どうしたいんだよ、聖女様」

「その呼び方はよして。幻だったんだわ……」

「……ヴィエナ教に復讐しなくていいのかよ」

「もちろん憎いわ。当然でしょ……けど……」

　本当にそれは正しいのだろうか、とシャルロッテは思った。

　シャルロッテはルクレシアのとある枢機卿の娘であった。蝶よ花よと大事に育てられ、とても幸せだった。敬虔なヴィエナ教の信徒だったし、主神の与えたもう恵みはなんと素晴らしいのだろうと思ったものだ。

　しかし、彼女が八歳の頃、彼女の家は異端審問にかけられた。ルクレシアはヴィエナ教の枢機卿同士の政争が激しく、彼女の父親もそれに巻き込まれていた。

　異端であるかどうかは信心の深さではなく、結局金と権力で決まる。彼女の家は敗北した。異端と認定されたのだ。言いがかりであったが、シャルロッテがアルビノであり、強大な魔力を持っている、という事が決め手になってしまった。少し違えば聖女に祭り上げられる要素だが、理由など何でもよかったのである。

　シャルロッテは絶望した。罪のない人間を異端として蔑むヴィエナ教に怒りを抱いた。一途に祈りを捧げ、敬虔に生きて来たというのに助けてくれない主神を恨んだ。異端とされた途端に手の平を返したルクレシアの貴族たち、そして、澄ました顔で自分を異端者呼ばわりする聖職者たちを憎んだ。そしてそれを疑いもなく受け入れ、したり顔で処刑を望む国民たちを嫌悪した。

　他国ではそれほどでもないが、ルクレシアに於いては異端者は蔑まれる。そして、聖職者が異端と認定されれば主神への反逆者として死刑だ。枢機卿ともなれば家族まとめて殺される。

　両親は身を挺してシャルロッテを逃がした。彼女は独りぼっちで逃げ出した。

　辛い逃避行であった。ボロを纏い、ごみを漁る日もあった。悪漢に襲われかけた事もあった。貴族の娘として何不自由なく暮らして来た身としては、放浪の身はあまりにも辛く、みじめで、何度も死を願った。しかし、両親の事を思うとそれもできなかった。

　そんな時、一人の男に出会った。男はソロモンについて語った。魔王を従え、かつては大陸全土を手中に収めたというソロモンを、男は呼び戻すという。

　男は、シャルロッテにその巫女にならないかと持ち掛けた。

　シャルロッテは魅せられた。その力があれば、ヴィエナ教に異端とされて苦しんでいる人々を救う事ができる。坊主や貴族どもに復讐ができる。ソロモンの聖女として壇に立ち、異端とされる苦しみを奴らに与えてやる。絶望と苦悶の表情を浮かべる所を見てやるんだ、と彼女は男の手を握った。

　そうして二年ばかり、従者として宛てがわれたビャクと共に、隣国のローデシア帝国を遊説して回った。シャルロッテの可憐な容姿と、持って生まれた口の上手さで、腐敗した領主に支配された地では、話はよく広まった。男に与えられたサミジナの指輪によって〝奇跡〟を起こし、欲にまみれた貴族たちを取り込む事もできた。

　まず同じように腐敗したローデシア帝国をヴィエナ教から救い出し、それからルクレシアに凱旋する、という計画だった。

　だが、今になってそれが正しいのか確信が持てなくなった。得体の知れない熱気に眩んでいた視界が透明になったような気分だった。

「手……あったかかったなあ……」

　頭に手をやり、撫でられた感触を思い出す。お父さまもあんな風に大きな手で撫でてくれたっけ、と思う。あの鬚のおじさんよりもお父さまの方が若かったけど。

　ヴィエナ教とルクレシアの聖職者たちはもちろん憎い。しかし、自分が求めているのは復讐ではなく、親が与えてくれるぬくもりなのではなかったか。もう手に入らないと諦めていたからこそ、無理に復讐に邁進して忘れようとしていたのかも知れない。絶望の時に差し伸べられた手がいつも正しいとは限らないのだ。

　ビャクはごろりと仰向けに寝転がった。

「あの親父に惚れたのかよ」

「なっ……！　なに馬鹿な事言ってるのよ！　ただ手があったかかったなあ、って！　お父さまみたいだなあって思っただけ！」

「親、か……フン……」

　ビャクは不機嫌そうに目を伏せた。

　親の愛。思い出すと辛く、忘れてしまおうと思っていたそれが、シャルロッテの心にありありと思い出されて来た。途端、自分のした事の罪深さがひどく彼女の心を苛んで、シャルロッテは思わず両手で顔を覆った。なんて残酷な事をしたんだろう、と涙がとめどもなく流れた。

「あぁ……ぅあぁああああぁあぁぁあ……！」

　ビャクは黙ったまま体を起こし、そっとシャルロッテの頭に手をやった。

「泣くんじゃねえよ、うるせえ……」

「ふッ──ぐ……うぅ……」

　シャルロッテはぐしぐしと手の平で目をこすった。

「……ねえ……ビャク？」

「……ん」

「もし……もしね、わたしが復讐はやめたいって言っても、お前は付いて来てくれる？」

「……俺はあんたの従者だ。あんたの好きにすればいい」

「うん……うん……ありがとう……」

　シャルロッテはさらに溢れて来た涙を隠すように膝に顔をうずめ、ビャクにもたれかかった。
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「いやあ、油断しました！　このサーシャ・ボルドー、まだまだ修行が足りないようです！　はっはっは、いたたたたた！」

　磊落に笑ったと思ったら左腕を押さえて苦悶の表情を浮かべるサーシャに、セレンが駆け寄って肩を撫でた。

「もう、ちい姉さま。大怪我なんですから、もう少し大人しく……」

「むうう……動けないのは辛いなあ……」

　サーシャはベッドの背もたれに体を預け、口を尖らした。凄惨な状態の屋敷で、数少ない無傷の部屋に集まっている一同は笑った。

　一夜明け、ボルドー家の屋敷や町では改めて大掃除が行われていた。晴れて清々しい春の陽気に、昨夜の血ち腥なまぐさい騒動も中和されるようだった。

　ボルドー家の警護をしていた兵士や冒険者たちには死者が出たが、町の平民には怪我人こそ出たものの、奇跡的に死者は出なかった。対応が迅速だったのと、普段から兵士と冒険者とが協力し合っているのが活かされたのだろう。アンジェリンたち高位ランク冒険者の活躍がその一助となったのは言うまでもない。

　死んだマルタ伯爵が見つかった時にはちょっとした騒ぎになった。刀傷だからアンデッドに襲われたわけではない、と色々の憶測が飛び交ったが、巡察の兵士たちが、一人で見回りをするマルタ伯爵を見たとの事で、きっと火事場泥棒的な暴漢に襲われたのだろうと領民たちは結論付けた。マルタ伯爵の服は上等で、見るからに貴族然としていたし、騒ぎに乗じて悪事を働く奴はどこにでもいる。

　そんな風に、元々マルタ伯爵が好きではなかった領民たちは暢気なものだったが、まとめ役が消えた事で、反ボルドー家派の貴族たちは完全に委縮し、水面下の同盟は瓦解した。マルタ伯爵の死体はどう考えてもヘルベチカからの警告だったからだ。

　だからといって、彼女がやったなどと糾弾する勇気のある者など一人もいない。言ったところで、ボルドーに於けるヘルベチカの人望は驚異的だ。信じる者などおらず、逆に総スカンを食らうに決まっている。彼らはヘルベチカからいつ呼び出しを受けるか恐々とし、表立って彼女に反対する事や、あからさまな不正を行う事をやめ、静かに身を潜めた。

　アンデッドの発生、そしてベルグリフとシャルロッテの戦いで、屋敷の中もあちこちがぼろぼろだ。直すのには時間がかかるだろう。

　この状況では、とても街道の整備まで手が回らない。計画をなくすわけではないが、ボルドーが落ち着いた頃に、改めてこちらから使者をトルネラに送る、という事になった。ベルグリフも異論はない。この状況でそれを要求するのは酷というものだろう。

　アンジェリンは朝から絶好調で、動いていないと落ち着かないらしい、今も部屋にいるわけではなく、アネッサとミリアムを引き連れて庭に出て走り回っている。付き合わされる二人は呆れた様子だ。ベルグリフの方も体中に力がみなぎっていて、座っている今も少し落ち着かない。エルフの霊薬の効果だろうか？

　しかし、霊薬はもうなくなってしまった。手の平に隠れる小瓶では量などたかが知れている。

　ベルグリフは苦笑した。

「こっぴどくやられましたなサーシャ殿。アシュクロフト殿からもらった霊薬が残っていればお分けできたのですが……」

「いえいえ師匠！　霊薬は我が家にも常備してありますし、お気遣いは無用です！　むしろこんな無様な姿をお見せしてお恥ずかしい！」

「はは、さようですか……」

　笑うベルグリフにアシュクロフトが話しかけた。

「あの……ベルグリフ殿？　あの霊薬はもう使ってしまわれたのですか？」

「ああ、すみません、アンジェに一滴、私も一滴、それから……まあちょっとした事で残りを」

「一滴……？　もしや、そのまま？」

「……？　はあ、そうですが……」

　アシュクロフトはひくひくと口端を痙攣させながら、言った。

「その……私が言うのを失念していたせいではあるのですが……霊薬は水で薄めて使うのが普通で……」

「な!?」

「てっきりご存じかと……」

　アシュクロフト曰く、霊薬は原液のままでは濃い。とはいえ、帝国産の霊薬はそれほどでもないので、ドーピング効果を期待して戦いの最中に原液で服用する冒険者もいるが、エルフの霊薬ともなれば濃過ぎる。通常は用途に応じて服用前に数十倍に薄め、ゆっくりと時間をかけて体に染み渡らせる。一気に効き過ぎると、今のアンジェリンのように動いていないと落ち着かないし、ひどい時は肉体と感覚にずれが生じる、といった回復過剰の状態になってしまうらしい。

　要するに、現在のアンジェリンとベルグリフは、増幅する体力を消費していないと落ち着かない、という状態なのである。治りが早いのも当然だ。さっきから体が火照るのはそのせいか、とベルグリフは納得すると同時にひどく恥ずかしくなった。

　Ｅランク冒険者には霊薬なぞお目にかからない代物なのだから仕様がないとはいえ、あんまり貴重なものを一晩で、それも間違ったやり方で使い切ってしまった事に赤面した。

　サーシャがけらけらと笑う。

「はっはっは！　さすがは師匠！　豪儀なものでいたたたたた！」

「もう！　ちい姉さまったら！」

「はは……恐れ入ります……」

　ベルグリフはバツが悪そうに頭を搔いた。アシュクロフトも苦笑している。

　確かに今は頭も鮮明だし、体も痛くない。しかし、言われてみれば確かに、少し腕を動かすのにも微弱な感覚のずれを感じる。この効果が切れた時に、今の動きを基本にしてしまっていると、怖い。若い頃ならばいざ知らず、今の体では感覚がずれたまま戻らないかも知れない。調子がいいからといって、体の勢いに任せて無理をするのは控えた方がよさそうだ。もう一度原液で飲めば効果は持続するとはいえ、エルフの霊薬なぞ、そうそう手に入るような代物ではないのだ。

　その時、ヘルベチカがエルモアを伴って入って来た。疲れてはいるが、どこか吹っ切れたような表情をしている。

「サーシャ、具合はどうですか？」

「おお姉上。見ての通りです」

「ふふ、元気そうでよかった……皆さん、お昼ご飯にいたしましょう。屋敷の中はぼろぼろですので庭でと思いますが、構いませんね？」

　セレンが嬉しそうに頷く。

「いいですね、天気もよろしいですし」

「よし、参りましょういたたたたた！」

「サーシャ様、そういう無理をなさらないでください……」

　勢いよく立ち上がろうとして悶絶するサーシャに、アシュクロフトが駆け寄って支えた。

　部屋を出たベルグリフに、エルモアが話しかけて来た。

「ベルグリフ様、大変お疲れ様でした。皆様方のおかげで町の被害も最小限で済みました。ボルドーのギルドマスターとしてお礼を申し上げます」

「何をおっしゃいます。私など微力を尽くしたのみです」

「いえいえ、共に戦ったからこそ分かります。その剣技、並の腕ではございません。〝赤鬼〟の凄まじさ、しっかりと見せていただきました」

「はは、どうにもむず痒いですな……」

　まだ釈然としないとはいえ、二つ名に恥じぬくらいの働きはできたかな、とベルグリフは苦笑した。エルモアはにっこりと微笑む。

「ボルドーにはいつまでご滞在ですか？」

「む、そうですな……用は済んでしまいましたので、屋敷の片づけを少し手伝ってから帰ろうかと思っております。おそらく二、三日のうちには」

「ベルグリフ様……もしあなたさえよければ、ボルドーのギルドに来てはいただけませんか？　あなたほどの腕をお持ちならば、特別待遇で高位ランクにしても誰も文句は言いません。若い者たちにもいい刺激になると思うのです」

「はは、ご冗談を。私などもう衰える一方です。それに、田舎暮らしが性に合っておりましてな。お誘いは嬉しく思いますが、お断りさせていただきたい」

「左様ですか……残念ですが、仕方がありませんね。私も事務仕事が性に合って一線を引いたのですから、人様をそのように引き留めるのも野暮でしょう」

　エルモアは親し気に笑った。ベルグリフも微笑む。

　冒険者としての生活にもまだ未練がないとは言えない。しかし、自分の居場所はここではない。ベルグリフはそう思った。
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　それから数日、ベルグリフとアンジェリンたちは屋敷の片づけを手伝ったり、町に出て遊んだり、兵士や冒険者たちと手合わせしたりして過ごした。怪我の為に参加できなかったサーシャは歯嚙みして悔しがり、それでも無理に参加しようとしてアシュクロフトを慌てさせた。

　英雄扱いされる事にベルグリフは少し辟易したが、アンジェリンは慣れたものらしく、彼女が泰然とやり過ごす様を見て、すっかり娘に追い越されてしまった、とちょっとむず痒かった。

　ボルドーでの日々は楽しく、トルネラでの生活とはまったく違って刺激があったが、そろそろベルグリフは帰ろうかという気分になった。少しくたびれたのもあるし、畑が心配だ。自分の目が届かないのを良い事に、子供たちが勝手に森に入ったりしていないかも気にかかる。

　アンジェリンたちと別れるのは寂しかったが、子供は独り立ちするものだ。それに今生の別れにするつもりはもちろんない。

　しかし、明日辺り帰ろうかな、と呟いた時からアンジェリンがくっ付いて離れなくなった。帰り支度をしている今も、ベルグリフの背中におぶさるように貼り付いて、髪の毛や背中に顔をうずめる。すうすうと吐息が髪や服越しに肌をくすぐるのが何となくもどかしい。

「……アンジェ」

「……なに？　お父さん」

「お前は何をしているんだい？」

「お父さん分を補給してるの」

「……補給して、それでどうなる？」

「元気になる……」

「そうか……」

　何だかよく分からないがそうなのだろう。まあ、アンジェリンがくっ付いて来るのは今に始まった話ではない。苦笑しつつも諦めてされるがままになっていると、ミリアムがいそいそとすり寄って来た。

「わたしもベルさん分補給するー」

「おいおい、ミリィまで……支度が……」

　ようやくエルフの霊薬の効果も切れ、イマイチ合わなかった肉体と感覚のずれが元に戻った。幸いな事に筋肉や関節の痛みはぶり返さずに治ったようだ。だから少女二人に絡まれても辛くはないが、支度が進まないので、困る。子供のように絡んで来るのに体は大きいのだから始末に負えない。

　アネッサが呆れたようにその光景を見ている。

「お前ら……ベルさんが帰るなら、わたしらもオルフェンに帰るんだぞ？　自分たちの支度をしなくちゃ……」

「ふふん、羨ましい癖に……」

「アーネは素直じゃないですにゃー」

「なっ！」

　アネッサは真っ赤になって口をぱくぱくさせた。アンジェリンとミリアムはにやにや笑っている。

　ベルグリフは嘆息した。

「アーネの言う通りだよ。皆、自分の支度は済んだのかい？」

「元々荷物なんかないもん……」

「身軽なのは冒険者の基本ですよー、ベルさん」

「む……」

　それはそうかも知れない。どうにも現役には敵わないなあ、とベルグリフは頭を搔いた。それでも何とか支度を終えた。

　ベルグリフだって、元々はそれほど荷物があるわけでもない。持って来たのは着替えと、他に細々したものがあるくらいだったが、ボルドーの町で色々なものを買ってしまった。

　まず塩と砂糖の大袋がある。それから小分けにされたスパイス、燃えるように強い蒸留酒、質の良い鉄で作られた調理道具。

　ボルドーは流石に大きな町だ。北部の交易ルートにも入っているから、あちこちから物品が集まって来る。トルネラでは中々手に入らず、行商人を介しては値が張る代物を、ついついベルグリフは手に取ってしまった。要するに土産物が沢山あるのである。トルネラでは現金があまり用を成さないからと、つい買い過ぎた。

「……アンジェの事を言えないなあ」

　土産を山積みにして来たアンジェリンを思い出して、ベルグリフは苦笑した。変な所で親子が似てしまったものだ。

　アンジェリンがオルフェンで買って来た荷車と馬はベルグリフがもらい受けた。アンジェリンたちはオルフェンまでは身軽だし、土産物もない。第一、オルフェンに戻ってしまえば荷車も馬も使わない。トルネラの方が活躍できるだろう。

　荷車に荷物を積み、出発の準備が整った。よもや手紙を届けに来ただけの筈が、随分な事になったものだ、とベルグリフは頰を搔いた。

　朝から支度をしたから、まだ昼前だ。今から出れば日が暮れる頃には次の村に辿り着ける筈だ。野宿も嫌ではないが、まだ夜は寒い。

「さて……行こうかな」

　ベルグリフは肩を回した。くきくきと音がする。

　同じように支度を終えたアンジェリンたちも、見送りに立っている。彼女たちは少し後に出発するようだ。

　サーシャがセレンの肩を借りて立っている。ヘルベチカ、アシュクロフトは忙しいのか姿が見えず、エルモアはギルドに戻ったようだ。皆名残惜しそうな顔をしている。

「師匠、お手合わせできず残念です……いずれまた、必ず！」

「ははは、サーシャ殿。まずはしっかり養生なさってください」

「ベルグリフ様の言う通りですよ、ちい姉さま」

　セレンはサーシャの肩を撫で、ぺこりとベルグリフに頭を下げた。

「ベルグリフ様、この度は本当にお世話になりました。またボルドーにお越しの際は是非とも立ち寄ってくださいませ。いつでも歓迎いたします」

「ありがとうございます、セレン殿。その時は是非」

　荷車に乗ろうとしたベルグリフに、アンジェリンが抱き付いた。むぎゅうと顔を押し付け、ふがふがと息をする。

　ベルグリフは苦笑しながらアンジェリンを撫でた。

「こらこら、いつまでも甘えん坊だな、アンジェは」

「ん……よし！」

　アンジェリンはパッと顔を上げてジッとベルグリフを見た。

「わたし頑張る。頑張ってお仕事して、秋にまた帰って来る」

「……それは早いんじゃないか？」

「いいの。岩コケモモが食べたいの。ね？」

　そう言って、後ろに立つアネッサとミリアムを見返る。二人は頷いた。

「短かったけど、すごく楽しかったです」

「また絶対遊びに行きますね！」

　ベルグリフは微笑みながら手を伸ばし、二人の頭にぽんと置いた。

「ああ。実家だと思ってまた来るといい。待ってるよ」

　その言葉に、二人は胸がいっぱいになったように頰を染めた。

　不意に、ぱたぱたと軽い足音がした。見ると、息を切らし、頰を少し染めてヘルベチカが駆けて来ていた。ヘルベチカは駆け寄って来ると、膝に手を置いてはあはあと息を整えた。汗で額に貼り付く前髪が妙に艶めかしい。

「よ、よかった……間に合いました……」

「ヘ、ヘルベチカ殿。お忙しいのにそんな……」

「何をおっしゃるのです。ボルドー家の恩人のお見送りをしないなど、沽券に関わりますわ」

　ヘルベチカは、ふうと息をつくと、にっこりと笑った。

「また遊びに来てくださいませ。お待ちしておりますわ」

「ありがとうございます、光栄です──」

　と言いかけた時、ふわり、と甘い匂いがした。頰に柔らかなものを感じ、ベルグリフは呆気に取られた。

　ヘルベチカはいたずら気に笑って、自分の唇に人差し指を当てた。

「今日は頰ですが……次があればその時は、ね？」

「……あまりからかわないでいただきたい」
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　ベルグリフは少し照れたように頭を搔いた。ぐいと襟が下に引っ張られる。見ると、アンジェリンが泣きそうな顔をしていた。

「お父さん……」

「ア、アンジェ……」

「やっぱり……おっぱいが好きなの……？」

「……お前は何を言っているんだい？」

　何だか色々と台無しである。

　アンジェリンは「がるるる」とヘルベチカを威嚇しヘルベチカはくすくす笑った。見ていた少女たちは頰を染めたりニヤニヤ笑いを浮かべたりしている。ベルグリフは苦笑した。

「やれやれ……もう行くよ」

「……うん」

　アンジェリンはひょいとベルグリフから離れた。ベルグリフはアンジェリンの頭をぽんぽんと手の平で優しく叩き、荷車に飛び乗った。手綱を手に馬を動かす。

　アンジェリンが大きな声を出した。

「行ってきます、お父さん！」

「行ってきまーす！」

「い、行ってきます……！」

　ミリアムとアネッサも同じように大声を出す。

　見送られているのはこちらなんだけどな、とベルグリフは苦笑したが、それでも見返って言った。

「行ってらっしゃい！」

　馬車はゆっくりと進んだ。

　空は青く、向かいから頰を撫でる風は若草の匂いがする。
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ＥＸ　姉妹









　これはまだベルグリフたちがボルドー家の屋敷に滞在していた時の話である。

　朝のうちは陽が射して明るかったのだが、いつの間にかかぶさって来た雲で辺りは薄暗くなっていた。上の方を眺めると、雲は分厚く灰色で、今にも一雨来そうなくらいである。今年の春は雨が多いな、と誰かがぼやいた。

　ベルグリフは屋敷から運び出した瓦礫を片付ける手伝いをしていたが、天気が怪しいからと皆して屋敷の中に引き上げた。しかし部屋に戻ってもする事がない。何ともなしに部屋の中をぐるりと一周して、それから椅子に腰を下ろした。

　あの騒動から数日が経ち、屋敷の中は概ね片付いたが、まだえぐれた壁や廊下の修理は済んでいない。大工が毎日出入りして修理に当たっている。

　やがて窓の外で雨が降り出した。それほど強い雨ではなく、ともすれば霧雨のような細かな雨である。しかし外に出ていればもちろん濡れる。強くない分、却って気付かぬうちに濡れるかも知れない。引き上げたのは良い判断だったようだ。

　雨が降っている事は分かるのだけれど、雨粒が細かすぎるから雨音が微弱である。そのせいだか知らないけれど、どうにも気持ちに締まりがなく、手持ち無沙汰なりに座ったままで窓の外を眺めていると、部屋の戸が開いてアンジェリンが入って来た。外にいたらしい、黒髪に細かな水滴がまとわりついて、それが変にきらきらしていた。

　アンジェリンは入ってくるなり座っているベルグリフの背中から抱き付いた。

「……雨」

「うん、そうだな」

「片付けできないね……」

「ああ。まあ、仕方がないさ。天気ばかりは」

　アンジェリンはしばらくベルグリフの背中に顔をうずめてご満悦の様子だったが、やがて肩に手を突いてぐいぐいと体重をかけた。

「サーシャのお見舞いに行くの……アーネとミリィも一緒。お父さんも行こう？」

「ん……む……いや、お父さんは遠慮しておくよ」

「えー」

　アンジェリンは不満そうに口を尖らしたが、無理強いするつもりはないらしい、また少しベルグリフに抱き付くと、「じゃあ、行ってきます」と部屋を出て行った。ベルグリフは嘆息した。

　次第に窓の外の暗さが増したと思ったら、段々と雨の粒が膨らんで、窓や地面を叩く雨の音が大きくなって来た。
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　アンジェリンが部屋に入ると、アネッサとミリアムは濡れた髪の毛をタオルで拭っている最中だった。三人が外で兵士たちと模擬戦をしている時に雨が降り出したのだ。霧雨だから続けようかと思ったが、こんな事で風邪を引いても馬鹿馬鹿しいと引き上げた。

　アンジェリンに気付いたミリアムは帽子を拭いていたタオルをばたばたと振った。頭の上で猫の耳がぴんぴんと揺れている。

「あれー、ベルさんはー？」

「来ないって……なんでかな？　サーシャの事嫌いなのかな……？」

「そんな事ないだろう……女ばっかりで居心地が悪いんじゃないか？」

　成る程、確かにベルグリフの他は若い女ばかりである。少女ばかりと言ってもいい。ベルグリフは泰然としているように見えるけれど、やっぱりそうなのだろうか。

「……それは仕方がない」

　けれど、別に自分は一人おじさんの中に交じってても平気だけどな、と思う。

「お父さんはお年頃……？」

「何言ってんだ……まあいいや。行こうか」

　三人連れ立って部屋を出た。雨が降っているのは外の事の筈なのだが、何だか廊下までもしんしんと冷たく、変に白けているような感じがする。強くなった雨音が遠く聞こえるから、余計に静かな気がするのかも知れないとアンジェリンは思った。

　扉をノックすると「どうぞ！」と元気な声がした。部屋に入るとサーシャがベッドに座っていた。左腕に包帯を巻いて三角巾で吊っているけれど顔色はすこぶるいい。その脇に置いた椅子にはセレンが座っていた。アンジェリンたちの姿を見とめるとサーシャは嬉し気に表情を輝かした。

「おお、皆さん！　来ていただけるとは！」

　セレンが微笑んで立ち上がった。

「皆さん、どうぞこちらに。お茶を運ばせましょう」

「いいよ気を遣ってもらわないで……勝手に来ただけだから」

　アンジェリンたちはくすくす笑いながら椅子を引き出してベッドを囲んだ。

「具合はどう……？」

「いやはや、元気は有り余っているのですが……怠けているようで気分がよくありません」

「もう、ちい姉さまったら、きちんと休まないと治るものも治りませんよ？」

「それは分かっているが……うー……」

　サーシャは困ったように嘆息した。憔悴とは程遠いくらい元気なのに、いつも通りに動けないというのがじれったくて仕様がないらしい。つい先日もアンジェリンたちとの手合わせに交ぜろと大暴れし、アシュクロフトを大いに困らせた。

「でも霊薬使ってるから、一ヶ月もあれば治る……？」

「そうですね……しかしもどかしい。せっかくアンジェ殿や師匠がいらっしゃるというのに」

「本当に剣を振るのが好きだな、サーシャは……」

「でも珍しいよね。なんで冒険者になったのー？　別に軍人でもよさそうだし、貴族なら騎士にだってなれそうなのに」

　ミリアムの問いに、サーシャは照れ臭そうに頭を搔いた。

「その……単なる憧れなのです」

「憧れ？」

「ええ。元々、剣を振るのは好きで、幼い頃はそれこそ騎士に憧れたのですが……」

　サーシャは懐かしむような口調で続ける。

　父親である前ボルドー伯は、三姉妹それぞれの得意不得意をよく心得ていた。長女のヘルベチカは人心を摑み、大局を見据える力を。三女のセレンは政治的な視点を、そしてサーシャは人並み以上の剣の技量を。

　彼は姉妹たちにすべてを得意になる必要はないと説き、それぞれの得意な事を伸ばして互いに助け合う事を旨とさせた。

「ですから、わたしは幼い頃から剣を学んだのですよ」

「それで冒険者に？」

「ええ、ある時父の地方巡察に付いて行った時があったんです。その時に魔獣が現れたんですが、堅い甲殻を持つ魔獣で、魔獣退治に不慣れな兵士たちは苦戦したんです。そこに、ふらりとやって来た冒険者が甲殻の隙間を的確に狙ってあっという間に討伐してくれまして……」

「へえ……アーマーラットかな？　確かＢランク……」

「おお、さすがお詳しい！　それからすっかり冒険者に憧れてしまいまして」

「なるほどー……でもお父さんに反対されなかったー？」

　サーシャは首を振った。

「ボルドー家は昔から冒険者とのつながりがありますからね。魔獣と戦える事も必要だと父は背中を押してくれました。結果的にそれも領民を守る事につながると」

「そっか……ボルドー伯も良いお父さんだったんだな」

「はい！」

「……うちのお父さんもいいぞ」

「何張り合ってるんだよ……」

　場が明るくなる中、ふとアンジェリンが目をやるとセレンが俯き気味に黙っていた。さっきから会話に交ざって来ないなと思っていたが、何かあったのだろうか。

「セレン、どうしたの……？　お腹痛いの？」

「え？　あ、いや、大丈夫です」

　セレンは微笑んだ。サーシャが怪訝そうに目を細めた。

「セレン、あれから少し様子が変だぞ？　何かあるならきちんと言え。一人で抱え込むべきではないぞ」

「……本当に大丈夫ですから。あの、お茶を運ぶよう、そう言って来ますね」

　セレンは立ち上がると逃げるような足取りで部屋を出て行った。アネッサとミリアムが顔を見合わせる。

「どうしたんだろー？」

「変だな。もっと落ち着きのある子だったと思ったけど」

「……あの騒動以来何となく様子が変なのです」サーシャが困ったように言った。「ぼんやり遠くを眺めている事もありますし、変に悲し気だったりもして……どうしたかと尋ねても大丈夫の一点張りで……」

「むう……でも確かにショックだったかもね」

「そうだな……お父さんがアンデッドになって出て来たんだから」

　サーシャは嘆息した。

「わたしは少し繊細さに欠けているようでして、相談に乗ろうとしてもつい説教臭くなってしまって……皆さん、よければそれとなく寄り添ってやっていただきたい。セレンも皆さんには話せる事もあるかも知れませんし」

　サーシャは自認するくらい無骨者、ヘルベチカは騒動の後の取りまとめで余裕がない。セレンの様子がおかしい事にそれとなく気付いていながらも、中々気を回してやれないようだ。アンジェリンは頷いた。

「分かった……サーシャは早く怪我を治して」

「ありがとうございます、アンジェ殿。助かります」

　サーシャは、彼女には珍しくやや弱々し気に微笑んだ。妹の悩みをまともに聞いてやれない自分にやきもきしているらしかった。

　そこにメイドがお茶を持って入って来た。サーシャが首を傾げる。

「セレンはどうした」

「はあ、何か忙しいとかでご自分のお部屋に」

「むう……」サーシャは片付かない表情で頭を搔いた。「こんな時に無骨者の自分が嫌になるな……」

「気にするなよ。セレンだってサーシャの事が嫌いになって避けてるわけじゃないだろうし」

「そうそう。いい子だから悩む事もあるんだよ、きっとー」

　アネッサとミリアムが元気づけるように言う。サーシャははにかんで頷いた。
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　その頃、ベルグリフはヘルベチカからお茶に招かれていた。仕事の合間の息抜きといった態らしい。書斎に通されて、向かい合って座った。

　ヘルベチカはお茶に砂糖をしゃくり込みながら微笑んだ。

「色々とお手伝いいただいて、ありがとうございます」

「いやなに、お世話になっているのですから」

　ベルグリフは笑ってお茶をすすった。発酵させた茶葉らしく、独特の香りがあった。

「珍しい香りのお茶ですね」

「ええ、茶葉を発酵させたものなんです。つい先日行商人から買いまして……お口に合いますか？」

「嫌いではありません。しかしまあ、慣れないもので……砂糖を入れるのですか？」

「はい。他にも乳を入れたり、柑橘を搾ってもいいそうですよ」

　そんな飲み方のお茶は知らないから、ベルグリフは感心したように鬚を撫でた。世の中にはまだまだ自分の知らないものが沢山ある。

　ちらとヘルベチカの背後を見ると、執務机には手紙や書類の類が積まれていた。町の修繕やその他便宜を図ってもらうのに、他の町や貴族に送るものが多いようだ。こればかりは自分が手伝えるものではないな、とベルグリフは苦笑した。

　何となく面白そうな顔をしてベルグリフを見つめていたヘルベチカは、茶碗を置いて息をついた。

「どうしました」

「いえ……時間が経つのは早いなあ、と」

　そう言って書斎の中を見回す。ベルグリフもつられて見回した。奥にひとつ窓がある他は、壁面はすべて棚になっている。そこに本や書類の束などが整然と置かれていた。雑然としているように見えて、その実しっかりと整理されているのかも知れない。

「お父さまが使っていた時から殆ど変わっていないんです」

「ふむ」

「まだ領主となって日が浅いのですが……それでももう半年近くなりますから」

「よく慕われておいでではないですか。感服しますよ」

「ふふ、ありがとうございます。ベルグリフ様にそう言っていただけると安心します」

　ヘルベチカは少し姿勢を正してベルグリフに向き合った。

「ベルグリフ様、改めてお聞きします。ボルドー家に仕官していただくわけにはいきませんか？　この度の騒動でも、あなたの尽力による功績は計り知れません。どうかお力を貸してくださいませ」

　ベルグリフは頰を搔いた。

「……申し訳ないですが、お断りさせていただきます」

「……そうですか」

　ヘルベチカは食い下がる事もなく、残念そうに嘆息し、微笑んだ。

「そう言われると思っていました」

「すみませんな……」

「いえ。あなたはトルネラを守るお役目があるのでしょうね」

　ヘルベチカはそう言ってから、今度はいたずら気に微笑んだ。

「でも、わたし諦めませんから」

「……参りましたな」ベルグリフは苦笑した。「しかし、あなたは私などがいなくても十分にやって行かれると思いますよ。優れた妹君が二人もおられるし、アシュクロフト殿もおられるのだし……何より、あなた自身の佇まいが立派になられたように思います。少なくとも、前にトルネラにいらした時よりは、ね」

　そう言ってベルグリフは肩をすくめた。ヘルベチカはくすくす笑って目を伏せた。

「そうですね……少し……乗り越えるべきものを乗り越えたせいかも知れません」

「ふむ……」

「……不思議でした。先日の騒動は悲しい事ではありましたが、起こるべくして起こったような気もします。ある意味、あれがなければわたしはまだ箱入りのお嬢様の気分だったかも知れません」

　ヘルベチカは目を開けてベルグリフを見つめた。

「けれど……少し辛いものではありました」

「……お父上の事ですか」

　ヘルベチカは小さく頷いた。ベルグリフはその場にいなかったので詳しくは分からないが、前ボルドー伯がアンデッドとして眼前に立ちはだかったらしい。心から慕って尊敬していた父親を、アンデッドとはいえ排さねばならなかったその気持ちは察するに余りある。

「軽々しい事は申せませんが……よく乗り越えましたね」

「ありがとうございます」

　ヘルベチカは微笑んだ。

　貴族としての生き方などベルグリフには分からない。自分や近しい人間以外の大勢の人々の生活をその肩に乗せているというのは、平民である彼には想像しがたい重責なのかも知れない。そんな責を放り出して、自らの欲望にかまけている貴族たちもいるが、彼女はそんな連中とは違う。褒め称える事は簡単だ。しかし、大変な事だろうと思う。

　真面目な顔をしているベルグリフを見て、ヘルベチカはくすりと笑った。

「すみません、お呼び立てしてこんな話を」

「いえ、構いませんよ。仕官の話はお断りさせていただきますが、できる範囲では色々とお力になりましょう」

「ふふ、それではわたしの夫になってくださいますか？」

「……またそうやって人をからかいなさる」

「むー、まったくの冗談というわけでもないのですよ？」

　ヘルベチカは子供のように頰を膨らました。ベルグリフはくつくつと笑ってお茶のカップを口元に運んだ。





○






　サーシャとしばらく歓談したアンジェリンが二人と別れて部屋に戻ると、ベルグリフが窓際の椅子に腰を下ろして外を眺めていた。雨はいつの間にか止んでいて、雲の切れ目からは陽が斜めに射している。朱に色づいて、辺りが何となくぼんやりしているから、もう夕方に近いのだろう。

　隣に座るとベルグリフはアンジェリンを見た。

「サーシャ殿の具合はどうだった？」

「元気……」

「はは、そうか。大事にならないで何よりだな」

「……お父さん、セレンの事、どう思う？」

「ん？　どういう事だい？」

　アンジェリンはセレンの様子が何となくおかしく、何か悩んでいるように見える事をかいつまんでベルグリフに話した。ベルグリフは顎鬚を撫でた。

「……確かに、そうかも知れないね」

「そう思う……？　どうしたらいいのかな……」

「ふむ……ひとまず話を聞いてみないといけないね」

「うん。ちょっとセレンの所に行って来ようかな……」

「そうだね。身内には話しづらい事かも知れないし、話すだけでも楽になるかも知れない」

　アンジェリンは頷いて立ち上がり、部屋の外に出た。

　セレンの部屋はどっちだったかと右往左往して、通りかかったメイドに尋ねると、部屋は分かりますが、セレン様はお出かけですよと言われた。出鼻をくじかれてアンジェリンは落胆した。

「どこに行ったの……？」

「町に行くとおっしゃっていましたが……」

　馬に乗って駆けて行ったらしい。もう夕方になるというのに、今出かけてどうするのだろうとアンジェリンは首を傾げた。

　それで部屋に戻ると、ベルグリフがおやという顔をした。

「早かったね」

「セレン、お出かけだって……」

「こんな時間にかい？　ふうむ……」

　ベルグリフも怪訝な顔をして顎鬚を撫でた。アンジェリンは隣の椅子に腰かけ、テーブルに肘を突いた。

「セレンの悩みってなんだろうね？」

「……確か、お父上のアンデッドに出会ってしまったんだったね。それをヘルベチカ殿が切り倒すところも見た」

「うん……それがショックなのかな、やっぱり……」

　アンジェリンは想像する。もしもベルグリフが死んでしまって、そのアンデッドが自分の前に現れて、しかも倒さなくてはならないとしたら……とそこまで考えただけでもう悲しくて悲しくて、アンジェリンは思わず立ち上がってベルグリフにすがり付いた。ベルグリフは目を白黒させた。

「なんだ、どうした？」

「うー……」

　セレンやヘルベチカはこんな辛い思いをしたのだなあ、とアンジェリンは思った。想像しただけなのに、もう涙が目に滲む。

「すごく辛い……セレン、本当に辛いんだね……」

「お前が泣いてどうするんだい、まったく……」

「だって……！　お父さんが死んじゃって、そのアンデッドが！　うぅー……」

　アンジェリンはベルグリフの胸元に顔をうずめて嗚咽した。ベルグリフは嘆息してその背中を撫でてやった。

「まあ、確かにそうかもな……感情のやりどころがないのかも知れないね」

「どうしたらいいの？　どうしてあげればいいの、お父さん？」

　ベルグリフは困ったような顔をして、言葉を探すような顔をして窓の外を眺めた。
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　もう夜である。

　結局セレンは夕飯の時間になっても帰って来なかった。町にいるらしい事は巡回の兵士の口づてに分かっているから、ヘルベチカもあえて迎えを出すような事はしなかった。妹の気持ちも何となく察しているらしい。

　夕飯を終えたベルグリフは、少し散歩でもしようかと屋敷の外に出た。空に薄雲がかかって、満月に近い月が薄ぼんやりとその向こうで光っていた。それをぼんやりと眺めていると、後ろから足音がして、次いで背中から誰かが抱き付いた。アンジェリンだ。

「置いてかないで……」

「んん？　アンジェ、お前、アーネとミリィと一緒じゃ……」

「いますよー」

「ベルさんと一緒がいいって駆け出して行ったんです」

　アンジェリンの後ろからミリアムとアネッサも現れた。アンジェリンがベルグリフを追っかけて出て行ったので、付いて来たらしい。ベルグリフは苦笑しながらアンジェリンを撫でた。

　四人してぶらぶらと歩いて行くと、屋敷に隣接されている兵の詰め所の前で火が焚かれ、数人の兵士たちが、外用なのだろう、それぞれに毛皮の敷物を尻の下に敷いて、ジョッキを手に賑やかに歓談している。

「それでその時のアンジェリンさんの動きったら凄いもんだよ！　後ろに引かずに前に出てあのガキを蹴り飛ばすんだもんな！」

「あのガキもかなり強かったけどな。まさかサーシャ様、アシュクロフト様、エルモア様の三人が立て続けに負けるとは思わなかったよ」

「結局あいつらはなんだったんだろうなあ。マルタ伯爵に利用されてたんだと思うが……あ、ベルグリフさんだ！」

「お、アンジェリンさんたちもいるぞ！」

「皆さん、よかったらどうですか？」

　気付いた若い兵士に声をかけられ、宴席に招かれた。断る理由もないからお邪魔する。木造りのジョッキにエールをなみなみと注いで渡された。

「さあ、どうぞ！　ご一緒できるなんて光栄ですよ」

「や、ありがとう」

「いやあ、アンジェリンさん、昼間はありがとうございました。勉強になりましたよ」

「どういたしまして……」

「どうやったらあんなに強くなれるんですか？」

「けどベルグリフさんも凄いよなあ、アンジェリンさんより強いんだろ？」

「いや、そんな事ないよ。この子の方がよっぽど強いさ」

「そんな事ない、お父さんの方が強い」

「はは、互いにそう言い合えるのは羨ましいですね」

「どういう稽古をしたんだい？　さぞ厳しい鍛錬だったんだろうな」

「どうかな……特別な事はしていないと思うが、俺の場合は足がこうだから」

「そういえばそうだったな……」

「けど、それであの強さは凄いですよ。俺、同じようになったらあんな風に動ける自信ないなあ」

「おいおい、あんまり手放しに褒められても恥ずかしいよ……」

「いいじゃないですかー。実際ベルさん強いんだから」

「そうですよ。屋敷の異変に気付いたのはベルさんなんだし」

「そう。お父さんはめっちゃ強い……」

「……参ったな」

　苦笑したベルグリフの首筋を風が撫でた。春の宵だが風はまだ冷たい。少し身じろぎして火に手をかざす。

　兵士たちは最初の襲撃を見抜いて屋敷へ救援に来たベルグリフに感服し、二度目の襲撃の時にも的確な指示と判断で殿を見事に務め抜いた事で、すっかり彼に心酔していた。ヘルベチカたち三姉妹を守り抜く事ができたのは、アンジェリンたち三人とベルグリフの力によるものだと信じて疑っていない。それでその話を聞きたがったし、また彼らを目の前に置いて褒めたがった。

　話をしながら勧められたエールをちびちびと飲んでいると、さくさくと地面を踏む音がした。アンジェリンが目を見開いた。

「セレン」

「あ……皆さん……」

　歩いて来たセレンは何だかくたびれた様子で微笑んだ。兵士たちがおやという風にざわめく。

「セレン様、お珍しい」

「まだ寒いですよ、どうぞこちらに」

　セレンは口をもぐもぐさせて視線を泳がした。迷っている様子である。アンジェリンが立ち上がって駆け寄った。肩を抱いて、少し乱暴に頭をくしゃくしゃと撫でてやる。セレンは目をしばたかせた。

「……おいで？」

「……はい」

　セレンが輪に加わって、兵士たちは色めき立った。ヘルベチカやサーシャならばいざ知らず、セレンがこういった席に来る事は珍しいようだ。

「セレン様、〝赤鬼〟の隣にどうぞ！　特等席ですよ」

「わっはっは」

「ほら、さっさとどけろよ」

「今やってるよ！」

　兵士たちはごそごそと動いてベルグリフの横の席を空けた。

「ふふ、ありがとうございます……」

　セレンは微笑んでたき火を囲む輪に交じった。ベルグリフとアンジェリンに挟まれた形である。セレンは膝を抱いて小さく肩を震わせた。兵士の一人が瓶を取り上げる。

「セレン様、エールはいかがですか？」

「馬鹿、セレン様がエールなんか飲むか。ワインだ、ワイン」

「誰か持って来い」

「いいんです、いいんです、あまり気を遣わないでください……エールをいただけますか？」

　セレンが慌てたように手を振った。兵士たちはくすくすと笑いながら新しいジョッキにエールを注いで渡した。セレンは受け取って一口飲み、そうして目を白黒させた。

「に、苦いのですね……」

「セレン様、いいんですか？　やっぱりワインを持って来ましょう」

「いえ、いいんです」

　セレンは眉をひそめたまま、また一口飲んだ。兵士たちは顔を見合わせたが、主の意向に異を唱えるつもりはないらしい、また元の通りに歓談を始めた。ベルグリフはそっとセレンに囁いた。

「エールは初めてですか？」

「ええ……ボルドーに住んでいながら、お恥ずかしい……」

　セレンは頰を染めた。ベルグリフはくつくつと笑う。

「実は私もエールはまだ慣れませんで……苦いですからね」

「あら、そうなのですか……？　ふふ、ベルグリフ様もそういう事があるのですね」

　セレンは意外そうな顔をして目をしばたかせた。そうして何だかホッとしたらしい、少し強張っていた肩から力が抜けたようになった。アンジェリンが少し嬉しそうにその肩を抱いてやった。

　セレンも交えて賑やかな歓談は続き、やがて宴もたけなわとなり、兵士たちが立ち上がった。

「ではわしらは明日もありますので……どうぞごゆっくりなさってください」

「ああ、お疲れ様。どうもありがとう」

　空の瓶やジョッキを持って去ろうとする兵士たちに、セレンが立ち上がって頭を下げた。

「皆さん、ありがとうございました」

「セ、セレン様、そんな」

「こんなむさ苦しい宴会で……恐縮です」

　兵士たちは何度も頭を下げて去って行った。セレンはまたベルグリフたちに並んで腰を下ろす。アネッサが熾きになった火に木を一本放り込んだ。ぱちぱちと火花が舞い散る。薄雲が次第に晴れて、薄ぼんやりとしていた月が輪郭をはっきりとさせた。辺りが白々として、吐く息も青白く浮かび上がるようだった。

「……町に行ってたのか？」

　アネッサの問いに、セレンは小さく首肯した。

「すみません、心配をかけて……」

「いいよお、そんな気分の時もあるよねえ」

　ミリアムが笑ってセレンの肩を叩いた。

　セレンはほうと息をついた。

「……知らなかったんです」

「ふむ？」

　ベルグリフは首を傾げた。セレンはたき火を見つめている。

「わたし、あまり兵士の皆さんとはお話した事がなくて……乗馬は好きなのですが、荒事は得意ではなくて……何だか、兵士の皆さんとは一歩引いたような関係だったものですから」

「そうですか……しかし、誰にでも得手不得手はあるものです。気になさらずともいいと思いますよ。あなたはまだお若いのだし」

「ふふ……そうかも知れませんね。けど、先日のような事があっては……」

　セレンは抱いた膝に口元をうずめた。眼鏡の硝子に赤い火が映った。

「わたし、何もできませんでした……ただ守られるばかりで」

「……気にしなくていいと思うよ。セレンのせいじゃない」

「そうそう。みんな戦わなきゃいけないわけじゃないし」

　アネッサとミリアムが言った。セレンは目を閉じて小さく笑った。

「そうですね……けれど、わたしがそこに立っていいのか分からないのです……アンジェリン様に助けていただいて、この前は兵士の皆さんやベルグリフ様に助けていただいて……本当は守る側に立たなくてはいけない気がするんです。貴族として、人の上に立つ者として……」

　セレンは膝を抱く腕に力を込めた。

「情けないですね。お父さまがアンデッドとして現れた時も、わたし体がすくんでしまって……あんまり悲しくて」

　アンジェリンがセレンを抱きしめた。

「分かるよ……恥ずかしい事じゃないよ」

「けれど……お姉さまは面と向き合いました。あれ以来、お姉さまは不思議と佇まいが前よりも立派になられたように思うんです。ちい姉さまは相変わらずですが、元々ああいう性格ですし、冒険者として戦ううちにやはり芯の強さを得ているからだと思いますし……何だかわたしばかりが情けないみたいで、悔しくて」

　サーシャは元々魔獣を相手に戦い、ある種達観した視点を持っている。ヘルベチカは悲しみを乗り越えて成長した。それなのに、自分は悲しみに暮れるばかりで、立ち止まってしまっている。セレンの悩みはそういうものだった。

「……政治の才はあるなどと持て囃されて……けれど、わたし何も知らなかったんです。戦う事も、見たくないものに向き合わなくてはいけない事も……どうしていいか分からなくて、自分は子供なんだって嫌でも思い知らされたみたいで……」

　セレンは弱々しく笑った。

「ごめんなさい、こんな話……」

　アンジェリンもアネッサもミリアムも、何と言っていいか分からなかった。セレンの悩みは、単に父親のアンデッドと出会った事による悲しみだけではなかったのだ。

　真面目なんだな、とアンジェリンは思い、ますますこの少女が愛おしくなった。しかし、かけてやる言葉は見つからず、抱きしめる力を強めるばかりだった。

　不意に、ベルグリフがゆっくりと口を開いた。

「……私はセレン殿くらいの年の時、オルフェンに出て冒険者になりました」

「……そうなのですか？」

「ええ。初めは戸惑う事ばかりで……トルネラの生活とはあまりにもかけ離れた毎日でしてね、手痛い失敗もしました。物を買うのにもぼったくられたり、言いがかりを付けられて喧嘩を吹っ掛けられたりもしましたよ」

「……わたしにもあった気がする」

「わたしもだ。粗悪品の魔道具を売り付けられて……」

「あったあった！　値下げ交渉に成功したと思ったら、最初から相場の倍だったとかねー」

　少女たちも次々同意する。ベルグリフは微笑んだ。

「そんな時はやっぱり悔しくてね、冒険者なのに情けない、と思った事も幾度もありました」

「……皆さんはあんなにお強いのに、そんな時もあったのですね」

「誰だろうと初めは未熟なものです。失敗して、考えて、工夫しながら成長していく。そういうものが本当の意味で身に付くものです」

　セレンはベルグリフを見つめた。

「そう、でしょうか……」

「ええ。セレン殿の悩みも、苦しいかも知れませんが、きっと今は必要な事なのでしょう。押し潰されないように、けれど大事になさってください」

「悩みを、大事に……？　いい、のでしょうか、悩んでいて……上に立つべき者がそれで」

「ええ。安易な答えに飛び付く方が危険な事もあります。我々は完ぺきではない。悩んで、迷って、それでも生きて行かなくてはならないのです。困ったら周りを頼るのも恥ずかしい事ではありませんよ。幸い、あなたには頼れるお姉さんたちがいるんですから、思う存分に迷って考えても大丈夫ではないかと思いますよ」

　ベルグリフはそう言って優しくセレンの頭を撫でた。セレンははにかんで頰を染めた。

「……お父さまもそんな事をおっしゃっていた気がします」

「そうですか……やはりボルドー伯は立派な方だったのですね」

「ええ、本当に……」

　セレンは何かを思い出すように目を伏せ、それからそっと目を開けてベルグリフを見上げた。

「ありがとうございます、何だか……気持ちが楽になりました」

「はは、年寄りの冷や水で申し訳ない……さて、冷えますからな。ぼつぼつ屋敷に戻りましょうか」

「いえ、もう少しだけ……」

　セレンはアンジェリンに寄り掛かり、目を閉じた。アンジェリンはセレンの背中をさすってやった。アネッサもミリアムも、愛おし気な顔で見つめている。

「……一人じゃないんだぞ」

「はい……はい……！」

　セレンは涙ぐんで、抱いた膝に顔をうずめた。

　月の光がしんしんと降り注いでいる。ぱちん、と音を立てて火の粉が跳ねた。
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　しんしんと寒さが空から降りてくるようだった。しかし、森の中に入ると不思議と暖かいようにも感ぜられた。

　春先の森はある意味では非常に彩り豊かだ。葉が落ちてまだ丸裸の木もあるし、既に新芽を出し始めているものもあり、常緑の木などはくすんだ緑色をたたえている。日の当たる所とそうでない所では明らかに緑の出方も違う。だが、どこでも新たな芽吹きの気配に満ち満ちて、冬の静けさとは一線を画す雰囲気が漂っていた。

　森の中は平坦というわけではない。あちこちに凹凸があり、雪解けの水がそこここに溜まりや流れを作っている。大小の石もあるし、枯れた木が草に埋もれている所もあった。

　それらを踏まないように気を付けながら、ベルグリフは森の中を歩いていた。後ろからはアンジェリン、アネッサ、ミリアムが付いて来る。アンジェリンは目に見えて嬉しそうである。胸いっぱいに空気を吸い込み、辺りを見回してにやにやしている。

「ふふ……やっぱりここ好き」

「ほらアンジェ、足元に気を付けないと駄目だよ」

「はーい」

「にょわあ！」

　その後ろの方でミリアムが素っ頓狂な声を上げた。転びかけて咄嗟に杖にすがり付きバランスを取ったらしい。アネッサが呆れたように支えてやる。

「何やってんだ、お前。気を付けろよ」

「ううー、だって滑ったんだもん、仕方ないじゃん」

　ミリアムは頰を膨らまして大股で前に出た。アネッサがやれやれと首を振る。

「まあ、確かに足場は悪いからな……ベルさんもアンジェもよくそんな軽く行けるな」

「庭みたいなものだもん……ね、お父さん」

「うん……そうだな」

　ベルグリフ自身はもう二十年以上歩き続けている場所であるし、アンジェリンも小さな頃から父に連れられて来ている。歩くにも自然と足場の良い所を選び、しっかりと踏みしめる癖が付いていた。元が義足だから、余計に用心深いというのもあるだろう。

　アネッサとミリアムも仕事の依頼で何度も森には入っていたが、それでも悪い足場に慣れるくらいの経験を積んでいるわけではない。だがそこは流石に高位ランクの冒険者である、ややふらつきながらも足取りはしっかりしていた。ミリアムなどは転びかけてからより慎重になったようである。

　次第に日が暮れかけて、木々の間から微かに差していた夕日が西の山に隠れた。吹く風が途端に冷たくなったように感ぜられ、ミリアムがぶるりと身震いした。

「ひゃー、風がちべたーい」

「夕暮れか……なあ、もっと明るい時じゃ駄目だったのか？」

　アネッサが前を行くアンジェリンに尋ねた。アンジェリンは振り返って笑った。

「暗い時の方がいい……理由は着いてのお楽しみ」

「ふうん？」

「わー、楽しみー……あれ？」

　ミリアムがふと向こうの方に目を留めた。つられて皆が目をやる。鳥が一羽、地面に座るようにして身をよじっていた。

「なんだろ、怪我してるのかなー？」

「そうかも……お父さん、助けてあげる？」

　ベルグリフは目を細めて辺りを見回し、それから首を振った。

「いや、放っておいていい」

「え？　なんで……？」

　悲し気な顔をするアンジェリンに苦笑しながら、ベルグリフは別の方を指さした。その先には茂みがあり、その隙間に白いものが見えた。卵である。

「あれは親鳥だよ。卵から注意を逸らそうとあそこでああやってるんだ」

「ああ、そういう事か……」

「わたしたちが来たから……？」

「そういう事だね。さ、早く行こう」

　日はつるべ落としに暗くなる。ベルグリフは手にしたランプに火を灯した。次第に道は傾斜になり、歩きながら見上げると木々の隙間で星が輝いている。見上げていると、その間にもどんどん数を増すように思われた。アネッサが嘆声を漏らした。

「やっぱりこっちの星は凄い……オルフェンじゃこんなに見えないもんな」

「だねー。周りに明かりがないからかにゃー？」

「ふふ……星もいいけど、もうちょっとしたらもっと驚く」

「もー、なんなのー？」

「灯火草だっけ？　綺麗らしいけど、そんなに勿体ぶらなくても……」

　その時、不意に向かい風が頰を撫でた。途端に頭上が開け、山肌から吹き下ろして来る風がざあざあと音を立てて木々や草を揺らしている。ベルグリフがランプの灯を吹き消す。

　アネッサとミリアムはぽかんと口を開けた。無数の灯火草が青い光をたたえて揺れていた。その周辺だけが薄ぼんやりと明るく、まるで光る湖があるようだ。その向こうには山が黒いシルエットになって佇み、頭上には満天の星である。さながら天の星が地上に鏡の如く映っているかのようであった。

　アンジェリンが得意気に見返って笑った。

「どう……？」

「……まいった。降参だ」

「ねえ！　ねえ！　これ入っていいの!?」

　ベルグリフが頷くと、興奮した様子のミリアムが駆け出して灯火草の中に分け入り、慌てたようにアンジェリンとアネッサも続いた。青白い光が少女たちを下から照らす。

　まだ寒い初春の宵闇の中、風に灯火草が揺れ、その明かりも小さく動いて、その度に少女たちの顔の影もゆらゆらと揺れた。











あとがき









　門司柿家という名前がよくない。

　創作において俺が最も苦手とする事がネーミング作業である。時には天啓の如くしっくり合うものが降りて来る事があるが、大抵の場合は何も浮かばない。だから色々な媒体から失敬して、何となくそれらしいものをこしらえる。当作品の場合は音楽関係からが多いけれど、一々書いていると面倒だから割愛する。

　それはペンネームにも言える事で、そもそもインターネット上で文章を発表するという事が遊びの一環でしかなかったから、あまりペンネームを付けるにも張り合いがなかった。文章を書くから「もじかきや」でいいやという安直な考えで当て字をしたのが今となっては悔やまれる。ザ・バンドでも気取っているつもりか実力もない癖に、などと言われてはまったくの正論で閉口するから、そういう事は言ってもらいたくない。

　そもそも世の中に文章を書いている輩は多い。文豪と呼ばれる者もあるし、文章を売って生計を立て、それがもはや一つの名声となって世に覚えられている人もある。そういう人をほっぽらかして「文字書き屋」とは如何なものか。どうにも具合がよくない。塩梅がよくない。何だか色んな人に知らぬうちに喧嘩を売っているのではないか。

　そうやって不況を買い続けた挙句、ついには秘密裏に消される未来があるかも知れない。だが、仮に俺が消されたとしても、第二、第三どころか、これ以降も無数の「もじかきや」は現れ、連綿と続いて行くであろう。俺がひょんな事で本を出す事になったように、誰がどういうきっかけで「もじかきや」になるかなど分かりはしないのである。これを読んでいる皆さん、あなたが次の「もじかきや」かも知れませんよ。

　それはともかくとして、主人公格であるベルグリフの名前は、不思議な事にどこからともなく現れた。既存のキャラクターと名前がかぶっていないというのは、キャラクターのステータスとしては有効である。そういう意味ではとてもよくやったのではあるまいか。

　そのベルグリフ氏、表紙では妙にお疲れである。

　それもその筈で、久々の再会で有頂天になったアンジェリンがどたどた、右から左に大騒ぎして、表紙の撮影を都合二十回以上はやり直す羽目になったのである。中にはベルグリフ氏が笑顔であるものなどもあるのだが、何度もリテイクして、結局この疲れた顔が面白いからとこれになったのはまったくお気の毒である。尚、ちゃっかりウインクを決めていたアネッサが、後になってアンジェリンやミリアムにいじられたのは言うまでもない。

　個人的にはこの表紙、かなりお気に入りである。何だか一枚のイラストから物語を感じませんか、皆さん。感じない人は感じられるよう努力するように。

　相変わらずtoi8氏の仕事は流石である。これがプロというものである。当小説が何とか手に取ってもらえるくらいの質になっているのは、氏のイラストの力によるところが大きい。toi8先生、ありがとうございます。

　さて、以降は私事で悪いけれど、作品中の表現をやや変えた部分があった。具体的にはジプシーという語句を流浪の民に変えた。元々作者の中ではジプシーという言葉にはいい印象ばかりがあって、それはフランスのジプシー・キングスや、ザ・バンドの「アケイディアの流木」、ヴァン・モリソンの「キャラバン」や「イントゥ・ザ・ミスティック」、カーティス・メイフィールドの「ジプシーウーマン」などの名曲の数々からの印象から来ている。言葉の響きも何となくエキゾチックな所があって、とても好きだ。

　実は一巻の著者校正の時点で「ジプシー」に関する指摘はあったのだが、その時は俺の知識不足であった事もあって、ジプシーはそのままジプシーで書かせてもらっていた。

　だが、後になってジプシー関連の書籍をいくらか読む機会があって、彼らの苦闘の歴史と蔑称として「ジプシー」の語句が使われていた事を知り、これは少し考えねばならぬと思った。今回もゲラチェックの際になって急に変更したから、担当のＭさんは驚いた事だろう。この場を借りてお詫び申し上げます。

　だが、彼らが主張する「ロマ」という呼称には、個人的にどうも響きに魅力がなく、悩んだ末に流浪の民に落ち着いた。実際のところ、ジプシーの呼称を使った意図は、ある単一の人種、種族を指すのではなく、「定住せず、各地を放浪しながら芸や占いで生計を立てる人々」という漠然とした意味合いで使っていた。「ロマ」は単一の民族の呼称でしかなく、この物語中に登場する「ジプシー」たちは「ロマ」ではないからである。

　こうやって表現を変えざるを得ないのはロマの人々の存在のせいではなく、彼らを差別し迫害した連中のせいである。そういう浅はかな事をするから、後になって俺のようなのが苦労する羽目になる。まったくの迷惑と言う他ないが止むを得ない。

　さて、ふざけてばかりではなく、こういう真面目な事も考えているのだというのを見せたところで結びとしたいと思う。

　二巻から買って読む奇特な人はそういないだろうから、一巻から引き続きの読者の皆様、どうもありがとうございます。今度は三巻でお会いできる事を期待しております。





二〇一八年四月吉日　門司柿家
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冒険者になりたいと都に出て行った娘がＳランクになってた　２
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